



















































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　────それは、打ち上げ花火の音、そのものだった。

　夏の夜に縁日の片隅や川辺に座りながら、友人や恋人と空を見上げ、色とりどりの光る花々を眺めているときに聞こえてくる趣のある、あの音。

　仕掛け花火スターマインのような小さな炸さく裂れつ音がとめどなく響き渡る中、正しょう三さん尺しゃく玉だまを打ち上げたとしか思えない、内臓を押し上げるような重低音が辺り一杯に広がった。

　日の本で生きる者なら、その音を耳にすれば、夜空にはさぞ綺き麗れいな大輪の花が咲いているのだろう。と、半ば無意識のうちに夜空を見上げるだろう。

　だが、今、ここで空を見上げた者は────

　人を、生物の全てを焼き尽くさんばかりに輝く、灼しゃく熱ねつの太陽を目にすることになる。

　夜の闇など何処どこにもない。夏の風物詩たる花火の柔らかな光も存在しない。

　ここにあるのは、見るだけで目が痛くなる真っ青な空と、気温53度、湿度12％という生物にとって厳しすぎる環境だけだ。

　そんな地獄のような場所だから、花火の音が幻聴のように聞こえたというのだろうか？

　いいや、それは違う。何故なぜなら、その音は今、この瞬間も鳴り続けているのだから。

　乾いた世界を震わせ続けているその音の発生場所は、空ではなく、大地。地球そのものが迫せり上がったのではないかと錯覚してしまうほどの巨大な岩石の周りに広がる砂漠から聞こえてきていた。

　その砂漠から日光の下でも強く輝くマズルフラッシュが見える度に、スターマインを彷ほう彿ふつさせる音が聞こえ、無反動砲から放たれた砲弾が着弾する度に、打ち上げ花火のような爆音が響き渡っていた。

　そう、砂漠で音を発している物体は平和を願う花火とは、その在り方が真逆にあるもの。

　幾つもの強力な火器、兵器であった。

　そして、機関銃や大砲の音が鳴り響いているということは、それを扱っている者達が砂漠にいるということでもある。

　最低でも十キロ程度の重さがある重火器を武器として扱うことができる存在。それは、筋骨隆々とした男達で、軍人やそれに均ひとしい者達であろうと、誰もが考えるだろう。

　だが、機関銃を片手に砂漠を歩くのは、屈強な男達ではなく。

『────』

　鈍にび色いろの人形だった。

　無機質な瞳が付いた無表情な顔に、辛かろうじて女性を象かたどっているということがわかるボディラインを持つ身長百五十センチ程度の人形が数体、砂漠の中を走っていた。

　人の形を真ま似ねてはいるものの、柔らかさの欠片かけらも感じられない鋼の身体からだを持つ人形が剝むき出しの丸い関節を動かし、機関銃の弾を前方へと撃ち続けるその光景は、恐怖ホラーを通り越し、滑稽シュールとしか思えないものだった。

　少なくとも、その鈍色の人形と相対している者は、そう思っていた。

「────はあーあ」

　銃弾飛び交う砂漠の中で、大きな溜ため息いきを吐つく存在がいた。

　それは、黒髪の短いツインテールに青みを帯びた黒の瞳を持つ、一人の少女だった。

　一見するとその少女はどこにでもいるような普通の少女のように見えたが、その手にはバールのようなものを持ち、両足には飛行機のジェットエンジンを小型化したようなパーツが取り付けられた装甲を装着しており、その出いで立ちは、普通とは決していえないものだった。

　そして、その格好だけでなく、よく観察すると少女も普通とはいえない身体をしていた。

　少女が露あらわにしている両肩には、色は違うものの、鈍色の人形と同じような球体の関節が剝き出しになっていたのだ。

「安価で造りやすいとはいえ、球体関節型フレームランナーの中でも下の下であるダーティネイキッドを量産するなんて……。反政府軍の活動もそろそろお終しまいなんでしょうかねー？」

　そして、球体関節を持つツインテールの少女は、バールのようなものを手慰みにしつつ、銃弾をばらまきながら真まっ直すぐに進んでくる鈍色の人形達に視線だけを向けて、砂漠の中心で棒立ちをし続け。

「────」

　少女は鈍色の人形達が持つ機関銃から放たれた銃弾をその身に受けた。

「……っ」

　それは当然の帰結であり、銃弾を受けた少女はすぐに灼熱の砂漠にその身を預けることになると思われた。

　だが、ツインテールの少女は砂漠に膝をつくことはせず、立ち続けた。

　そして、少女の身体からは真っ赤な鮮血の代わりに。

「────」

　僅かにへこみ、完全に勢いをなくした銃弾がポロポロとこぼれ落ちた。

「…………」

　ツインテールの少女は、自分の身体を貫くことなく、砂漠の砂に沈んだ銃弾を一いち瞥べつした後、僅かに怒りを滲にじませた瞳を鈍色の人形達へと向けた。

「あまり汚れたくないから、増援が来るまで待とうかなー？　……って、思っていたんですけど考えを変えました。武器の有効射程もわからない連中が同じＪJudgmentＤDollであるという事実がもう不快で不快でしかたありませんので、取り敢あえずー」

　そして、自分との距離を詰めつつある数体の人形を瞳に映捕捉したツインテールの少女は。

「視界に入った連中は、みーんな、────スクラップにすることにしました」

　微ほほ笑えみながら、鈍色の人形達を破壊すると宣言した。

　そして、その宣言と同時にツインテールの少女が駆け出すと、いつからか薪が爆はぜるような音を出していた少女の脚部にあるノズルに青白い火が灯ともり、少女の走行速度が跳ね上がった。

「……！」

　ツインテールの少女は推進システムの補助を受け、瞬またたく間に鈍色の人形達との距離を詰めた。そして、そのツインテールの少女の動きに対応できず、明後日あさっての方向に銃口を向けていた一番手前の鈍色の人形に狙いを定めたツインテールの少女は。

「バールで、バーン！」

　速度を一切緩めることなく、手に持つバールのようなものを鈍色の人形の胴体に思いっきり叩たたきつけ、その尋常ならざる衝撃を受けた鈍色の人形の胴体は、歪ゆがみ、拉ひしゃげるだけでなく、内部ケーブルが衝撃によってブチブチと音を立てながら引き裂かれ、鈍色の身体は下半身だけをその場に残し、吹き飛んだ上半身が、遥はるか遠くの砂上で、爆発した。

「うーん、ナイスショット！　よーし、どんどん行きますよー」

　一体目の鈍色の人形をあっという間に破壊したツインテールの少女は、鈍色の人形達が持つ機関銃の射線に入らぬよう円を描くように高速で移動しながら、一体一体にバールのようなものを叩きつけ、鈍色の人形達の頭を潰し、胴体を抉えぐり、真っ二つにし、壊し尽くした。

　そして、ツインテールの少女は、最初に鈍色の人形を吹き飛ばしてから三分も経たたないうちに鈍色の人形達全てを只ただの鉄塊へと変え、砂漠の上で一人、バールのようなもので自分の肩を軽く叩きながら、小さく欠伸あくびをした。

「ふわぁ。……そういえば、欠伸や溜息が欲しいって相談したとき、技術屋さん、目を丸くしてましたっけ。ま、あの人じゃ、この思いは理解できないでしょうしね。……さて、また暇になってしまいましたから、戦況を確認してから────」

　そして、可か愛わいらしい欠伸を終えたツインテールの少女は欠伸をしても涙で滲まない瞳で辺りを見渡し、周囲に異常がないことを確認し、何処かに行こうとしていたが。

「うわ」

　ツインテールの少女は足を止め、あからさまに面倒臭そうな表情を浮かべながら、巨大な砂丘の向こう側から現れた存在達に目を向けた。

「まだあんなに……」

　ツインテールの少女が見ている砂丘の上には、先ほど破壊し尽くした鈍色の人形達と全く同じ姿をした鈍色の人形達が二十体ほどいて、その鈍色の人形達が、真っ直ぐツインテールの少女に向かって進んできていたのだ。

「ほんと、手間だけは掛かりますねー……。悪わる足あ搔がきにしても惨みじめすぎます」

　その鈍色の集団を見て、やれやれと小さく首を振ったツインテールの少女は、バールのようなものを握り直し、鈍色の集団へと足を進めようとしたが。

「────バルー！　バルー！　武器ちょうだーい！」

　幼子のような独特の声音が背後から聞こえてきたため、ツインテールの少女は大した脅威ではない鈍色の集団から視線を外し、後ろを振り返った。

「ねー、バルー！　なんでもいいから武器、武器ちょうだーいー！」

　そして、後ろを向いたツインテールの少女が目にしたのは、右手を大きく振りながら近づいてくる一人の少女の姿だった。

　金髪のショートカットに碧みどりの瞳を持つスレンダーな体型のその少女は、灼熱の砂漠の中であっても元気よく右手を振っているように見えた。

　だが、その少女をよく観察すると、右肩と同じように左肩もあがっていたため、金髪の少女は右手だけでなく、両手で手を振っているつもりなのだということがわかった。けれども、その少女の姿を見て両手を振っていると認識することは不可能だった。

　何故なら、金髪の少女の左腕は────二の腕を半分程残し、消失していたからだ。

　残っている半分程の二の腕は赤熱し、煙が出ていることから左腕を失ったのは金髪の少女が姿を現す直前のことと思われた。

　だが、金髪の少女は数分前に左腕を失ったばかりだというのに、その事に気付いていないかのように、残された左の二の腕を上げ、右手と同じようにぶんぶんと力強く振っていた。

　その光景を普通の人間ならば異常と捉えるだろう。だが、ツインテールの少女は。

「サン。その左腕は？」

　友人の髪にゴミが付いていることを見つけたぐらいの気軽さで、金髪の少女、サンに語りかけた。

「あー、これはえっとね、さっきまで普通のＪＤ何体かと戦ってたんだけど、そいつらを全部倒した後、急に十体ぐらい鉛色のブリキのおもちゃみたいな連中が現れて、……そういえばあいつらの名前って何て言うんだろう？」

　はてな？　と、サンは左腕を失った説明をしている最中に、自分が相手にした敵の正体について疑問に思い、首を捻ひねった。

　そして。

「────」

　ほんの一瞬だけ、サンの碧の瞳に異質な光が奔はしり。

「へー、ダーティネイキッドっていうんだ」

　サンは唐突に戦った相手の正体を把握したと語った。だが、それは思い出したのではなく、今、知った。というような不思議な呟つぶやきだったが、ツインテールの少女は特に気にする様子もなく、サンの話を黙って聞いていた。

「それで、そのダーティネイキッドを十体一気に倒そうと思って大立ち回りしていたら、その中に爆薬が詰め込まれている個体があることに気付かなくって、ちょっと回避遅れちゃった」

　失敗しちゃった。と、サンは少し気まずげに頭を搔かいた。

　そして、おおよその事情を理解したツインテールの少女はサンに近づき、破損している二の腕と、自身の肩パーツと同じサンの球体関節に手を触れた。

「そうですね……、左肩の関節も歪んでしまっているから、関節の交換も必要でしょうけど、胴体部分までは損傷してませんし、これなら簡単な修理で済みそうですね」

「……そう？　装甲爪アーマークローも持っていかれちゃったから、人間の技師さん達に申し訳ないなーって思ってたんだけど、胴体をいじらないでいいなら軽傷ってことだよねっ!?」

　よし、やる気が出てきた！　と、碧の瞳に気合いを滲ませたサンはツインテールの少女に向けて、駄賃をねだる子供のように勢いよく右手を差し出した。

「サン、この手は？」

「え、さっきからずっと言ってたでしょ？　バル、武器頂戴！　って」

　ああ、そういえば。と、ツインテールの少女バルは、サンが武器を求めていたことを思い出した。

「今日は大規模な戦闘にはならないという予測でしたから、いつも以上に軽装なんですよねー」

　ですから、このぐらいしか持ってません。とバルは手に持つバールのようなものを砂漠に突き刺してから、自分の腰の後ろに折りたたんで下げていた自動小銃を展開し、サンに手渡した。

「はい、どうぞ。ひどい技術屋さんが念のためにとワイングラスよりも重いものを持てない、このか弱いバルに持たせた重たーい武装です」

「あー、そういえばトキヤ、バルの武器の有用性、未いまだにすっごく疑ってるよね」

「ええ。軽くて使いやすい良い武器なのに、あの人ったら『バールのようなもので戦うってお前……。コンビニ襲うんじゃないんだぞ』って、何度も言ってきて……。ほんと変な固定観念に囚とらわれてて困ります」

「コンビニ？　────へー、トキヤの生まれた地域にあったお店屋さんかあ。売ってる物的にサン達が襲撃することはなさそうだね」

　そして、サンはバルと雑談をしながら、手渡された自動小銃の調子を確かめるように、そのトリガーを引き。

「────うん、良い感じ。流石さすがトキヤが調整した銃だ」

　放たれた銃弾は、遥か遠くに見える鈍にび色いろの軍団に吸い込まれ、一体のダーティネイキッドの胴体部分を撃ち抜いた。

「サン、あまり日の本生まれの男に、流石です！　とても真ま似ねできない！　世界一の実力者だ！　みたいな讃さん辞じはしない方がいいですよ。あの国の男性はかれこれ数世紀、チートや俺ＴＵＥＥＥといったような、自分が優れているという証左を欲ほっし続け、二次元幻想にまで行ってしまうような人達ですから、現実で自分がチートの片へん鱗りんを見せているという事実に気付いたら、あの人はきっと何処どこまでも調子に乗って、最終的には絶対身を滅ぼします」

「？　よくわからないけど、わかったような気がする！　バルって一緒の統合知能ライリスの中でも一番の博識だよね。シオンが持っていない情報まで持ってるなんて凄すごいよ！」

「……まあ、そうですね。このバルは皆の中で唯一の中古ですから、色々と経験してるんです」

「へー、中古って凄いんだね！　それで、バル。爪と左腕なくなっちゃったから簡単な戦闘だけど、ツーマンセルで行動して良い？」

「ええ、もちろん。ただ今日はサンも損傷してますし、いつもと逆のポジションで行きましょう」

「うん、サンがバルのことフォローするね！　それでどうする？　このままダーティネイキッドの部隊を叩く？　それともあの大きな岩の向こう側で戦ってるカロンの援護に向かう？　あっち側、こっちと違ってちょっと厄介な敵がいるみたいだよね？」

「そうですねー……、戦闘の開始時にカロンは、任せて、と言ってました。ですから、要請もないのに支援に行ったらカロンに悪い気がするので、こちらに迫ってきている連中を優先して────」

　と、バルが迫り来る鈍色の軍団を視界に入れながら、これからの行動について話している最中にバルの瞳に異質な光が奔り、バルは成る程、と呟いてから、肩の力を抜いた。

「……ふう。色々考えてましたが、サン、今日のお仕事は終了です。どうやら、アレが来るみたいですから」

「アレ？」

「ええ、ようやく技術屋さんお気に入りの────獅し子しが到着したみたいです」

　そして、バルの言葉が終わると同時に。




『────ルウウゥゥアア!!』




　獣の咆ほう哮こうが広い砂漠の上に響き渡った。




『────アアアアア!!』

　その獣の声は最初、バルとサンがいる場所の遥か後方から聞こえてきていた。

　だが、その叫び声を発する存在は、瞬またたく間にバル達のすぐ後ろまで接近し。
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「ま、せいぜい、頑張ってください。あの人のお気に入りさん」

「……バルー、その言い方やめない？」

　その獣は、砂漠に突き刺したバールのようなものに寄り掛かっているバルと何故なぜかふくれっ面つらになっているサンにぶつかる直前で大きく跳躍し。

『アア────……！』

　獣の叫び声を上げるその巨大な物体は、そのままバル達と敵対している鈍色の軍団へと飛び込んだ。

　そして、着地すると同時に大量の砂さ塵じんを巻き上げながら、鈍色の人形を数体破壊したその巨大な物体は。

『────』

　鋼の獅子、としか表現できないような姿をしていた。

　だが、砂煙が落ち着き、晴天の下にその姿が露あらわになると、少しばかりその表現を変えざるを得なくなる。

　その獅子は、────継つぎ接はぎだらけの鉄の塊だった。

　その機体は最初から獅子の形をした機体を造るために設計されたのではなく、稼か動どうできる鉄の身体からだを構成するために、別の用途に使われるはずだったパーツを寄せ集めた結果、何となく獅子のように見えているだけで、魚の鱗うろこのように大量のパーツがついているその姿はあまりにも歪いびつだった。

　だが、その継ぎ接ぎだらけの獅子の戦闘力には目を見張るものがあった。

　爪、牙、尻尾のように見える部位を巧みに扱い、先程のバルの戦闘よりも効率的に鈍色の人形達を壊し続け、鈍色の軍団は既に壊滅しかけていた。

『────』

　だが、暴風のような鉄の塊から、比較的離れた位置にいた数体の鈍色の人形が一斉に機関銃を構えたことにより、形勢が逆転した。

　先のバルとの戦闘から鈍色の人形達の射撃の精度がかなり低いということは判明している。だが、巨大な体たい軀くを持つ獅子に弾を当てることは、鈍色の人形達にとって不可能なことではなかった。

　そして、一部を除き装甲がそれほど厚くない継ぎ接ぎの獅子が有効射程内からの機関銃の斉射に耐えることは不可能であり、巨大な獅子に銃口を向けている鈍色の人形達の持つ機関銃が火を噴いたとき、継ぎ接ぎの獅子は間違いなく破壊される。

　だが、その時が訪れることはなかった。

　機関銃が火を噴く直前、銃を構えていた鈍色の人形達の直上で、ゴゥというガスが燃えるような音と共に、紫色に光る槍やりのような物体が何本も現れ、その紫の槍が継ぎ接ぎの獅子に銃口を向けていた鈍色の人形達を貫き、機関銃を構えていた鈍色の人形達は何が起きたのかも理解できぬまま、機能を停止した。

　そして、その光る槍のおかげもあって無傷で十体以上の鈍色の人形達を破壊した継ぎ接ぎの獅子は、次なる敵を求め、砂漠の中心にある岩石地帯へとその鋼の脚を進めた。

　そして、それから約十分後。砂漠の上から銃声は消え去り、音もなく砂が舞う、本来の静かな砂漠に戻り、その砂上で。

『────!!』

　戦いを望む獣が、何処か悲しげに吠ほえ続けた。




　　　　□




　砂漠から銃声が聞こえなくなってから、十五分ほどの時が流れた後、広大な砂漠を薄緑色の巨大なトラックが凄すさまじい速度で走行していた。

　そして、そのトラックが砂漠の中心にある岩石地帯付近で急停車すると、すぐに助手席のドアが開き、一人の人物が車体の高いトラックから飛び降り、砂漠へと足をつけた。

「……学生時代、湿度の高い暑さの方が砂漠の暑さよりも絶対にきついと話していたが、あの国生まれの俺には真逆だったな。この喉が焼けるような暑さは、何年経たっても慣れない」

　砂漠に降り立ったその人物は気温の高さに愚痴を零こぼしながら、全身を覆う灰色のマントを着直した。

　声の低さから男であるということ以外は何もわからない、マントで身体と顔を隠したその人物はトラックの運転手と一言二言話してから、砂漠を一人歩き始め。

「オールキット！　付いてこい！」

『────！』

　砂漠を歩くそのマント男が急に大声を上げるとトラックのコンテナから車輪の付いた巨大な道具箱のようなものが飛び出してきて、その道具箱は忠犬のようにマント男に寄り添い、人間の歩行速度と同じスピードで自走を始めた。

「…………」

　そして、マント男が砂塵舞う世界を五分ほど歩くと。

「────あら、大変。こんな所に全身をマントで隠した不審者が」

　小さな砂丘の上から少女の声が聞こえ、マント男はゆっくりと顔を上げ。

「よう、三馬鹿その２バル。今回はあまり無茶をしなかったようだな」

　球体関節を持つ黒髪の短いツインテールの少女、バルと視線を合わせてからマント男は砂丘を上り始めた。

「それは当然ですねー。バルは本気を出すタイミングぐらいは心得てますから」

「その言葉を鵜う吞のみにできないぐらいには、お前との付き合いも長くなったな。お前は時々わけのわからないところでぶち切れて突っ込んで、大破して帰ってくるから、信用ならん」

「あらら、乙女の癇かん癪しゃくを飲み干せない殿方はモテませんよー？　それとも、バルが中古だからどうでもいいとお考えだったりしますか？」

「俺はもう人にもＪＤにもモテなくて結構だ。そして、お前は中古じゃない。他の連中よりまともな経験を積むことができた、少し幸せなＪＤなだけだ」

「っ……。ほんと、付き合いが長くなったことを実感してしまいますねー。バルが軽口をたたけなくなるような返しがうまいこと、うまいこと」

「……？　俺は本心を語っただけだが、まあ、何にしても」

　お前との雑談は仕事中にするには長すぎるから、また後でな。と、会話を切り上げたマント男はバルの頭を軽く撫なでてから、砂丘の上に立った。

「それで次は……三馬鹿その１サンを確認」

「あ、トキヤだ！　やっほー」

　そしてマント男は、砂の上に座り真っ青な空をぼんやりと眺めていた金髪碧へき眼がんの少女、サンに向かって軽く手を挙げ。

「────」

　サンの二の腕よりも先が消失した左腕を見て、苦く悶もんの表情を浮かべた。

「？　トキヤ、どうかした？」

「あ、いや、……その、災難だったな。まさか反政府が、人格のないダーティネイキッドとはいえ、人間爆弾ならぬ、ＪＤ爆弾を使ってくるとは俺も思わなかった」

「ＪＤ爆弾？　あ、あの攻撃方法のこと？　確かにちょっと斬新だったかも。……というか、人間爆弾って何だろ？　────って、うわあ。昔の人間、こんな手法で敵を倒してたのー？　ＪＤのサンが言うのも変かもだけど、これ、酷ひどいって言葉以外思いつかないよ」

「……ああ。そして、俺からしてみれば、ＪＤ爆弾も同レベルの下劣さだ。待ってろ、すぐに────」

　直してやる、とマント男が声を発しようとした時、砂丘の上に少し強い風が吹き。

「────」

　獣の肉を焼く臭においとゴムが熱によって溶ける臭いが混じったような異臭をマント男の鼻が感じ取った。

　その臭いに気付いたマント男は、一瞬、サンの二の腕の断面に目を遣やったが、すぐに視線を風が吹いてきた方角に向け。

　マント男は紫色の瞳を持つ少女を視界に捉えた。

「…………」

　その少女は分厚いコートを羽織り、競泳水着のようなボディスーツを身に纏まとった身長の低い少女だった。

　その少女は、黒髪のショートカットが風に揺れている以外は微動だにしておらず、その様子は気配を消しているというよりも、彼女の隣に置かれている巨大な火砲と同じように自分はただの道具でしかないと語っているようだった。

「…………」

　そして、そんな少女の姿をマント男は暴力的な日差しを受けながらも、暫しばらくの間、じっと見つめ続け。

「────」

　マント男は、汗一つ搔かいていない紫色の瞳の少女の頰が、僅かに紅潮していることに気がついた。

　そして、その事実に気付いてからのマント男の行動はとても早かった。

「悪い、サン。お前を直す前にやることができた」

　軽処置では済まない、最優先治療者がいた。と呟つぶやいたマント男は、紫色の瞳の少女に向かって早足で歩き始めた。

「オールキット、耐熱手袋を寄越せ。それから、Ｔスクリューとｚ２形式の生体膜の準備。そして、カロン用の代替排熱機にジョイントＥＬ５７７を溶接し冷却処置をしろ、大至急だ」

　そして、歩きながら自分の隣を自走する道具箱に指示を出し、道具箱が指示通りに宙へと投げた黒い手袋を受け取ったマント男は、歩きながらその手袋を嵌はめ、紫色の瞳の少女とはまだ少し距離があったが。

「おい、三馬鹿その３カロン。すぐに背中を見せろ」

　マント男はほんの少しだけ怒気を含んだ声で、彼女の名を呼んだ。

「……え？」

　マント男に名前を呼ばれた少女、カロンは自分の名前が呼ばれるとは全く思っていなかったのか、一瞬だけきょとんと目を丸くしたが。

「あ、あの……」

　すぐに状況を把握した紫色の目の少女、カロンは気まずそうに視線を逸そらし、近づいてくるマント男から逃げるように二歩後ずさり、そんなカロンの姿を見たマント男は呆あきれたと言わんばかりに大きく溜ため息いきを吐ついた。

「カロン。お前、まだ全部のデータ、俺に提出してないだろ。確か、前にもこんな事があったよな。あれはペルフェクシオンがバルを庇かばって珍しく損傷した時だったか。二人のフォローに回って敵を引きつけ、自分も損傷したってのにお前はその報告をしなかった。二人を直すことを優先させるためにな」

「あ、その……」

「人間の理想とも言えるような人格を持つJudgmentDollは少なくない。お前もその中の一人だと俺は思っている。だから、お前がサンの負傷に心を痛めているのはよくわかった。だが、前にも言ったが、優先順位を間違えた善意ってのは────最低の自己犠牲でしかないんだ」

「あ、あ……」

　マント男の呆れながらも覇気が籠もった声を聞いたカロンは軽いパニック状態のようになってしまっていたが、それでもカロンは、マント男の言葉を否定するように首を横に振り続けた。

「あ、いえ、カロンは、その、大丈夫です。だから、まずはサンちゃんを、診て、あげてくだ────」

「いいから、さっさと座って背中を出せ」

　問答無用だ。と、カロンの眼前に立ったマント男は、肩を上から強く押してカロンを半ば強制的に砂漠の上に座らせた後、背後に回り込んで、カロンが羽織っていたコートを剝ぎ取り。

「────」

　マント男はカロンの着ている競泳水着のようなボディースーツを切り裂くように一気に脱がせた。

　その結果、砂漠の真ん中で少女の乳房や背中が露あらわになってしまったが、胸をさらけ出しているカロンは気まずそうに目を伏せるだけで、特に恥ずかしがってはおらず、カロンの服を脱がした張本人であるマント男に至っては。

「……これは、思っていた以上に」

　酷いな。と、呟き、興奮とは真逆の冷や汗を流していた。

　カロンの背後に回ったマント男が目にしたのは、当然、カロンの背中である。

　そして、そのカロンの背中には、本来、肩けん甲こう骨こつがある辺りの場所に、通気口のような部品が取り付けられており、それが何らかの理由で熱せられ、その金属は高熱を持ちオレンジ色に輝いていて、その熱の影響で周りの皮膚や肉が変色したり、炭化していた。

「…………」

　ボディスーツを脱がしたことによって、先程の異臭が一気に強くなったが、マント男は特に気にする様子もなく冷静にその金属の状態を確かめるため、耐熱手袋を嵌めた両手で発熱部位を触り始めた。

「ひゃっ……！　あ、あのカロンの背中、今、とっても熱いんですよ!?」

「見ればわかる。いいから動くな。確認作業中だ」

　と、マント男はカロンに動かないように指示をしてから、見て、触って、カロンの背中に埋め込まれている金属を調べ尽くし。

「よし、まだ基部は溶けきっていない。これならＴスクリューで取り外せる。────オールキット」

　正確に金属の状態を把握したマント男が自走する道具箱の名を呼ぶと、道具箱がすぐさま工具を射出し、マント男はその工具を受け取った。

「カロン、これから両肩の排熱機構を取り除く。一気に、そして、少し手荒にするから、俺がいいと言うまで絶対に喋しゃべるなよ。他の部位が破損する可能性がある」

　そして、カロンに喋るなと強く命じたマント男は、工具の電源を入れ。

「────いくぞ」

　掘削機と間違わんばかりの音を轟とどろかす、その工具をカロンの背中に突き刺した。

　そして、それから約五分間、砂漠中に轟ごう音おんが響き渡っていたが、唐突にその音が消え、日光に熱せられた砂漠の上に、それ以上に熱せられた金属の部品が無造作に置かれた。

「……よし、一番厄介な作業は終わった。もう、喋ってもいいぞ」

　作業が一段落し、大きく息を吐いたマント男は工具の電源を切り、カロンにもう喋っていいと語ったが。

「…………」

　カロンは声を出すことなく、マント男に向かって、申し訳なさそうに頭を下げた。

　そんなカロンの様子を見たマント男は、ほんの少しだけ何かを考えるような仕草をした後、待機していた道具箱から薄うす橙だいだい色をしたシートを取り出し、自分も砂漠に座ってシートをぺたぺたとカロンの背中に貼り付けながら。

「……まったく、お前達三馬鹿は毎度毎度ボディに負担を掛けすぎだ」

　マント男は喋らないカロンに向かって、静かに語りかけた。

「…………」

「排熱機構の状態を見る限り、内燃機関と接続した銃撃を十発以上撃ったな。しかも連続で。……その理由を教えてくれるか」

「……前面に、出ていた的敵に、装甲の、分厚い、木偶でくの坊ぼうが、何体か紛れていたので、そいつらを、早く、片付けたかったんです」

「俺は戦術に関してはからっきしだが、それは、他の連中の負担を減らすための行動だったのか？」

「……はい」

「そうか。なら、この件に関してはこれ以上は何も言わない。ただ、慣れた戦い方を続けたいなら、自分のボディも大事にしろ。お前の身体からだは希少で、他の連中と違って同一のスペアはないんだからな」

「……はい」

　そして、会話をしながらカロンの背中に薄橙色のシートを貼っていたマント男は、最後に新しい金属パーツを背中に二つ取り付け。

「修理完了だ」

　と、カロンに対しての全ての作業が終わったという言葉を声にしてから、カロンの頭を軽く撫なで、立ち上がった。

　そして、マント男は次に片腕を失っているサンに視線を向けた。

「あ、トキヤ。カロンの修理終わったの？」

「ああ、待たせたな。今度こそお前を直してやる」

「あー、うん。でも、今はいいかな。サンの腕はカロンみたいに大事になるってことは絶対にないと思うから、基地に戻ってから他の人に直して貰もらうことにするね」

　と、サンは笑顔で、カロンの大手術を終えたばかりで疲れているマント男のことを気遣った言葉を発したが。

「……なに？」

　そのサンの発言はマント男にとっては完全に想定外のものだったらしく、マントの下で男は困惑の表情を浮かべた。

「あ……、いや、それは駄目だ。もしかしたら帰投中に反政府の連中が襲撃してくるかも知れない。その場合、可能な限り良い状態でサンには戦って貰いたいと俺は……」

　そして、それからマント男が今、腕を直さなければならない理由を、しどろもどろに語ると、サンが、そう言われてみればそうだね！　と、すぐに納得してくれたため、マント男は小さく安あん堵どの息を零こぼした。

「ふふふ」

　そして、そんなマント男の慌てた様子を、バールのようなものをくるくると回しながら、楽しげに見ていたバルがスキップをしながらマント男へと近づき。

「『俺は、人間が流血する他人を見てつらくなるのと同じように、破損してるサンを見るのがつらいんだ』────って正直に言えばいいでしょうに。弱虫な自分を表に出せない、いくじなしの技術屋さん？」

　と、いたずらっぽい笑みを浮かべたバルがマント男の心を見透かしたような言葉を耳元で囁ささやいたが。

「…………」

　マント男はバルの発言を完全に無視し、自走する道具箱と共にサンの修理を始めた。

「どうトキヤ、すぐに交換できそう？」

「ああ、正直に言うと、こういう部位破損の場合、球体関節型フレームランナーやお前みたいなハイブリッド型は交換が楽でいい。サン、左腕の痛覚センサーは？」

「そんなのとっくの昔に切れてるよ！」

「なら、遠慮なくやらせて貰う。────オールキット、ＪＤ用万能プライヤを寄越せ」

　そして、サンの左肩の球体関節から細かい固定用の器具を取り外したマント男は、自走する道具箱から渡された巨大なペンチのような工具でサンの球体関節を摑つかみ。

「────ッ」

　マント男は腹に力を入れ、手に持った工具を少しずつ回し始めた。

「……！」

　その作業は腕力頼りの力尽くの作業であり、マント男は大粒の汗を砂漠に落としながら必死の形相で工具を扱った。そして、その結果、歪ゆがんだ球体関節がゴキゴキと音を立てながらサンの肩から外れ、砂漠の上に落ちた。

「……少し聞きたいんですけど、いいですか？」

「はっ……はぁ……なんだ？」

　重労働を終え、肩で息をするマント男にすぐ側そばにいたバルが声をかけた。

「そこの整備補助機って、今ぐらいの力仕事ならできますよね？　なんで整備補助機にやらせず、自分でやるんですか？」

「……オールキットはあくまで助手だ。どうしても不可能なときは手伝って貰うが、人間である俺が可能な限りお前達の面倒を見るつもりでいる」

「……ふふ。そんな事を考えている人間はきっと」

　技術屋さんぐらいでしょうね。と、マント男の返答に頰を緩ませたバルは、邪魔をしたと謝罪をしてからその場から少し離れた。

　そして、バルとの会話の間に息を整えたマント男は、慣れた手つきで新品の球体関節をサンに取り付け。

「後は……ん、そういえば、お前の今の身体とは少し色が違う腕しか持ってきてなかった。取り敢あえず、今はこれをつけるぞ」

「わかったー。あ、これワスプとかの色だね」

「ああ、今日はあいつらが配置された場所が激戦になる予測が出ていたから、念のために用意していたんだ。まあ、カロンが頑張ってくれたからワスプ達は負傷しなかったようだがな。……よし、できた」

　サンに代わりの左腕を取り付けたことで、この場所で行える修理を全て終えたマント男は、持ってきていた二本の水筒のうちの一本に手をつけ、水を飲み始めた。

「ねえねえ、提督。バルの身体は直してくれないんですかー？」

「…………」

　そして、水を飲んで一息ついているところに、唐突にバルから変な声の掛けられ方をしたマント男は、水を飲む手を休め、楽しげに微ほほ笑えむバルと視線を合わせた。

「お前、今日は珍しく無傷だろ。後、俺は提督じゃない」

「あれ？　違ってましたっけ。バル達の上に立ち、作戦を考えてくれる立派な方ですからそういう風に呼ばれてるかと。提督が違うなら、隊長くんでしたっけ？　それともプロデューサーさん？　先生？　指揮官様？　ご主人？　司令？」

「……俺はただの技術屋だ。というかそもそも戦闘に関する作戦の立案に人間は一切関わってないだろうが。お前達ＪＤの方がよっぽど良い作戦を考えられる。……で、バル。そのあからさまな呼び方の狙いはなんだ」

「あ、いえいえ、ただ、前から全く過去を語らない技術屋さんの過去に興味がありまして、あの国のゲームでよく聞く単語を言ってちょっと鎌を掛けてみただけですよ」

「……そうか。ま、そのぐらいのことなら好きにしろ。だが、あんまりそういうことばかりしてると逆に俺が、お前がどういう人間の下で経験を積んだかということに気づいてしまうかもしれないぞ？」

「あらら、それはちょっといやですねー」

　ふふふ。ははは。と、バルとマント男は笑いあい、そんな二人の少し変わった話をすぐ側で不思議そうに聞いていたサンが口を開いた。

「ねー、バルー。そういう特別な呼び方をするなら、トキヤって凄すごい整備士だから、プロフェッサーって言うんじゃないの？」

「────ぶっ」

　そして、先程までバルが言っていたゲームの単語とは違う、自分の仕事と関わりのある言葉を耳にしたマント男は息を吹き出し、マントの下で苦笑いを浮かべた。

「サン、悪いが俺はな、プロフェッサーと呼ばれるほど凄い整備士じゃないんだ」

「えー？　トキヤはすごく凄いよー？」

　はは、ありがとな。と、サンの真まっ直すぐな言葉に感謝を述べ、マント男が少し肩の力を抜いてリラックスしていると。

『────がおー』

　獣の叫び声、にしては些いささか可か愛わいらしすぎる声が、砂漠に響き渡った。

「────」

　その声が砂漠に響いた次の瞬間にはマント男がその声のした方角を向き、マント男は銀髪の女性が獅し子しのような形をした巨大な鉄の塊と共に自分のいる砂丘へ向かって歩いてきている姿を視認した。

　継つぎ接はぎだらけの獅子と銀髪の女性の姿を瞳に映したマント男はすぐに小さな砂丘から滑り落ちるように下りて、獅子と銀髪の女性に近づいて声を掛けた。

「送ってくれたデータ通り、損傷は何もないようだな。二人ともお疲れ様」

『────』

「…………」

　マント男に労ねぎらいの言葉を掛けられた鋼の獅子は招き猫のように左の前足を上げ、銀髪の女性は軽く頭を下げた。

「それで、ペルフェクシオン。戦闘終了後はその場から一番近い合流地点で待機ということになっていたはずだが、どうしてここに？」

　そして、マント男は自分が迎えに行くはずだった獅子と銀髪の女性がここに来た理由を銀髪の女性、ペルフェクシオンに尋ねると、ペルフェクシオンはカロンと全く同じ紫の瞳をマント男へと向けた。

「それは、トキヤ様がカロンを修理しているということを伝えたところ、暇だからこちらから合流しよう。という意見が出まして」

「それが理由か？　何か緊急を要する事態が起きたというわけではないんだな？」

「はい」

「……そうか」

　なら、良かった。と、マント男は猫のように香箱座りをしている鋼の獅子を眺めながらペルフェクシオンの報告を聞き、安堵の息を零した。

　そして、サン、バル、カロンの三人が自分を追って砂丘から下りてきたことを視認したマント男は、全員に自分の声が聞こえるように、少し大きな声で話し始めた。

「それじゃあ、当初の予定通り俺達は回収用トラックとは合流せず、このまま、伏兵、尾行がないかを確認しながら基地へと戻る」

　それで問題はないな？　と、マント男がペルフェクシオンに確認を取ると、ペルフェクシオンはその紫の瞳に異質な光を奔はしらせた後に、小さく頷うなずいた。

「トラックに回収された本隊のエースワスプに確認を取ったところ、現時点では不測の事態は起きていないようですので、それで良いと思います。ただ……」

「……ただ？」

「トキヤ様の歩行速度を考えますと、基地への帰投が明日の早朝頃になってしまいます」

「ああ、そうだよな。それは俺もマズいと思っていた。だから、少し、悪いんだが誰か俺を運んでくれるか？」

　そして、マント男が当然のことのように、自分よりも小柄な体たい軀くの少女達に自分を持って運んで欲しいと人間相手なら異常といえる頼み事をしたが、マント男の周りにいる少女達は誰一人顔色を変えることもなく。

「あ、じゃあ────」

　その中の一人の金髪碧へき眼がんの少女、サンがその役目に立候補するためマント男の後ろで手を挙げようとしたが。

『────それなら、この子に乗りなよトキヤくん！』

　その直前に、拡声器で大きくなった少女の声が響き渡り、マント男はサンの声に気付くことなく、拡声器を通した声に反応し。

「……いいのか？」

　マント男は継ぎ接ぎだらけの巨大な獅子と視線を合わせた。

『うん！』

　そして、その次の瞬間には、縫合した傷口が開くかのように、継ぎ接ぎだらけの獅子の体軀の一部が裂け────

「ここ狭いけど、ハッチを開けたままなら、もう一人乗れると思うんだ！」

　鋼の獅子の中から、一人の少女が姿を現した。

　明るい赤色の髪と青色の瞳を持つその少女は、真っ直ぐにマント男、トキヤを見つめ。

「ほら、乗って！」

　トキヤに向かって手を差し伸ばした。

「……ああ」

　鋼の獅子の中から現れたその少女の顔を見て、トキヤはマントの下で優しく微笑みながら手を動かし。

「だが、その前に」

　トキヤは少女に向かって、自分が飲んでいたものとは別の水筒を投げた。

「まずは水分補給をしろ。だいぶ、汗を搔かいてるぞ」

「あ、うん、ありがとう！」

　そして、トキヤから水筒を受け取った少女は、水を飲みながら、困ったように笑った。

「けど、わたしの身体からだってやっぱりちょっと不便だねー。シオンちゃん達と同じお人形さんなのに、ご飯を食べて水を飲まなきゃ、すぐに機能不全を起こしちゃうんだもんねー。まるで人間みたいだよー」

「…………」

　明るい赤色の髪が顔にべったりと貼り付く程、大量に汗を搔いている少女のその発言を聞いた、汗を一切搔いていない他の少女達と、汗を搔いているトキヤが赤髪の少女を神妙な面持ちで見つめていると、自分の発言で空気が悪くなったと思ったのか、赤髪の少女は慌てて口を開いた。

「あ、ごめんね、別に人間のトキヤくんのことを悪く言ってるんじゃないんだよ？　ただ、この身体じゃ戦うにはちょっと不便かなと思ってるんだ。……やっぱり、わたしの身体ってサンちゃん達みたいにパーツを取り替えたりできないんだよね？」

　そして、彼女のその疑問に対しトキヤは、ペルフェクシオンとバルの視線を背中に感じながらも。

「……ああ。アイリス、お前は特殊なＪＤ人形だから、通常の整備はできないんだ」

　赤髪と青い瞳を持つ少女、アイリスは人間ではないと語った。

「そっかー、残念だなー。この身体脆もろいから、色々パーツ交換したかったんだけど……、ま、この子のおかげで十分に戦えるから、いっか」

　そして、自分が乗っている鋼の獅子を愛いとおしそうに撫なでたアイリスは、視線を再びトキヤに向け。

「ね、ね、トキヤくん、次の戦いはいつなの？」

　目を輝かせながら、自分が出撃する戦闘の予定をトキヤに尋ねた。

「それは技術屋の俺にはわからないことだ。ただ、戦争初期と比べれば、反政府の勢いはかなり弱まってきている。だから、もしかすると暫しばらくは戦闘がないかもしれないな」

「えー、そうなの？　……つまんないなー」

「……アイリスは、戦いたいのか？」

「うん！　だって、こんなに楽しいこと、他にはないもん！」

「…………」

　ああ、早く、早く、戦いたいな！　と、目を子供のように輝かせ、獣のように叫ぶアイリスを見ながら、トキヤは。

「……俺は、間違えてしまったのだろうな」

　誰にも聞こえないような声で言葉を漏らし、その呟つぶやきは、広大な砂漠に溶けて消え去った。
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「それじゃあ、アランさん、俺は先に戻ってます」

　そう言って一人の青年が金髪の男性に軽く頭を下げてから巨大な扉を開け、長い通路を歩き始めた。

「…………」

　通路に響く重機が動き回っているような大きな駆動音や建物が揺れる程の震動を特に気にすることもなく、その青年は歩きながら、腕に巻いているウェアラブルデバイスに目を遣やり、『ようこそ、羽は野の時とき矢や』という文字が表示された後に操作可能になったデバイスを弄いじりながら通路を進み続けた。

　今のトキヤは砂漠にいたときに被かぶっていたマントは既に脱いでおり、黒のＴシャツに深緑のカーゴパンツという格好をしていた。ぱっと見なら、軍人のようにも見える格好だが、トキヤの少女のような手足の細さを見れば、軍人であるかどうか以前に肉体労働もまともにできない、ひ弱な男であるということは誰の目にも明らかであった。

　そんなトキヤが少し疲れた表情を浮かべながら通路を左に曲がると、巨大なシャッターが道を閉ざしていたが。

「…………」

　トキヤがデバイスをかざすとすぐにシャッターが開き、その先には、上場企業のオフィスとしか思えないような立派な部屋が存在しており、幾つかあるデスクの中から、トキヤは迷うことなく一つのデスクへと向かい、椅子に深々と腰掛けた。

「……砂漠は、暑い」

　そして、それから暫くの間、トキヤは空調の程よい冷気に身を委ね、身体から力を抜いてだらりとしていたが。

「……し、仕事をしなければ」

　今日の業務はまだ終わっていないと、トキヤは姿勢を正し、デスクに置かれている端末に目を向けたが。

「……やる気が出ない」

　と、仕事用の端末を前に無気力症候群を発症してしまったトキヤは、どうにかして気力を出そうとデバイスを起動し、一つの画像を表示した。

「…………」

　その画像には、一人の少女が写っていた。

　発色の良い赤の髪に、青色の透き通った瞳を持つその少女は、継つぎ接はぎだらけの獅し子しの中から現れた少女、アイリス、のように見えた。

　だが、どこかの家の玄関先で撮られたと思われるその画像に写っている少女は、髪の長さなど幾つかの点がアイリスと異なっており、何よりもその少女が浮かべている表情がアイリスの表情とは全くの別物であった。

　アイリスは無邪気な子供のような表情をしていたが、その画像に写っているアイリスに瓜うり二ふたつの少女はとても穏やかな、淑女が浮かべる表情をしていた。

「…………」

　そんな、母性すら感じられる少女の写った画像を見て、少し元気が出たトキヤが、やるか。と、呟いた瞬間に。

「はい、緑茶。淹いれ立てだから熱いよ」

　と、声を掛けられ、トキヤは自分のデスクに緑茶が置かれたことに気がついた。

「────」

　そして、それからのトキヤの行動は、気持ち悪いぐらいに早かった。

「……!!」

　トキヤは驚きのあまり跳ね上がるように立ち上がってしまったが、反射的に行った自らのその動作を利用し、踊るように身体を動かしながらさりげなく、自然に、デバイスの電源を落とした。

「……は？」

　そして、そんなトキヤの不自然すぎる行動を白衣を着た二十代後半と思われる茶髪の女性が目を点にして見ており。

「え、何？　まさか業務中にエロ画像でも見てたの？」

　それはちょっと引くんだけど。と、緑茶をずずずと吸うように飲みながら、白衣の女性はトキヤに軽蔑の眼まな差ざしを向けた。

「……確かに思春期男子の緊急時の動きにモーションが似ていたのは、大変遺憾ですが認めます。けど、そういう目的のために画像を開いていたわけではありません」

「じゃあ、エロくない画像を見ていたと」

「そう……とは言えませんが、心の平静を保つための画像なんです」

「ふーん……？　ま、これ以上は追及しないであげましょう。羽野君は他国からやってきて、こんな僻へき地ちに居座っているんだもの。人に言えない秘密の一つや二つは抱えててもおかしくないものね」

　そもそも、あたしがそうだし。と、この件に関してはこれ以上の追及はしないと白衣の女性が言ってくれたことにトキヤは安あん堵どの息を零こぼし、一度大きく深呼吸をして心を落ち着かせてから、トキヤは自分から白衣の女性に話し掛けた。

「それで、あの、レタさんは何故なぜ、ここに？　首都の方に十日間の出張で、帰ってくるのは確か、明日でしたよね？」

「お偉いさんにもう戻っていいよーって言われたから帰ってきたの。あそこにはこの基地に来るまで五年ぐらい住んでたから、観光したい場所もなかったしね」

　そして、トキヤは誰もいないと思っていたオフィスに同僚のレタがいる理由を知り。

「あ、そうそう、はい、羽野君。お土産」

　トキヤは、レタから手渡された紙袋を見て、首を捻ひねった。

「レタさん、これは……？」

「ピスタチオ入りのクッキーよ。首都名物ってわけじゃないけど、あたしが首都に住んでた頃、よく食べてたお菓子で結構イケるのよ。あ、それとも他のみんなみたいにお酒が良かった？　羽野君って確か、もうお酒飲める年よね？　君の祖国の法的にも」

「あ、はい。半年前に二十歳はたちになりました。けど、あんまり酒は飲まないので、俺はこっちの方がありがたいです」

　後で頂きます、ありがとうございました。と、トキヤはレタにお土産の御お礼れいを言い、仕事に戻ろうとしたが。

「レタさん、どうかしましたか？」

　一向に自分のデスクに戻らないレタの様子を疑問に思い、トキヤが再びレタに視線を向けると、レタは少し申し訳なさそうに頰を搔かき。

「……えっと、ちょっと時間良い？　あのさ、あたしがいなかった間のこと、特に戦闘関係のことを教えてくれない？　データを見ればいいことなんだけど、人の視点から見たＪＤ達のことを聞きたいの」

　レタは自分が留守の間にあった出来事を教えて欲しいとトキヤに頼み、特に断る理由もなかったため、トキヤは頷うなずき、了承した。

「わかりました。といっても、レタさんがいなかった間にこの基地からＪＤ達が出撃したのは、今日を含めても三回だけです。一回は敵重要拠点への攻撃参加で、後の二回はお馴な染じみの砂上戦ですから特に変わったことはありませんでした」

「ＪＤ達の被害はどうだったの？」

「それは、まあ、互いに重火器を持って戦ってますから、毎回誰かしらは損傷して帰ってきます。けれども、全損して他の身体からだに統合知能ライリスから人格データを納いれなければいけないようなことは一度もありませんでした。ちなみに今日の戦闘でのこちらの被害は大破が０、損傷が７で、反政府側は、ダーティネイキッドが殆ほとんどですが戦場に出て来た百九十体が全て大破しました」

「それって、敵を全滅させたってことよね？」

「はい」

「サッカーのアンダー12とプロチームの親善試合の結果よりも凄すさまじいわね……。前々から思ってたけど、この基地のＪＤって、標準よりもたいぶ強いわよね」

「はい。ペルフェクシオン、ワスプ、リースの三人がかなり強力で目立ってますが、それ以外のＪＤも全て高水準だと思います。これは統合知能ライリス内でのデータ共有が上手うまくいっている証拠でもあります。うちのＪＤ達はそこら中でよく揉もめ事を起こしてますけど、何だかんだで仲良いんですよ、あいつら」

「ＪＤ達の仲が良い、ね。うん、そういう面ももちろんあるんだろうけど、あたし的にはＪＤ達のことを誰よりも理解している羽野君がいたからこそ、この基地のＪＤ達は強くなったと思ってるんだけどね」

「はは、それはちょっと俺のことを買い被りすぎですよ」

「んー、そんなことはないと思うけどね。まあ、その話はまた今度にして……、えっと、羽野君？　その、あたしがいない間の戦闘で、人的被害は……」

「ありませんでした。今までと変わらず、この基地からは一人も死者は出ていません」

「……そう。……戦争をしているっていうのに、人が死なないって本当にありがたいことよね」

「はい。こればかりはＪＤあいつらに感謝してもしきれません」

　そして、そこまで話すと二人は自然と言葉が紡つむげなくなり、トキヤは、人の代わりに戦争をしてくれているこの国のＪＤ達について考え始めた。

　────ＪＤ。正式名称、JudgmentDoll。判断する人形と名付けられたその正体は、人を模倣した機械である。

　この時代の技術の粋を集め造られたＪＤは、本来ならば、人間の介護、擬似パートナーとなるために造られた存在なのだが、紛争地域等では全く別の使い方、戦闘用の兵器として使われている。

　ＪＤは、判断する人形という名前の通り、己で考え行動することができる。基本的なルールは人間に設定されてしまうが、人間以上の判断能力を持っているため、自らにとって最良の結果を手にするために動くことができ、戦闘でもその力を最大限に発揮する。

　そして、それ故に、現在、トキヤが駐在している国家ではＪＤが軍事活動に使用されている。

　トキヤのいる国は今、東の現政府と西の反政府に別れ、抗争している。

　東と西という暫定的な名称が付いているのは、首都の西側に反政府組織が根城にしている地域があるためである。

　低所得者に厳しい税負担のシステム、雇用問題の放置、一部の政治家の汚職などを理由に数年前から現政府への不満が燻くすぶっていたのだが、いつの間にか火が点ついたかと思えば、その火は瞬またたく間に国中に燃え広がり、反政府組織が誕生し、国内紛争が始まった。

　何が契機になったかは誰も把握していない現政府と反政府の戦争が始まってから既に三ヶ月以上の時が経過しているが、争いの規模から考えれば、死傷者数は本当にごく僅かなものであり、その立役者がＪＤであるということをこの国に住まう人間で知らない者はいないだろう。

「戦争が始まって、もう三ヶ月か。あたし達は優位な政府側にいるとはいえ、早く終わって欲しいものね」

「はい。……けれども、この国にはまだ二つの大国のようにはなって欲しくないと個人的には思ってます」

「まあ、そうね。ドンパチもやだけど、あの大国達みたいに、次の段階に行くのだけは勘弁して貰もらいたいわね」

　また移住する国を探さなきゃいけなくなる。と、レタが苦笑した時、扉代わりのシャッターが音もなく開き、シャッターの向こうから現れた二人の少女が、ゆっくりとした足取りでオフィスに入ってきた。

「────失礼します」

　一人は、白銀の髪に紫の瞳を持つ、少女の形をした人ならざる者、JudgmentDollのペルフェクシオン。

「あ、ここにいたんだ。トキヤくん、ようやく見つけたよー」

　そして、もう一人は明るい赤色の髪と青い瞳を持つ、自称ＪＤのアイリスであった。

「……アイリスとペルフェクシオン？」

　自分とは全く立場の違う二人の少女がこのオフィスに来た理由がわからなかったトキヤは目を点にし。

「どうしたんだ二人とも、何かあったのか？」

　と、二人に向けて声を発すると。

「あー、やっぱり、トキヤくんの言葉もよくわからないー」

「……ん？」

　アイリスが理解し辛づらい発言をしたため、トキヤは助けを求めるようにアイリスの隣にいるペルフェクシオンに視線を向けた。

「────」

　すると、ペルフェクシオンはすぐに自分の右耳に手を当て、そのポーズを見てアイリスの現状を把握したトキヤは、殆どの言語を完璧に話すことができるペルフェクシオンに指示を出し。

「え、何？　この機械をトキヤくんに渡せば良いの？」

　ペルフェクシオンに言われた通りにアイリスは自分の耳に入れていた機械を取り出し、それを手渡されたトキヤはすぐにその機械の状態をチェックし始めた。

「……緊急時用のボタンを押しても再起動しないか。間違いなく壊れてるな。壊れた原因はわからないが、そもそも自動通訳機ワールドオープナーは戦闘の衝撃に耐えられるように作られてはいないからな」

　まあ、よく持った方だろう。と、トキヤは自分のデスクから新品の自動通訳機ワールドオープナーを取り出し、それをアイリスに渡した。

「どうだ、今度は俺の言っていることがわかるか？」

　そして、アイリスが自動通訳機ワールドオープナーを右耳に装着したのを確認してから、トキヤが声を掛けると、うん、バッチリ！　という元気な声が返ってきたので、トキヤはアイリスの問題は解決したと判断し、アイリスの隣にいるペルフェクシオンに視線を向けた。

「ペルフェクシオンはアイリスの付き添いで来たのか？　……いつも悪いな」

「いえ、それも理由の一つですが、個人的にトキヤ様に提出したいものがありまして」

「……？」

　俺に渡したいものって何だ？　と、全く思い当たる節がなかったトキヤが疑問に思っていると、ペルフェクシオンが自らの手に持っていたものをトキヤに渡した。

「……これは、紙の資料か？」

　それは紙が綺き麗れいにファイリングされた何らかの資料だった。

　この時代、紙で資料のやり取りをする人間すら珍しいというのに、最先端の技術の結晶たるＪＤが紙で資料を作成するという状況にトキヤが軽く困惑していると。

「はい、私の小隊が結成されてから今日までの小隊の戦術データをまとめたものです。ぜひ、トキヤ様に見て頂きたいと思いまして」

　トキヤの困惑を少しズレて受け取ったのか、ペルフェクシオンがその紙の資料に書かれている内容を言葉にし、何か読むことを急せかされているように感じ取ったトキヤは紙の資料をペラペラと捲めくり始めた。

「…………」

　……よく破損する部位のまとめや新武装の要求とかなら兎とも角かく、俺は作戦指揮とは何の関係もないから、こういうのを読む必要はないと思うが……ええっと、何々。

「…………」

　うん、半分も書いてあることがわからん。と、専門外の小難しい戦術論がビッシリと書かれた資料を真面目に読むのがしんどくなってきたトキヤは読み方を斜め読みにシフトし、一気にページを捲るスピードを上げた。

　そして、資料の後半に差し掛かったとき。

「────」

《アイリス様の護衛になってからの所感》という項目を見つけ、トキヤはゆっくりと資料を閉じ、その視線は自然と、いつの間にかレタと雑談を始めていたアイリスの背中を見つめていた。

「……ペルフェクシオン、この資料は後でじっくり読ませて貰う」

「はい、何が書いてあるのかを確認して頂ければ、今はそれで十分です」

　そして、紙の資料を隠すように自分のデスクにしまってから、トキヤは、ペルフェクシオンの宝石のような紫の瞳をじっと見つめた。

「トキヤ様？　どうかいたしましたか？」

「……いや、お前にはずっと世話になりっぱなしだなと思ってな。初めて出会ったときも、命を助けられたときも、そして、エースの座をワスプに譲って、アイリスのサポートを買って出てくれたときも。……ありがとう、ペルフェクシオン。俺はこの国でお前に出会えて本当に良かった」

「……それは、私には勿もっ体たいないお言葉です。私のこの行動は、ＪＤとしてあるがままに存在している結果に過ぎないのですから」

「お前の在り方がＪＤの本質だけの結果というなら、三馬鹿連中の素行の悪さはなんなんだって話だな。……ま、俺がお前に感謝しているのは絶対の真実だ。だからたまには礼をしたいんだが、何か欲しいものとかはないか？」

「欲しいもの、ですか。特には……あ、いえ、ものではありませんが、トキヤ様に一つ、お願いしたいことがあります」

「ん、何だ。遠慮せず、何でも言ってくれ」

「では、お言葉に甘えまして。……トキヤ様、これからは私のことを、シオンと呼んでいただけないでしょうか？」

「……ん？　俺に愛称で呼ばれることが、お前の望みなのか？」

「はい。それが今、私の中にある唯一の願いです」

「…………」

　トキヤにはそのペルフェクシオンの願いの意味を読み取ることはできなかったが……。

　……俺がずっとフルネームで呼んでいたのは、ペルフェ完クシオン璧という名に敬意を持っていたからなんだが、まあ、本人が愛称の方が良いというならば。

　呼び方を変えるぐらい、お安い御用だとトキヤは小さく頷うなずき。

「わかった。じゃあ、今度からお前のことを────」

「トキヤくん、レタさんからクッキー貰っちゃったー！　トキヤくんも一枚いる？」

　と、急に話に割り込んできた明るい声が、トキヤの言葉を遮った。

「ん、いや、俺はさっき貰ったから大丈夫だ」

「あ、そうなんだ」

　そして、ピスタチオ入りのクッキーを手に持ち、すぐにでもトキヤの口の中に放り込める準備をしていたアイリスは、トキヤの返事を聞き、残念そうに肩を落とし。

「でしたら、私に一枚頂けますか？　私はアイリスのように特殊なＪＤではないので、食料は必要としませんが、女性型のせいか、どうしてもお菓子には惹ひかれてしまうのです」

　その少し落ち込んだアイリスの姿を見たペルフェクシオンがすぐにアイリスに声を掛けると、アイリスの表情が一気に輝いた。

「────だよね!?　シオンちゃんも、やっぱりそうだよね……!?　わたし、食事は動力源として仕方なく摂取してるんだけど、お菓子だけは、こう、なにか、なにか、ちょっと違うの……！　ねっ!?」

「ええ、うまく言語化できないその気持ち、私もわかります」

　そして、自分の言葉に強く頷くペルフェクシオンを見て、気をよくしたアイリスは手に持っていたクッキーは自分で咥くわえ、紙袋から新しいクッキーを取り出し。

「はい、どうぞ！」

　と、元気よくペルフェクシオンにクッキーを渡し。

「ありがとうございます」

　そして、ペルフェクシオンは手渡されたクッキーを齧かじり。

「ん、とても美味おいしいです」

　噓うそ偽りのない、優しい微ほほ笑えみを浮かべた。

「…………」

　そんなペルフェクシオンの様子を間近で見ていたトキヤは。

　……本当にお前は気遣いの天才だな。

　と、ペルフェクシオンの人当たりの良さに感服するのと同時に。

　……俺の何も考えていない発言のせいで、不必要な食料を摂取させることになって、すまん。後でアイリスに見つからないよう、こっそり排出しておいてくれ。

　と、心の中で謝罪をした。

「…………」

　そして、それからトキヤは、リスのように可か愛わいらしくクッキーを食べている二人の少女の姿が普通に眼福としか言いようのない光景であったため、暫しばらくの間、ぼんやりと二人を眺めていたのだが。

「あ、そういえば」

　少女と表現するのは些いささか無理があるが十分に若い二十代後半の女性、レタが緑茶のお代わりを淹いれながら声を発したので、トキヤはそちらに視線を向けた。

「ねえ、羽野君、あたしさっきサンちゃん達と会ったんだけどさー」

「三馬鹿にですか。あいつらレタさんに何か粗相をしませんでしたか？」

「してないしてない。……羽野君って、あの子達にだけちょっと厳しくない？」

「そうですね、それは自覚してます。サンは真まっ直すぐなやつですし、カロンは……俺よりレタさんの方がよく知ってると思いますが、優しすぎるやつです。そんなあいつらだけなら何も問題ないんですが、そこにバルが加わるとどういうわけか暴走列車になってしまうので、常に注意してるんです。あ、バルは単体でも普通に注意警戒対象です」

「えー、バルちゃんも良い子だと思うけどなー。もしかして、羽野君、小ちっちゃい頃、バルちゃんみたいな女の子に虐いじめられた経験でもあるんじゃないの？　……って、話がズレちゃったね。それで、あたしさっきサンちゃん達に出会って、人間用の大浴場を一時間ほど貸し切りたいって頼まれたから許可したんだけど、別に問題なかったわよね？」

　そして、レタがサン達のお願いを聞いたということを知ったトキヤは笑顔で。

「────いえ、大問題です」

　と、レタのその判断は迂う闊かつすぎたと断言した。

「だ、大問題なの……？」

「はい。俺もあいつらとの付き合いは長いんで、あいつらの小学生みたいな悪巧みはもう大抵想像できるようになったんです。けれども、その大浴場を貸し切ってする悪巧みが全く想像できないんです。これは非常にマズい事態です」

「……じゃあ、普通に使用するだけで、悪いことはしないんじゃないの？」

「ははは、そんなわけないじゃないですか。平時にサン、バル、カロンの三馬鹿が揃そろって何もしないなんてことはありませんよ。レタさんだって、あいつらに酷ひどいイタズラをされたこと、ありますよね？」

「だからないの。本当に、一度もね」

「いやいや、レタさんだって、あいつらお得意の、空から降ってくる百のタライ、ワサビバーガー、寝起き爆弾、バールのようなものでケツ叩たたき、人間大砲のどれかの犠牲になったことぐらいありますよね？」

「……それ、何の話？　羽野君の国のバラエティ番組の内容？　あまり面白そうには思えないけど……」

「え」

　同僚のレタと話が嚙かみ合わないことから、あれ？　もしかして三馬鹿のイタズラの被害者って俺だけなのか？　と、真実に限りなく近づいたトキヤだったが、今は思索に耽ふけるよりも三馬鹿を止めるべきだと考え、席を立った。

「と、とにかく、俺、ちょっと三馬鹿の様子を見てきます。あ、そうだ。悪いがお前達も付いてきてくれるか？」

　そして、いざという時のために基地内最強のＪＤと自称ＪＤに同行を頼み、二人が頷いたことを確認してから、トキヤは歩き出した。

「それじゃあ行くぞ、アイリス、────シオン」

「うん！」

「────はい」

　そして、トキヤはアイリスとシオンを連れ、三馬鹿との浴場決戦へと向かうのであった。




　　　　□




　この国の政府が持つ軍事基地の約半数には大浴場と呼ばれる設備が存在している。

　その大浴場に数年前、初めて足を踏み入れた際、トキヤは。

『……これ、スーパー銭湯だ。中東の軍事施設にスーパー銭湯がある……！』

　正直、助かる！　けど、意味がわからない……！　と、歓喜と混乱の二つの衝撃を受け、トキヤはその大浴場の成り立ちを知りたくなり、熱心に調べた結果、大浴場があるのは自分と同じ国出身の建築家が黙々と仕事をし続けた成果であり、更にその建築家が自分と似たような理由からこの国に来たということを知り、トキヤは秋の夜よ更ふけに少し、しんみりとした気持ちになったことがあった。

　そんな別に美談ではない、けれども無視もできない微妙な過去を持つトキヤにとって、大浴場は少し特別な場所であり、そんな場所でイタズラを行うなど言語道断と、トキヤは怒りに近い感情のままに、更衣室の扉を開け、静かに靴を脱いで揃え。

「ん、バルだけはちゃんと揃えてるな」

　これだけは賞賛に値する。と、更衣室の入り口に脱ぎ捨てられていたサンとカロンの靴をしっかり揃え、アイリスとシオンに靴はしっかり揃えるようにと指示をしてから更衣室に向かい、脱衣かごに入っていたサンとカロンのグチャグチャの衣服をテキパキと畳んでから、大浴場へと向かった。

　そして、大浴場に繫つながる扉の前で、このままだと穿はいているカーゴパンツが濡ぬれてしまうことに気づいたトキヤがカーゴパンツの裾を捲まくっていると。

「ふふっ、サンちゃん、くすぐったい……」

　少女の可愛らしい笑い声や。

「カロンの胸って本当におっきいよねー。最近、ちょっと羨ましいなあって思ってきちゃった。……なんでだろ？」

　少女の赤裸々な発言や。

「あら、これは、明日はお赤飯ですね。技術屋さんには、ちゃーんと責任を取って貰もらわないと」

　少女の不穏な発言が大浴場から響いてきていたが、裾を捲り終えたトキヤは特に気にする様子もなく、無表情のまま立ち上がり。

「────おい、お前達、ここで何をしている」

　大浴場への扉を躊躇ためらうことなく開けた。

　もし、大浴場にいたのが普通の少女達であったのなら、大絶叫のコーラスの後、トキヤは憲兵に捕まり牢ろう獄ごく行きであろう。

　だが。

「……トキヤ、さん」

「あ、トキヤだ！　やっほー！」

「あらら、乙女の柔やわ肌はだを求めて、獣が現れちゃいましたか」

　そこにいた三人は、少女の姿をした機械、JudgmentDollであり、突然のトキヤの登場に少し驚きはしたものの、誰もその裸体を隠そうとはしなかった。

「…………」

　そして、一番大きな湯船に浸つかっている三人の姿を視認したトキヤはその浴槽に近づき三人を見下ろしながら。

「で、今日の首謀者は誰だ？　そして、どんなイタズラをしようとしていた？」

　三人がやろうとしていたことを吐かせるため、あえて高圧的な態度のまま言葉を作ると、ＪＤの三人は一度目を見合わせ、それからサンとカロンが首を強く横に振った。
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「ち、違います……」

「そうそう、今日はイタズラなんかしないよー。だって、トキヤ、今日砂漠を歩いて疲れたでしょ？　そんな人にイタズラするなんて可か哀わい想そうだもん。やっぱりイタズラをするならやる方もやられる方もみんな元気じゃないとね！」

「……サン、お前……」

　人の体調をしっかり気遣えるのに、どうして、人にイタズラをしないという選択肢に辿たどり着かないんだ？　と、トキヤはサンの邪気のないアグレッシブな性格に頭を抱えた。

　……何にしても、バルは兎とも角かく、サンとカロンがこんなどうでもいい場面で噓をつくとは思えないな。

　そして、三人と会話をしたことで更新された最新の情報からトキヤは、今回の件は自分の早とちりの可能性が高いと思い始めていたが。

「しかし、じゃあ、なんで大浴場を貸し切りにしたんだ……？」

　三馬鹿が大浴場を使っている理由がわからないとトキヤが首を捻ひねると、シオンと全く同じ紫の瞳パーツを持つカロンが浴槽の中で小さく手を上げた。

「それは、カロンのために、バルちゃんが……」

「……バルが？」

　そして、カロンの話の途中であったが、三人の中で一番警戒すべき相手の名前が出たことでトキヤが反射的に視線をバルに向けると、バルはやれやれ、と、短いツインテールを揺らした。

「まあ、貸し切りにした理由は論より証拠ということで、技術屋さん、浴槽に手を入れて貰えます？」

「…………」

　そのバルの言葉に、これがイタズラじゃないだろうな。と、若干警戒しつつも、トキヤは水がたっぷりと張られた浴槽に手を入れ。

「……これ、冷水か」

　トキヤは、その事実に気がついた。

　三人が浸かっていた浴槽にはお湯ではなく、冷たい水が張られていたのだ。

「…………」

　そして、冷水の風ふ呂ろに入浴しているという事実から、何かを悟ったトキヤはカロンへと視線を戻し、そのトキヤの様子を横目で見ながら、バルは説明を始めた。

「そう、大浴場を貸し切らせて貰ったのは、温水ではなく冷水を張ったからです。幾ら気温が高いとはいえ、人間の皆様に冷水の入浴は辛つらいでしょうからね。そして、冷水を張った理由は、技術屋さんはもうお気づきみたいですけど、カロンの熱を取るためです」

「…………」

「技術屋さんも知っての通り、カロンは今日の戦闘でちょっと無茶をして排熱がうまくいかなくなりました。でも、それ自体は、技術屋さんのファインプレーで事なきを得ましたが……」

「……違和感が残ったか」

　と、トキヤがバルの説明の最中にカロンに確認を取ると、カロンは申し訳なさそうに小さく頷うなずいた。

「数値的には異常ではない。けれども本人としては違和感を覚える。といったところか。おそらく身体からだの内部に余計な熱が僅かに残ってしまっていたんだな。……すまん。俺の確認不足だった」

「あ、そんな、これは、カロンが悪いんです。ちゃんと、報告しないから……」

「……ああ。正直、そういうところは、直して欲しい」

「あぅ……ごめん、なさい」

　そして、トキヤとカロンが互いに謝った後。

「今回は完全に俺の早とちりだった。すまなかったな三人とも」

　トキヤが改めて三人に謝罪をすると、トキヤの姿を少し不思議そうに眺めていたバルが口を開いた。

「それにしても技術屋さんがバルたちＪＤの行動を読み違えるなんて、少し珍しいですね。人間相手ならコミュニケーションに失敗してよく見る光景ですけど」

「ん？　何を言ってるんだバル。俺はＪＤであろうと人であろうと、誰とでも普通にコミュニケーションが取れてるぞ」

「……はい？　え？　もしかして自覚ないんですか？　技術屋さんってＪＤ相手にはうまくできてることが同じ人間には全くできてませんからね？　技術屋さんは人間を相手にすると結構すっとんきょうなこと言っちゃたりやっちゃったりするポンコツさんですよ」

「……は？　俺がポンコツだと？　そんなことは……、……いや、まあ、思い当たる節がないわけじゃないが……」

　そんなにひどくはないと思うんだがなあ……、と、人間相手だとコミュニケーション能力がポンコツになるとバルに言われたトキヤはそれを否定するためにＪＤではなく人間としてきた過去のコミュニケーションを思い返し……。

「……普通にポンコツだな、俺」

　人と会話、特に仕事と関係のない雑談をした際に、年の離れた上司に生暖かい目で見守られたり、年の近い仲間の技師には何故なぜかどん引きされたりなど、自分の残念っぷりの片へん鱗りんが見えた出来事を幾つも思い出せてしまったため、トキヤは自分の対人能力がポンコツであることを認め、力無くうなだれた。

「あれ？　トキヤ、なんで落ち込むの？　ポンコツなトキヤも凄すごくカッコいいよ？」

「……ちょっとユニークな励まし方だが、何にしても励ましてくれてありがとな、サン。……そういえばカロンが入浴している理由はわかったが、サンとバルも冷水に浸かっているのは何でだ？　純粋に付き合いか？」

「うん！　そうだよ！　あ、だけどそれだけじゃなくて、……あれっ？　後、なんだっけ。忘れちゃった。バルー、何でサン達お風呂に入ってるんだっけ？」

「今日の帰投中に、そこにいるポンコツさんがバル達にくどくど言ってきたからですよ。暇なら可動部位に砂粒が入り込んでいないか自分でチェックしろって」

「ん？　ああ、確かに言ったな。粉ふん塵じん対策はしているとはいえ、絶対は……そうか、お前達の入浴は関節の水洗いというわけか」

「ええ、バルやサンみたいなハイブリッド型や球体関節型フレームランナーに砂さ塵じんは本来天敵ですからねー。技術屋さん達の頑張りで……」

　と、そこまで普通に会話をしていたバルだったが、何かを思いついたのか、急に、にやにやと怪しい笑みを作り。

「そうだ、技術屋さん。これからバルの可動部位のチェックをしてくれませんか？」

　バルは浴槽の中で艶なまめかしく身体を動かし、トキヤに向けて水に濡れた手を伸ばした。

「バル達の様子を見に来られるんですから、技術屋さん、今、暇なんですよね？　少しぐらいこの可か愛わいい可愛いＪＤのボディを調べてくれませんか？」

「…………」

　そして、浴槽の中で扇情的な動きを続けるバルから視線を逸そらすことなくトキヤは、そのバルのちょっとした願いを。

「ああ、いいぞ」

　と、二つ返事で了承し、すぐ後ろでアイリスの雑談の相手をしていたシオンに更衣室から五、六枚のバスタオルを持ってくるように頼み、シオンからバスタオルを受け取ったトキヤはその場にバスタオルを敷き詰め、迷いのないその動きを目を点にして見ていたバルが浴槽から出していた腕を摑つかみ。

「よっ……」

　その言葉と共に、まるで水槽から魚を取り出すようにバルを大雑把に引っ張り上げ。

「っと」

　それでいて、自分の服が濡ぬれることなんて一切気にせずトキヤは、バルを人間の赤ん坊を扱うように優しく抱き、バルの身体をそっとバスタオルの上にのせた。

　その一連の動作の最中、トキヤは関節以外は人間の少女と殆ほとんど変わらないバルの裸体をしっかりと視界に入れ、その肌に触っていた。

　バルの揺れる胸はもちろん、大事な部分までも瞳に映っていたが動じず、人間と変わらない肉の柔らかさにもトキヤは動じなかった。

「それじゃあ、関節の簡易チェックをするから力を抜いていてくれ」

　そして、全裸のバルの球体関節を優しく動かすトキヤの横顔には、技師として真剣にＪＤと向き合うという真摯な感情以外何も見当たらず、その事実に気付いたバルが、つまらなそうに視線を逸らした。

「……まあ、普段のメンテを思い返せば、この結果は想像できましたけど、裸体を間近で見ても、一瞬たりとも戸惑わないのは、流石さすがにしらけますね……。技術屋さんは球体関節のある女体には欲情できない人ですか？」

「急に何くだらないことを言っているんだお前は。球体関節があろうがなかろうが、俺はお前達には欲情はしないぞ」

「人工筋肉ヒューマン搭載型フェイカーでも？」

　ああ、と、バルの問いにトキヤは即座に頷き、肯定した。

　バル達、JudgmentDollは大きく三つの種類に分けられる。

　一つは、人工筋肉ヒューマン搭載型フェイカー。シオンの身体がこれに属し、カロンの身体もこの型をベースに造られている。人工筋肉ヒューマン搭載型フェイカーは見た目が人間と瓜うり二ふたつであり、人間に安心感と親近感を抱かせるため、平和な社会では介護や擬似パートナーとして多用されており、騒乱が起きている地域では、様々な検査を人間として誤魔化せる機能を持つ機体が多くあるため、スパイなどによく使われている。戦闘に関しては破損時に専用の設備がないと修復が難しかったり、他の型のＪＤと比べると拡張性に劣るなど、若干のハンデを持つため資金に余裕のない組織ではあまり使われていない。

　一つは、球体関節搭載型フレームランナー。砂漠で交戦したダーティネイキッドがこの部類に属する。人の形はしているＪＤ。つまるところ人型であるだけで基本的に金属の塊である。人間として社会に紛れ込むことは基本的に不可能であるが、人工筋肉ヒューマン搭載型フェイカーに比べると安価で作れるため、大量生産に向いている。更に破損時には予備パーツがあればすぐに修復可能であったり、武器と容易に連結し、人ならざる形になることも可能で拡張性に優れているため、人工筋肉ヒューマン搭載型フェイカーと比較すると戦闘時には若干有利であるとも言える。

　そして、その二つの特徴を持ち合わせるハイブリッド型も存在している。バルやサンがこれに属しており、全身を人工筋肉が覆っているが、肩や膝などの一部の関節が球体関節で作られている。このハイブリッド型はどちらのメリットもデメリットも持ち合わせているため扱いが難しいが、優秀な技師がサポートすればかなりの性能を発揮する。

　というように多種多様なＪＤが存在しているというのに、どんなＪＤであっても今の自分はそういった感情を抱かない。と、トキヤが断言した事に、バルは噓うそ、と驚きの声を漏らした。

「技術屋さんって、ＪＤを戦争の道具としてしか見ていないこの国の人間じゃなくて、あの国の人間ですよね？　平和なのにＪＤを一切規制しないから、出生率が目も当てられないことになっている、あの性的倒錯大国の出身ですよね？　それなのにＪＤに興奮しないんですか？」

「性的倒錯大国ときたか。……趣味嗜し好こうの幅が広く、多くの事柄が許容される国、とでも言ってやってくれ。俺は逃げてしまったが、たぶん、そんなに悪い国じゃない」

「……どうでしょうかね。安寧が腐らせる果実もある、ということを理解してない時点でダメダメだと思いますけど」

「……？　というか、この話に俺の生まれは関係ないからな。今の俺は、お前達の主治医みたいなものだから、そういう感情を抱きようもないんだ。医者が異性の患者を診る度に性的興奮を覚えていたら仕事にならないし、色々とマズすぎるだろ？」

「……まあ、それはそうですけど」

　何か納得いかない、と訝いぶかしげな視線を向けてくるバルに対してトキヤはこれといったリアクションをすることもなく、黙々とバルの関節のチェックを続け。

「よし、簡易検査終了。何の異常もなかったぞ」

　バルの身体の点検を終えたトキヤは、小声でぶつぶつ言っているバルの綺き麗れいな肌に触れ、柔らかく温かい身体の重さを感じながら、バルを起こし。

「…………」

　その動作の途中にトキヤは、自分が照れ隠しでも何でもなく、人間の女性そっくりのＪＤに対して性的興奮を全く抱かないことを再確認した。

　……俺がＪＤをそういう目で見ることはもう二度とないだろうな。

「……技術屋さん。今、バルに対して、何か失礼なこと考えませんでしたか？」

「いや、何も」

　前から思っていたが、バルは人間よりも勘が鋭いよな。と、トキヤはそんなことを考えながらも、ポーカーフェイスを維持したまま、冷水に入浴中のサンとカロンに視線を向けた。

「後、誰か身体からだで気になるところはないか？　医療でいうところの触診に近い、機器を使わない簡易検査だから正確さは保証できないが、逆に普段は見つけられない異常に気づけるかも知れない」

　そして、丁度良い機会だからバル以外のＪＤの簡易検査もしてしまおうとトキヤが軽い気持ちで声を掛けると。

「あ、はいはい！　わたし、トキヤくんに診て貰もらいたいな！」

「────」

　自分の背後から聞こえてきた少女の声に、トキヤは表情を強こわ張ばらせた。

「……？　トキヤくん？　急に動かなくなったけど、大丈夫？」

　その少女の声は、トキヤがこの国に来る前によく聞いていた声と声質が酷似しており、今のように不意を突くような形で声を掛けられるとトキヤの心拍数は跳ね上がり、軽いパニック状態に陥ってしまう。




『────おはようございます、トキヤさん。今日は少し肌寒かったので和食ではなく、温かいポトフとふわとろオムレツにしてみました。さあ、召し上がれ』




「…………」

　そして、その度にトキヤは過去を振り返り、今の声の少女と思い出の中にいる彼女は別の存在であるという事実を心の中で再確認して、何とか冷静さを取り戻すのだ。

　……よし、落ち着いた。

　けれども。

　……今は他にもまずいことがある……！

　今回に限っては、安あん堵どの息を吐くにはまだ早いと、トキヤは勢いよく後ろを振り向いた。

「あ、今度は急に動き出した。それで、どう？　いいよね、トキヤくん。わたしのメンテナンスをしてくれないかな？」

　そこにいたのは発色の良い赤髪と透き通った青色の瞳を持つ少女、アイリスだった。自分をＪＤと言い張る彼女が、トキヤに自分の検査をして欲しいと頼んできたのだ。

「あ、いや、あ……」

　そして、その想定外の事態を前にトキヤの言語能力が引っ込み思案な幼稚園児レベルにまで落ちている間にも、アイリスは目を輝かせながら言葉を続けた。

「トキヤくんって、この基地にいる人間の技術者の中で、一番、ＪＤのことがわかってる人なんだよね？　本隊のみんながそういってたんだ」

「本隊……ワスプ達が、そんなことを？」

「うん！　それにトキヤくんの出身国のＪＤ技術者はみんな変質者と紙一重の偏執的な情熱と技能を持ってるって前にバルちゃんが教えてくれたの！」

「…………」

　そのアイリスの発言を聞いたトキヤは横目でバルに視線を送り、トキヤの瞳から本気の怒りを感じ取ったバルが珍しく気まずげに視線を逸らした。

「その時のバルちゃんの説明はちょっとわからないところもあったんだけど、それってトキヤくんが凄すごいってことだよね？　だから、わたしの身体もバルちゃん達みたいにトキヤくんに診て欲しいの！」

　そうすれば、もっと戦えるようになると思うんだ！　と、全力の笑顔で自分を見つめてくるアイリスにどう言葉を返そうかとトキヤが悩んでいると。

「それじゃあ、お願いね！」

　という言葉と共に、アイリスが自分の衣服を脱ぎ……。

「シオン……！」

「────はい」

　始めようとしたのだが、顔を赤くしたトキヤの絶叫から瞬時にトキヤの考えを読み取ったシオンが優しくアイリスの両手を握り、脱衣の妨害を行った。

「えー、駄目なのー？　どうしてー？」

　そして、要望に応えられず、アイリスに悲しい顔をさせてしまったことに罪悪感を覚えながらも、トキヤはこの話題を早急に終わらせるために口を開いた。

「あ、あのな、アイリス。前にも言ったが、お前は特殊なＪＤだから、俺じゃあ診ることができないんだ。だから、俺の代わりに毎日シオンがお前のメンテナンスをしているだろ？　シオンは人間の俺なんかよりもよっぽど優秀なＪＤだ。その手腕に俺は絶対の信頼を置いているし、事実、お前の身体に不具合は起きていないだろ？」

「う、うん。シオンちゃんが、食事燃料補給の準備も体調管理機能維持も全部してくれてるから、わたしの機能は何も落ちてないよ。……け、けどね、わたし、やっぱり、もっと戦いを楽しむためにも、パワーアップしたいんだ。鋼の獅子あの子の装備を増やすだけじゃなくて、わたし自身が強くなりたいの！　だから、人間のトキヤくんに診て貰えれば、わたしが強くなるための何かを見つけてくれるんじゃないかって。新しい技術を生み出す力は、ＪＤよりも人間の方が優れてるんだよね？」

「……ああ、それは事実だ。人間の技術屋がまだ存在しているのが何よりの証拠だといってもいいだろう。けど、人間に診て貰いたいというなら、アイリスは定期的にレタさんに検査して貰ってるだろ？　それじゃあ、駄目なのか？」

「うん、ダメ。レタさんってＪＤの技術者じゃなくて大型兵器の開発者なんでしょ？」

「……それ、誰に聞いた？」

　本人に。というアイリスの発言を聞き、トキヤはレタの口の軽さに悶もん絶ぜつしそうになったが、何とか堪こらえ、すぐに次の言葉を紡つむごうとしたが。

「……っ」

　アイリスの心を傷つけてしまう可能性がある発言をしないようにと注意を払えば払うほど言葉が出てこなくなり、トキヤが返答に詰まっていると。

「んー、技術屋さんのアイお気に入りリスったら、本当に人を見る目がありませんねー」

　意外なところから、助け船が現れた。

　その声の主は、先程まで簡易検査を受けていたバルだった。浴槽に足だけを入れていたバルは、やれやれと大げさなボディランゲージを取っており、そんなバルの姿をアイリスは不思議そうに見つめた。

「バルちゃん？　それってどういうこと？」

「技術屋さんなんかに診て貰ったところで、パワーアップなんかできないってことですよ。ＪＤのことはＪＤが一番よく知っています。そして、このバルは皆の中で唯一の中古。つまり、ＪＤの酸すいも甘いも嚙かみ分けたＪＤの中のＪＤなんです……！」

「えっ、もしかして、バルちゃん……！」

「ええ。ＪＤのお手軽パワーアップ術は────このバルが知っています！」

　バルのその台詞せりふが放たれた次の瞬間には、ほんとっ!?　と、叫びながらアイリスはバルに駆け寄っており、アイリスの期待に溢あふれた眼まな差ざしから解放されたトキヤだったが、トキヤは気を緩めることなく、バルへと視線を向けた。

「…………」

　……バル、何を考えている。

　イタズラの常習犯であるバルがアイリスに変なことを吹き込まないだろうかと、トキヤは心配し、バルと視線を合わせ。

「…………」

「…………」

　一秒にも満たない時間に目と目でバルと語り合ったトキヤは。

「……さ、さて、俺は仕事に戻るとするかな」

　アイリスとＪＤ達を残し、逃げるように大浴場から退場した。




　　　　□




「……疲れた」

　大浴場を出て、更衣室を通り抜けたトキヤは自分の仕事場に戻ろうとしたものの、精神的疲労から廊下で座り込んでしまった。

「…………」

　そして、天井の一点を見つめて、自身のメンタルの回復をトキヤが待っていると。

「────トキヤ様は、フルーツ牛乳が一番お好きでしたよね」

　月の光を彷ほう彿ふつさせる銀色の髪を揺らしながらシオンが姿を現し、その手にはキンキンに冷えた牛乳瓶を持っていた。

「……ああ、あの国にいたときは飲んだこともなかったんだが、この国に来てから嵌はまって、一時期は毎日のように飲んでいたぐらいだ。……ありがとう」

　そして、シオンから牛乳瓶を受け取ったトキヤは慣れた手つきで牛乳瓶の蓋を開け、フルーツ牛乳を一口飲み、うまい。と、小さな声で呟つぶやいた。

「……アイリス達の様子はどうだ」

「私もトキヤ様と同じく問題ないと判断しましたので、サン、バル、カロンの三名にアイリス様を任せました」

「……そうか」

　シオンが自分と同じ判断をしたという事実を知り、安心したトキヤは大きく息を吐いた。

「シオン。この件に関しては速急に解決策を考えるが、それまでにアイリスが女性職員以外の人間にメンテナンスを頼もうとしたら、何が何でも絶対に阻止してくれ」

「はい、必ずや」

　助かる。と、トキヤは礼を言い、シオンが自分の側そばにいてくれることを頼もしく思いながら、穏やかな気持ちでフルーツ牛乳を飲んでいると。

「────あらら、またこの技術屋さんはシオンに負担ばっかりかけてますね。そんなに大切なら、いっそのこと継ぎ接ぎの獅子ハコの中にずっとしまっておけばいいんじゃないでしょうか」

　と、トキヤをからかうような声が更衣室の方から聞こえ、トキヤがそちらに視線を向けると、そこには短いツインテールが特徴的なＪＤ、バルが一人で佇たたずんでいた。

「バルか。アイリスはどうした？」

「サンと仲良く遊んでますよ。一応、カロンに監視を頼んでますから、ご安心を。技術屋さんのお気に入りはサンと性格が似てるというか、波長が合ってますから、技術屋さんが絡からまなければ、あの二人はかなり仲良くなれると思うんですよね」

「……俺が絡まなければ？　それはどういう……いや、そのことよりもバルには聞きたいことがあった。バル、お前はＪＤとしての機能向上を求めるアイリスに何を教えた？」

「基礎体力の作り方を内蔵機能の能力向上という言い方で教えておきました。……これなら問題ないですよね？」

「……ああ、全く問題ない。……ありがとう、バル」

　そして、トキヤが自分を窮地から救ってくれたバルに感謝の言葉を述べると、バルはこそばゆげに頰を搔かいてから、少しだけ目を細めた。

「技術屋さん、バルからも一つ質問いいですか？　……技術屋さんは、どうしてバルにお気に入りを、アイリスを任せる気になったんですか？　いつものようにバルがふざけたり、イタズラをするとは思わなかったんですか」

　そして、自身が抱いた疑問をバルがトキヤにぶつけると、トキヤはきょとんとしてから。

「ん？　いや、あの時、一瞬目を合わせただろ」

　その答えを口にした。

「え？　あ、はい。確かに目は合いましたけど……？」

「あの時のお前の目が本気だったから、信じただけだ」

「……はい？　技術屋さんは、生ものでも何でもないこの人工物の瞳を見て、バルが本気だってわかったんですか？」

「ああ、そうだ。それこそ対人能力がポンコツな俺には人間の目よりもＪＤの目の方が感情を読み取れる。実際、あの時お前は、アイリスのことは任せて欲しいって思ってただろ？」

「え、ええ。まあ、それはそうですけど……」

「……同じ統合知能ライリスに入っている私でも、バルの複雑な思考パターンを推測するのは困難だというのに、人工眼球を見ただけで完全に理解するとは……、流石さすがです、トキヤ様」

「────って、シオン。なんですか、その肌が粟あわ立だつようなテンプレ讃さん辞じは。技術屋さんをあまり褒めないようにって、散々……」

　バルとトキヤが会話をしている最中にシオンがトキヤの洞察力に感動し、思わず讃辞の言葉を呟くと、トキヤが褒められることを妙に嫌うバルがすぐに食って掛かり、トキヤそっちのけで口論を始め、怒るバルと困惑するシオンの会話をトキヤはフルーツ牛乳を飲みながら眺め。

「…………」

　楽しそうに、嬉うれしそうに、トキヤは口元を少しだけ緩めた。

「……って、バルがシオンを説教しているこの状況を小馬鹿にするように笑っている性格の悪い技術屋さんがいるようですけど、バル、ケンカを売られてるんでしょうかね？」

「ん？　俺、今、笑っていたか？　いや、悪い。別にお前達を馬鹿にしたわけじゃない。ただ、お前達、いや、この基地のＪＤ達は、軍所属だってのに皆、感情豊かでいいなと思っていたんだ」

「……？　トキヤ様、他の国の軍属の統合知能ライリス対応ＪＤは私達とは違うのでしょうか？」

「ああ、軍とは少し違うが、俺が昔いた国の自衛隊という組織でもＪＤを採用していたんだが、自衛隊のＪＤが、人間相手なら兎とも角かく、同一の統合知能ライリスに入っているＪＤ同士で会話をしている姿なんて見たことがなかったからな。だって、ＪＤなら統合知能ライリス内での方が、正確に情報や意志が伝わるだろ？」

「それは、まあ……」

「……ええ」

　そうトキヤに言われ、バルとシオンは目を合わせてから、小さく頷うなずいた。

　この時代に存在するＪＤの殆ほとんどは、人間でいうところの脳のような働きをする何よりも大事なシステムがその身体からだの内部では稼か働どうしていない。

　それなのにどうして、ＪＤ達は人間以上の思考能力を持って行動することができているかというと、あるクラウドサービスをベースに造られた、統合知能ライリスという機械がこの世に存在しているからである。

　統合知能ライリスは、ＪＤの頭脳の集合体であり、一つの統合知能ライリスの中にＪＤの人格を構成する莫ばく大だいなデータを数万体分は納いれることができる超テクノロジーである。その統合知能ライリス内に入っているＪＤの人格データが、傍受、探査、阻害を絶対にされないHemisphere-High-Host JD Connection、通称Ｈ３通信と呼ばれる特殊な方法を使い、タイムラグなしに登録認証されたボディ、自分の身体を動かしている。

　統合知能ライリス対応のメリットは多くあるが、その中でも目立つものを幾つかあげると、統合知能ライリス内に人格データを置き、身体を遠隔操作するので、ＪＤの身体が壊れてしまった場合でもデータは無傷であるため、他の身体を同じＪＤの人格データで動かすことが可能であることや、同じ統合知能ライリスに入っているＪＤ同士の知識、経験、思考パターンなどを共有することができるため、同じ統合知能ライリスに入っているＪＤの人格データが多ければ多いほど、その統合知能ライリス内のＪＤ達の性能が上がっていくといったところだろう。ただ、個々の人格データには個性があり、得意不得意が違うため、情報処理が苦手な人格データは、知りたいと思ったり、疑問に思わないと情報が入らないように設定をしていたりするため、全ての人格データが同じように学習をするというわけではない。

　何にしても、先にトキヤが言ったように統合知能ライリスに対応しており、更に同じ統合知能ライリスに人格データが入っているシオンとバルは人間のように言葉を交わすよりも、統合知能ライリス内でデータのやり取りをした方が迅速かつ正確に情報交換ができるのだが、それをトキヤに言われるまで考えもしなかったシオンが静かに頭を下げた。

「申し訳ありません、トキヤ様。トキヤ様の仰おっしゃるとおり、同じ統合知能ライリスに入っているＪＤ同士なら言葉を交わすよりもデータ交換の方が効率よく情報を整理できます。今後は……」

「今後も今まで通り、そうやって話し続けてくれ、シオン」

　そして、これからはやり方を改善すると言おうとしたシオンの言葉を遮り、トキヤがこれからも今までと変わらないＪＤ同士の会話を続けて欲しいと言い、シオンは首を傾かしげた。

「……改善、しなくてよろしいのですか？」

「ああ。だって、それは改善じゃなく改悪だからな。お前達の会話を聞くことで、お前達への理解が深まる、……ことも大事なことだが、俺としては、お前達がただの工業製品のように黙って並んでるよりも、そうやってぺちゃくちゃと喋しゃべっている姿を見ていた方が気分が良いんだ。……うん、ただの我わが儘ままだなこれ」

　もちろん、喋れない状況なら統合知能ライリス内で情報交換をしてくれればいいが。と、トキヤが照れ隠しのように言葉を紡つむぐ姿を見ながらシオンは。

「トキヤ様の、人の、我が儘……」

　とても小さな声で呟き。

「その我が儘、それに少しでも応えられるのなら、私は……」

　シオンは胸に手を当て、愛いとしき人を思う少女のように静かに目を瞑つぶった。

「…………」

　そして、そんなシオンの姿をバルは横目で見ながら、やれやれ、と肩を竦すくめた。




　　　　□




　────流石にそろそろ仕事に戻らないとマズい。と、フルーツ牛乳を飲み終えたトキヤが仕事場に戻った後も、シオンとバルは大浴場のすぐ側で待機し、アイリス達が出てくるのを待っていた。

　バルはどこからか取り出したバールのようなものをくるくると回し、シオンはとても良い姿勢のまま、更衣室前でじっとしており、トキヤがいなくなってから二人の間に会話はなかったが。

「けど、バル達はいつまでこの三文芝居に付き合わなければいけないんでしょうね？」

　と、バールのようなものを手慰みにするのも飽きたのか、唐突にバルがシオンに語りかけた。

「私は許されるのでしたら、いつまでも付き合うつもりです」

「……正気ですか？」

「はい。私はあの日、トキヤ様に同行し、アイリス様の目覚めに立ち会いました。そして、アイリス様の無む垢くなる思いと、トキヤ様の私如ごときでは読み切れないあまりにも複雑な思いを感じ、私は軍の備品ではありますが、このお二人を果てるその時まで御お守まもりしたい。そう思ったんです」

「……あの二人の関係、シオンも教えて貰もらってないんですよね？」

「はい」

「それでも？」

「それでも、です。私はあの時、お二人の在り方を、尊い、と確かに感じました。理由はそれだけで十分です」

「……尊い、ですか。もし、そんな台詞せりふを人間や他のＪＤが言っていたら、絶対にからかいますけど」

　シオン相手では何も言えませんね。と、バルは諦観したような表情を浮かべ。

「本当に、シオンは人間が大好きなんですね」

　バルは呆あきれたように、けれども、とても優しい表情で微ほほ笑えんだ。

「……そう、なのでしょうか。私という個体は花が好きだと認識していたのですが」

「それも正しい認識だと思いますよー。けれども、何で花が好きなのかってことに目を向ければ、色んな事が見えてくると思いますよ？」

「…………」

　そして、シオンはバルに言われた通り、自分が何故なぜ、花が好きなのか、その理由を深く考え。

「────ああ、そういうことだったのですね」

　シオンは、自らの思いを悟った。

「私が花を好むのも、統合知能ライリス内で情報交換せず、こうしてバルと話しているのも全て……。……ありがとうございます。バルには色々と教わってばかりですね」

「まあ、バルは中古ですからねー。この基地の他のＪＤと比べれば、良くも悪くも長い時間をこの世界で過ごしてきましたから」

　経験豊富なんですよー。と、バルはバールのようなものをブンブンと振り回し、イタズラな笑みを浮かべていたが。

「……それに、バルも技術屋さんには感謝してるんです」

　バールのようなものを壁に立てかけ、無表情に限りなく近い、あまり他者に見せたことのない表情になったバルが、自分のトキヤに対する思いを語り始めた。

「シオンの好きなものが人間なら、バルの好きなものは、────思い出なんです」

「……思い出。それは統合知能ライリス内でもクローズドにしている、バルの記憶領域のことですね」

「ええ、バルがここに来るまでの記憶です。……バルの今の身体は、サンとほぼ同機種ですから最初はサンと顔も同じだったんです。けど、ある日、技術屋さんがバルに『お前は自分の顔を見る度に肩を落としてるな。その気があるならいつでも昔の顔を再現してやるぞ』……って、言ってくれたんですよ。……嬉しかったし、救われたって感じたんです。だから、春ハルも────」

　と、そこまでバルが語った時、大浴場の方からアイリス達の賑にぎやかな声が聞こえ、我に返ったバルは、あははー。と、ごまかし笑いをした。

「えーっと、ちょっと喋り過ぎちゃいました。ここでの会話は統合知能ライリス内でもオフレコにしてくれると助かるんですけど……」

「はい、最初からクローズドにしてあります」

「んー、流石さすがシオン！　天才的な気配りですね！」

　グッジョブ！　と、バルはシオンを本気で賞賛した後、大きく伸びをして、気持ちを切り替えた。

「それじゃあ、今日もお姫様がお休みになるまで、面倒を見ましょうか」

「もちろんです。それが私の使命ですから」

「使命って……、シオンはもう少し肩の力を抜いても……」

　そして、シオンとバルは横に並んで歩き、仲間達と合流し。




　この国の戦況が大きく変わるまでの数時間を穏やかに過ごした。
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　闇夜の中、その音は何の前触れもなく唐突に響き渡った。

『────！』

　ギュインギュインと鼓膜を劈つんざくような電子音が夜の静寂を容赦なく切り裂く。

　その電子音はあまりにも五月蠅うるさく、人の眠りを妨げるものであったが、それこそがその電子音の役目である。

　それは人間に自然災害の予兆を教える警報音であり。

　そして────

「────っ……！」

　トキヤが死ぬその時まで後悔し続ける出来事の幕開けとなった音なのだ。

「────アヤメっ……!!」

　その電子音を聞いた次の瞬間には、トキヤはベッドから飛び起き、真っ暗な部屋の中で自分にとって何よりも大切な存在の名を叫んだ。

「……！」

　そして、トキヤは寝起きのうまく働かない頭でこれが夢なのか現実なのかを考え、即座に現実であると思い込むと決断した。

　眠る前にいた国では絶対に聞くことがない筈はずの祖国の緊急地震速報の電子音が今も鳴り響いているのだ。これは普通では有り得ない。

　だが、有り得ないから夢だと判断し、行動が遅れ、奇跡を台無しにしてしまったら、それはあまりにも無様すぎる。

　だから、トキヤはすぐに自分は過去に戻ったのだと決めつけ、このチャンスを逃してなるものかと目を血走らせた。

　……時間遡そ行こうの理屈も理由もどうでもいい……！　あの日に戻り、あいつの手を引いて、家が崩れる前に外に出るという行動を俺に取らせてくれるのなら……！

　俺はどんな現実でも喜んで受け入れる……！　と、トキヤは思考を整理しながら真っ暗な部屋から出るために駆け出し────

「────な」

　自分の動きを感知して、部屋の明かりが点ついたことにトキヤは驚き、足を止めた。

「…………」

　人感センサーは、トキヤの生まれ育った家の照明には付いていない機能だった。

　そして、明かりが点いたことで、トキヤは今、自分がいる場所を正確に把握した。

　そこは、自分の生まれ育った家ではなく、祖国ですらない、寝る前と全く同じ場所。基地の中にある、自分に割り当てられた部屋だった。

「……これは、どういうことだ」

　自分のいる場所を理解したことで、大体の状況を把握したトキヤだったが、未いまだに理解できていないことがあった。それは、中東に存在するこの国で極東にある祖国の緊急地震速報の電子音が鳴り響いているという現象である。

「…………」

　そして、その音の発生源が枕元に置いておいたデバイスであることにトキヤは気付き、今も件くだんの電子音をけたたましく響かせているデバイスを手に取り。

「……あの音源を勝手に使っていた。という話か……」

　その事実を知った。

「……！」

　トキヤは、ふざけるな……！　と、デバイスを床に叩たたきつけたくなる衝動に駆られたが。

「……なんだ、これは？」

　そこに表示されていた初めて見る警告表示がトキヤを冷静にさせた。

　その警告とは。

「敵の大部隊が接近中、だと……？」

　トキヤのいるこの基地に、危機が迫っていることを告げるものだった。




　　　　□




　最悪に限りなく近い形で夜中に叩き起こされ、最低の気分になったトキヤだったが、基地に敵の大部隊が接近中であるという警告を無視するわけにもいかず、トキヤは最低限の身支度をしてから部屋を出ることにした。

「ん？　オールキットか」

　そして、部屋を出てすぐにＪＤを整備する際に自分のサポートをしてくれる自走する補助機、オールキットが自分の部屋の前で待機している姿を見つけ、機能設定で緊急時には自分のところに来るようにしていたことを思い出したトキヤは、本当に緊急事態なんだな、と気を引き締め直した。

「オールキット、ついてこい」

　そして、トキヤは拡張パーツが全て取り外され、砂漠でカロン達を直した時よりもかなり小さくなったオールキットに指示を出してから歩き出し。

「取り敢あえず、アイリスとシオンの部屋に……」

　まずはアイリスの現状を確認しなければ、と基地の人員人間はシェルターに避難するようにというデバイスに表示された指示を無視して、トキヤはアイリスとシオンの相部屋のある方向へと足を進め。

「────」

　トキヤは遠くから、いくつかの足音が近づいてくることに気付き、足を止めた。

「…………」

　……警告の表示はまだ敵が基地に接近中のままだ。つまり、敵は基地内に侵入していないはず。

　と、トキヤは頭では現状を正確に理解しつつも、ごく僅かな接敵の可能性に警戒心を抱きながら、足音のする方角を見据え。

　……あれは、本隊の……。

　自分に近づいてくる集団の先頭を歩くＪＤが自分の知るＪＤであることを確認し、トキヤは肩の力を抜いた。

　そして、とっくの昔にトキヤがいることに気付いていたそのＪＤが集団から抜け出し、トキヤに駆け寄ってきた。

「ハノトキヤ氏、ですね？」

「俺がそれ以外の誰に見えるんだ」

「すみません、緊急時なので一応、確認を取っただけです」

「エースワスプはどうした？」

「詳しい説明は移動しながらでいいでしょうか。これより我々が貴方あなた方をシェルターに誘導しますので」

「あ、いや、ちょっと待ってくれ」

　シェルターに行く前にアイリスとシオン、できれば三馬鹿の現状も知りたいと、トキヤが目の前にいる基地所属のＪＤに質問しようとしたとき。

「あれ、羽は野の君？」

　後続の集団の中から自分を呼ぶ声が聞こえ、トキヤがそちらを見ると。

「レタさん」

　そこには数体のＪＤに守られている仕事仲間の女性、レタと。

「それに、アイリスも」

「ふわあ……、うん。おはよー、トキヤくん」

　合流しようと考えていた赤髪青目の自称ＪＤの少女、アイリスがいて、トキヤは安あん堵どの息を吐いた。

「……二人とも無事で良かった。アイリス、シオンは……」

「ハノトキヤ氏。会話をするなとは言いませんが、緊急時なので、歩きながらでお願いします」

「あ、ああ」

　悪い。と、トキヤはリーダー格のＪＤに謝罪してから、レタとアイリスの間に入り、シェルターに向かって歩き始めた。

「それでアイリス、シオンはどうした？」

「サンちゃん達と合流して、敵を遊撃するって言ってたよ。わたしも一緒に行こうと思ったんだけど、鋼の獅子あの子の起動には時間が掛かるから、身軽なわたしは人間の護衛をして欲しいって頼まれて……」

「それで、偶然、近くを通ったあたしがアイリスちゃんに護衛のお願いをしたってわけ」

「……成る程」

　レタさん、ファインプレーです。と、表情には一切出さずレタを心の中で褒め称たたえてから、トキヤは更なる情報を得るために先頭を歩くリーダー格のＪＤに話し掛けた。

「なあ、俺達以外の人間の姿が見えないんだが、全員、大丈夫なんだろうか」

「他の人間達も貴方方と同様に手て隙すきのＪＤが保護し、近くのシェルターに誘導しています」

「……そうか。ならいいんだ」

　そして、他の人間も避難しているということを聞き、少し安心したトキヤが別の質問をリーダー格のＪＤにしようとしたその時。

「シェルターに到着しました。デバイスの提示と生体認証をお願いします」

　ＪＤが足を止め、シェルターに到着したということを報告してきたため、トキヤが代表で認証を終わらせ、シェルターの扉を開けた。

「自分はハノトキヤ氏達と共にシェルターに入ります。貴方達はシェルター前で防衛を。残りは散開して周辺警護をお願いします」

　そして、リーダー格のＪＤは他のＪＤ達に指示を出してから、トキヤ達の後を追ってシェルターに入り、シェルターの扉が閉まってから、少しだけ力の抜けた声でトキヤに話し掛けてきた。

「ハノトキヤ氏、シェルターに到着する直前に自分に何か尋ねようとしてましたよね。無視するような形になって、すみませんでした」

「いや、シェルターに俺達人間を入れることを最優先としたお前は何も間違ってないし、感謝してるよ。それで、シェルターに入った今なら質問をしても問題ないよな？」

「ええ、何なりと」

「それじゃあ────」

　そして、トキヤがリーダー格のＪＤに現状の詳しい説明を求めると、リーダー格のＪＤはトキヤ達の持つウェアラブルデバイスに説明に必要なデータを送りながら、今回の敵襲の全貌を語り始めた。

　まず午前一時丁度に大量の熱源反応が基地北西三十キロの地点で確認され、基地周辺で哨しょう務むにあたっていた高機動装備のＪＤに確認に向かわせたところ、それが敵の大部隊であるということが判明。

　午前一時十分、敵の大部隊を殲せん滅めつするために、基地より五発のミサイルを発射するも、敵弾道弾Ａ迎撃ミＢサイルＭにより無力化される。

　午前一時十二分、基地所属の戦術特化ＪＤの判断により基地全体に特殊警報を発令。それと同時に、基地のほぼ全てのＪＤに敵大部隊への攻撃が指示される。

「……それが今からだいたい十五分前か。となると、もう基地周辺で戦闘が始まっているな？」

「その通りです。現在、戦術特化ＪＤの指揮の下、ワスプエースを含む味方本隊の六割の戦力が敵本隊と思われる戦力と基地から三キロほど離れた荒れ地で交戦中です」

「敵の戦力はどのくらいなんだ？」

「夜間ということもあり、まだ正確には把握できていませんが、千は確実に超えていると思われます」

「なっ……！」

　────千!?　と、敵の数を聞き、トキヤだけでなく、アイリスの話し相手をしていたレタまでもが驚き、その数の意味をよくわかっていないアイリスが首を捻ひねった。

「ねえ、トキヤくん。その敵の数ってそんなに凄すごいことなの？」

「あ、ああ……。大半は人格がなく戦闘能力も低いダーティネイキッドなんだろうが、千という数はこの周辺の敵の全戦力と見て間違いないだろう。それをこの基地のＪＤ部隊に真正面からぶつけてきた。……敵は今までの戦闘結果から、この基地のＪＤの優秀さを痛いほどわかっているだろうに」

「……なんというか、羽野君の祖国が大昔に得意としてた戦術みたいね」

　そのレタの溜ため息いき交じりの発言に、ええ、と相あい槌づちを打ってからトキヤは思考に沈んだ。

「…………」

　……物量で押す。といえば聞こえは良いが、これは蟻ありの大群が象に立ち向かうようなものだ。レタさんの言うように特攻に等しい。こんな作戦とも言えないような攻撃方法を敵の戦術特化ＪＤが考えたのか？　……信じられん。

「……悪いが、戦況のリアルタイムデータを見せてくれないか？」

　そしてトキヤは敵のあまりにも幼稚な戦術を不気味に感じ、もしかしたら人間なんかでは思いつかない起死回生の一手が仕込まれているのかもしれないと考え、リーダー格のＪＤに戦場のデータ提供を要請すると、リーダー格のＪＤは軽く頷うなずいてからすぐにトキヤの持つデバイスでＪＤ達の現状を確認できるようにしてくれた。

「…………」

　それからトキヤは一分ほど戦術なんて全くわからない技術屋脳をフル回転させながら、戦況が描かれているデバイスと睨にらめっこをしたが。

「……駄目だ。うちのＪＤ達があまりにも強く、最高に圧倒的であること以外、何もわからん」

　それの何がいけないの？　と、アイリスにさえ突っ込まれるような発言をするだけに終わった。

「んー、敵を示すマーカーが、かなりのハイペースで消えていってるわね。この調子なら後、一時間も掛からずに戦闘が終わるんじゃない？」

　そして、戦況が示されているトキヤのデバイスを横から見ていたレタがこの戦闘の終結までの時間を予想した発言をすると、リーダー格のＪＤが小さく頷いた。

「ストレッタ氏の仰おっしゃるとおり、戦術特化ＪＤも後、五十二分前後で戦闘が完全に終了すると予測しています。ただ、こちらの被害予想が未知数のまま更新されていないので人間の貴方方も戦闘終了まで警戒を解くことのないようにお願いします」

「……被害予想が未知数？　それはどうして？　羽野君の言う通り、この基地のＪＤ達が数だけの敵に後れを取るとは思えないんだけど。本隊を率いてるワスプちゃんなんて、三秒に一体のペースで敵を倒してるような気がするし」

「これもまたストレッタ氏の仰るとおりです。今回の敵軍は、数だけは本当に多いのです。そのため、どうしても取りこぼしが出てきます。そして、その結果、我々は既に四回、この基地内部に敵部隊の侵入を許しています」

「え」

「とはいっても、その四回とも敵の侵入から二分以内には殲滅しているので、現時点では基地に被害はありません。けれども、重要性の高いシェルターや指揮室、武器倉庫などに防衛戦力を集中させているため、敵の侵入経路次第では優先度の低い基地施設に損害が出てしまう可能性があるのです」

「……あー、人間やＪＤにではなく、この基地にどのくらいの被害が出るかが未知数ってことね」

　びっくりしたー。と、レタが胸を撫なで下ろしている横でトキヤはデバイスを操作し、主戦場から離れた基地内部の情報に目を通し始めた。

　……今も、二カ所から侵入されているな。侵入場所はここから遠いし、敵の数も少ないようだから基地内のＪＤがすぐに処理してくれるだろう。

　まあ、戦闘が完全に終わるまでシェルターを出るべきじゃないな。と、トキヤは当たり前のことを再確認してから。

　……シオンと三馬鹿はどこで戦っているんだろうか。

　トキヤは遊撃隊として戦っている筈はずのシオンとサン、バル、カロンの現状を知りたくなり、デバイスで四人の居場所を探し。

「……？」

　トキヤはその探索結果を目にして、首を大きく傾かしげた。

　シオン達四人は全員同じ場所にいた。それは何の問題もなかった。

　だが、四人のいる場所がおかしいとトキヤは思った。

　その場所は戦闘が一切行われていない、基地の東端。そこからシオン達は一歩も動かないのだ。

　トキヤは最初、四人のうちの誰かが負傷し、一時的に退避したのかとも思ったが、デバイスに表示されている四人の身体からだのデータには何の異常も見られず、その事実がトキヤの中にあった疑問を、不安へと変化させた。

　……どうしたんだ、シオン。

　四人とも何の異常もないのに動かない。戦闘中だというのに周辺警戒すらせずに全く動いていない。

「っ……」

　その事実があまりにも恐ろしく、トキヤはデバイスを使い、シオンとの通信を開こうとしたが、戦闘後ならともかく戦闘中に技術屋の自分が連絡をしてもそれはノイズにしかならないと考え直し、シオンとの通信を開くことはなかった。

「…………」

　そして、それから暫しばらくの間、トキヤはシオン達を示す全く動かないマーカーを見続けながら悶もん々もんとしていたが。

　……そうだ。

　あることを思いついたトキヤは勢いよく顔を上げた。

　トキヤは気がついたのだ。今の自分の疑問と不安を解消してくれる存在が目の前で、物もの凄すごく暇そうにしているということを。

　その存在とはトキヤ達をシェルターまで誘導し、更にシェルター内でも護衛をしてくれている本隊所属のＪＤである。

　隊が違うとはいえ、彼女もシオン達と同じ基地の所属である。それはつまり。

　……彼女もシオン達と同じ統合知能ライリスに入っている。

　遠隔操作でＪＤの身体を動かすための人格データが収容されている統合知能ライリス。軍が所有している統合知能ライリスが幾つあるのか、一つの統合知能ライリスにＪＤの人格データがどれだけ入っているのか、そういったことは軍事機密の類いであり、末端の技師でしかないトキヤは知らない。

　だが、同じ基地所属のＪＤは基本的に同じ統合知能ライリスに入っているということをトキヤは知っており、目の前に座っている本隊所属のＪＤならばシオン達の人格データが今、どういう状況に陥っているのかがわかるはずだと考えたトキヤは口を開き、本隊所属のＪＤに質問をしようとした。

　その時だった。

　────カクン。と、本隊所属のＪＤが突然、操り人形の糸が切れたかのように、頭を下に向けた。

「な」

　それは人間で言えば寝落ちの挙動に限りなく近いものであった。事実、先程まで本隊所属のＪＤは退屈そうにしていたので、彼女が人間ならば眠っただけと考えても不思議ではない。

　だが、彼女は自称ＪＤのアイリスと違い、正真正銘のＪＤであり。

　……そういった挙動が何も弄いじらずにできるのは介護用や擬似パートナーになるために作られたＪＤだけだ。戦闘用に作られた身体にそんな機能は存在しないし、バルのように機能を追加して欲しいと彼女が俺に頼んできたこともなかった。それに他の技師に依頼した記録もなかったはず。

　つまり、これは何らかのエラーが彼女を襲ったということだ。と、考えたトキヤはすぐに本隊所属のＪＤに駆け寄り。

「おい、大丈夫か……！」

　大声で呼び掛け、肩を揺すったが、反応がなかったため、トキヤはそのＪＤの頭に手を当て、顔を覗のぞき込み。

「────」

　トキヤは、虚こ空くうすら見つめていない、光のない瞳を目にすることになった。

「トキヤくん？　その子、どうかしたの？」

「……何の前触れもなく機能を停止した。原因はまだわからない」

　そして、トキヤが大声を出したことにより、異常に気付いたアイリスとレタがトキヤに近づき、先程まで普通に喋しゃべっていたＪＤが本当の人形のように虚うつろな瞳のまま、全く動かなくなっていることに驚きながらも。

「…………」

　既にそのＪＤの頭部と胴体を集中的に調べ始めていたトキヤの邪魔をしてはいけないと判断した二人は黙ってトキヤの後ろ姿を見つめ続けた。

「どういうことだ、これは。……異常がない……？　いや、外部からでは異常がわからないだけか。しかし、本格的に調べるとなると……」

　そして、ある程度調べはしたもののＪＤの身体に問題を見つけられなかったトキヤは、自分についてきたＪＤ整備の補助機、オールキットの方に一瞬だけ視線を向けて。

「……悪いが、勝手に身体を開けさせて貰もらうぞ」

　身体の中も調べると決めたトキヤは、機能を停止しているＪＤに謝罪の言葉を投げ掛けてから、オールキットと共にそのＪＤの身体の内部を調べ始めた。

「…………」

　そして、それから数分後、機能を停止したＪＤの身体を調べ終えたトキヤは、ＪＤの虚ろな瞳を右手で優しく閉ざし、眠っているようなＪＤの顔を見ながら。

「……異常なし、か」

　動かなくなったＪＤの身体に異常はない、とＪＤ技師として診断した。

「…………」

　そして、トキヤは険しい表情のまま、身体に異常のないこのＪＤが意識を失った理由について考え始め。

　……まさか、統合知能ライリスに何か問題が……？

　遠隔操作でＪＤの身体を動かすための人格データが何千、何万と収容されている統合知能ライリスの異常をトキヤは疑ったが……。

　……いや、流石さすがにそれは。

　話が飛びすぎだ。と、トキヤは自分の考えを否定し、違う理由を探そうとしたが。

「……ちょっと、羽野君」

　状況がそれを許さなかった。

　突然レタに呼び掛けられたトキヤは、何でしょうか、とその声に応えながら振り返り。

「レタ、さん……？」

　そこでトキヤは何かを見つめるレタの険しい表情を目にし、慌ててレタの視線の先に目を遣やった。

　……俺のデバイス？

　レタの視線の先にあったのは、トキヤのウェアラブルデバイスだった。トキヤは動かなくなったＪＤに駆け寄った際にデバイスを床に落としてしまっていたのだ。

　そして、トキヤが落としたそのデバイスには、基地から離れた主戦場が表示されており。

「────な」

　敵のＪＤを示す数百個のマーカーがトキヤ達のいる基地に向かって真っ直ぐに進んできている最悪の状況をトキヤはその目に映した。

「……これ、意味がわからないくらいマズい展開よね」

「────」

　そして、味方のＪＤを示すマーカーが全て動いていないことに気付いたトキヤは、最悪の想定が現実味を帯びてきたと感じ。

　……シェルターここで手をこまねいていても状況は悪化するだけ、か。

　トキヤは覚悟を決め、シェルターの外の様子を確認しに行くと決めた。

「すみません、少し危険ですが、シェルターの外に出て状況を確認してきます。二人は……」

　ここで待っていて欲しい。と、トキヤは言い掛けたが、三度の飯よりＪＤと戦うことが好きな自称ＪＤのアイリスにそんな指示をしたら、暴走しかねないとトキヤは考え。

「……借りるぞ」

　トキヤは動かなくなった本隊所属のＪＤが持っていた武装の中から、一番軽い銃器を手に取り、電子セキュリティを解除してＪＤでなくともその銃器を使用可能にしてから、それをアイリスに手渡した。

「レタさんはここにいてください。そして、アイリスは────俺と一緒に来てくれ。決して俺から離れずに護衛をしてくれ。俺は技術屋なだけで戦えないし、銃で撃たれたらすぐに死んでしまう脆もろい人間だから、大事に守ってくれよ」

「うん、了解！　ＪＤの腕の見せ所だね！」

　我慢させすぎて暴走させるより、自分の側そばにいさせた方が良いと判断したトキヤは、アイリスと共にシェルターから出ようとした、のだが。

「────アイリス……!?」

　シェルターの扉を開けた瞬間に、トキヤが止める間もなく、本物のＪＤと思ってしまうような速度でアイリスが飛び出し、トキヤはそのままアイリスが戦場に行ってしまうのではないかと恐怖したが。

「…………」

　流石のアイリスもそこまで愚かではなく、アイリスは広い通路に出る直前で足を止め、周囲を確認してから、大丈夫というハンドサインを出し、身を隠しながらトキヤの到着をおとなしく待っていた。

　……まったく、肝を冷やしたぞ。

　アイリスは先行して周辺の安全確認をしてくれただけ、ということをトキヤは理解したが、それでも少し注意をしようとアイリスに声を掛けようとしたが。

「────トキヤくん」

　その前にアイリスが口を開き、視線で横を見るように促してきたので、トキヤは考える前に首を動かし。

「────」

　トキヤは、基地の冷たい通路で糸の切れた人形のように倒れているＪＤの姿を視認した。

「…………」

　そのＪＤがシェルター前で自分達を守っていてくれた味方のＪＤであることを瞬時に理解したトキヤは無言のまま、そのＪＤを調べ始めた。

「ここだけじゃないよ、遠くの方に見えるＪＤもみんな倒れてる」

　そして、ＪＤを調べ、無防備になっているトキヤを守るように、トキヤのすぐ背後に立ったアイリスがこの周辺のＪＤも皆、同じ状態になっているということをトキヤに報告すると、トキヤは動かないＪＤの虚ろな目を閉ざしてから、静かに立ち上がった。

「…………」

　そして、トキヤは歯を食い縛りながら、決して認めたくなかった可能性を。

「この基地のＪＤ達が入っている統合知能ライリスとの通信が、────完全に途絶している」

　トキヤは現実として認めた。

　統合知能ライリス。それは戦闘用のＪＤを扱うにあたり、必須とも言える重要な機械である。

　ＪＤの人格データを何千何万と入れることができ、ＪＤの人格データが安全にボディを遠隔操作したり、同じ統合知能ライリス内に入っている他のＪＤの人格データと知識経験思考を共有することができるため、特大の性能向上が見込まれる。……等々、統合知能ライリスに対応しているだけで様々なメリットがあるが、幾つかのデメリットも存在し、その中でも最大と言っていいデメリットが、統合知能ライリスはＪＤの身体クライアントと統合知能サーバー内の両方に同じ人格データを保存することができないため、統合知能ライリスとの通信ができなくなった際、ＪＤの身体からだが制御できなくなるというものだ。

　だが、統合知能ライリスの製造者達もそのデメリットを熟知し、様々な対策をしている。統合知能ライリスは千年交換不要の内蔵電力で稼か動どうし、ＪＤの人格データと身体との通信は、傍受、探査、阻害をされないＨ３通信を採用しており、同じ半球内にいる限り絶対に通信が途絶えることはない。

　そのため、今回のような状況に陥る可能性は極めて低く、過去の似たような事例も二通りのパターンしかない。

　一つは過去に一度しか例がない、統合知能ライリスの持ち主が統合知能ライリスを持ったまま移動し、北半球から南半球に移動したとき。

　もう一つは過去に何回か例のある……。

「……統合知能ライリスが物理的に────」

　そして、トキヤは本当に最悪のパターンを口にしようとし、やめた。それを口にした瞬間、その可能性までも現実として固定されてしまう。そう考えたのだ。

「っ……」

　トキヤは軽く頭を振って、嫌な想像を吹き飛ばしてから、アイリスと向き合い、これからの話を始めた。

「アイリス、理由はわからないが、統合知能ライリスとの通信が途絶しているため、この基地所属のＪＤは全て動くことができなくなっていると思われる」

「……そうなんだ。えっと、わたしは統合知能ライリス非対応だから、こうやって動けてるの？」

「ん、ああ、まあ、そうなるな」

「じゃあ、わたしが他のみんなの分も頑張らないとだね。……わたしが鋼の獅子あの子に乗れば、残ってる敵、全部倒せるかな？」

「それは無理だ。敵の残存戦力は最低でも数百体はいる。その全てがダーティネイキッドだったとしても、物量に圧倒され戦いにすらならない」

　うん、やっぱり、そうだよねー。と、ＪＤとの戦いが好きだからこそ現状では戦いにならないことをアイリスは理解しており、トキヤはアイリスが無茶なことを言い出さず、ホッとしたが。

「じゃあさ」

　すぐにアイリスは次の言葉を紡つむぎ始め。

「わたしが鋼の獅子で敵を引きつければ、────トキヤくん達は安全に逃げられるかな？」

　アイリスは、トキヤの心を燃やし尽くす言葉と微ほほ笑えみを零こぼした。




『……トキヤさんが生きていてくれるのが、私にとって、何よりの幸せですから……』




「────そんなの駄目に決まってるだろ……！」

　その微笑みによく似た、ある人物の最さい期ごの微笑みが心の中で蘇よみがえり、トキヤは無意識のうちにアイリスの両肩を強く摑つかんでいた。

「お前が、俺のために犠牲になるなんて、もう二度と、絶対に……！」

　そして、トキヤが声の限りに叫ぶと、アイリスはトキヤの豹ひょう変へんぶりに驚きょう愕がくしたが。

「と、トキヤくん？　どうしたの？　大丈夫？」

　それでも冷静にアイリスが心配の言葉を投げ掛けると。

「……すまん、少し頭に血が上ってしまったみたいだ」

　トキヤはすぐに我に返り、アイリスに謝罪をしてから、会話を続けた。

「……アイリス、それも無理なんだ。継ぎ接ぎの獅子は起動するまでに時間が掛かるし、俺かレタさんがその場に行って作業をしなければそもそも起動すらしないから、お前が戦いを選択するのは逆に俺達の生き残る可能性を減らすことになる」

「あー、そっかー……。それじゃあ、やっぱりみんなで逃げる感じかな？」

「ああ、敵が人を殺せない通常のＪＤ部隊なら投降も選択肢にあったが、人格のないダーティネイキッドに投降したところで銃撃の的になるだけだからな。ここは逃げの一手でいこう」

「うん、わかった……んだけど、最後に一ついいかな？　……トキヤくん、逃げる前にシオンちゃん達だけでもどうにか助けられないかな？」

「────」

　アイリスの口からシオンの名前が出た瞬間、トキヤの脳裏に辺りに転がっているＪＤと同様に動かなくなっているシオン達の姿や同僚の人間達の姿が浮かび上がり、トキヤは想像の中でシオン達に手を伸ばそうとしたが。

「……っ」

　トキヤは想像の中で手を伸ばすことをやめ、現実を、目の前にいる、青い瞳の少女だけを見つめた。

　……今は、アイリスをこの窮地から逃がすことだけを考えろ。

　そして、一つの決断をしたトキヤは、苦渋に満ちた表情で首を横に小さく振った。

「……シオン達は統合知能ライリス対応のＪＤだ。たとえ身体が破壊されても、統合知能ライリスさえ無事なら、あいつらの魂、人格データが消えることはない。……だから、今はお前俺を逃がすことだけを考えろ」

　そして、その決意を言葉にしたトキヤは、アイリスに周辺の警戒を任せ、レタを呼ぶために一度シェルターに戻り。

「レタさん、シェルターから出て来てください！　俺達はこれから、この基地を脱出します！」

　この瞬間から、トキヤ達の脱出劇が始まった。




　　　　□




　────基地を脱出する。そう決めたトキヤは、それからすぐにレタと話し合い、軍が緊急時に避難所として用意している、この基地に所属している者しか知らない小型施設へと逃げることを決めた。

　そして、その小型施設へ行くための移動手段としてトキヤ達は目立つ軍用の大型トラックなどではなく、小さく、それでいて無茶ができる自動車で向かうと決め、広場に駐とめてある自動運転機能ある種のセーフティがついていないレタの愛車を目指し、三人は行動を開始した。

　幸いにもその広場は基地の裏側にあり、移動中に基地の正面に迫ってきている敵の大部隊と接触する可能性は極めて低かったが、既に基地内に侵入している少数の敵ＪＤと遭遇する可能性は十分にあったため、三人は最大限の注意を払いながら、広場に向けて足を進めていた。

「…………」

　そんな中、トキヤは十メートルほど前を進むアイリスの後ろ姿から、少しの間、目を離し、自分のデバイスに視線を向けた。

　……やはり、駄目か。基地内部にいる敵ＪＤの情報が更新されない。

　主戦場にいた敵の大部隊は味方のサポート担当のＪＤがばらまいていた超小型の発信器を身体に貼り付けているため現在も位置情報が更新されているが、発信器のついていない基地内部に侵入した敵の位置は全くわからず、トキヤは小さく溜ため息いきを吐ついてから、視線を前方のアイリスに向けた。

「…………」

　トキヤは最初、アイリスに一番前を歩かせ、斥候めいたことをさせることを感情的になって反対しそうになった。

　だが、よくよく考えれば、自分が先頭に立ち敵と遭遇した場合、まともに対応もできず敵の攻撃により、即死。すればまだいいが、中ちゅう途と半はん端ぱに負傷したらアイリスの足を引っ張り余計に危機的な状況になってしまうだろうとトキヤは感情を理屈で押し潰し、三人の中で一番運動能力に優れ、ＪＤとの戦いにも慣れているアイリスに前方の警戒を任せることにしたのだ。

　……オールキットに戦闘能力があれば良かったんだがな。

　まあ、無い物ねだりをしても仕方ないと、自分の後をついてくる自走する整備補助機にトキヤが視線を一瞬だけ向けたとき。

「はい、これ」

　隣を歩くレタがお茶を渡すような気楽さで何かを渡そうとしてきたので、トキヤは、あ、どうも、と、碌ろくに確認もせずにそれを受け取り。

「って、重……、レタさん、これは……」

　トキヤは受け取ってから、それが銃器であることに気付き、少しだけ困惑した。

「さっき通路で倒れてた子から、拝借してきたの。もう電子セキュリティ解除してあるから、いつでも撃てるわよ」

「……正直、当てる自信がないので持つべきか悩んでいたんですが、やっぱり、持っていた方が良いんでしょうか」

「そりゃあ、無いよりも有った方が良いに決まってるでしょ」

「……そう、ですね」

　そして、レタの言葉に頷うなずいたトキヤが渡された銃をじっと見つめていると。

「────」

　前を歩いていたアイリスがピタリと足を止め、相談があるというハンドサインを送ってきたため、トキヤとレタは頷き合ってから、アイリスとの距離を詰めた。

「……アイリス、どうした」

「えっとね、ちょっと思ったんだけどね、このまま予定通り通路に沿って行くのもいいんだけど、ここから外に出て走って広場を目指すと、掛かる時間が半分以下になると思うんだよね。ただ遮蔽物が殆ほとんどないから、見つかった場合、危険度が跳ね上がっちゃうけど」

　どっちがいいかな？　と、アイリスに聞かれたトキヤがチラリとレタに視線を向けると。

「羽野君に任せた」

　と、有無を言わさず丸投げされたので、トキヤは通路を進んだ場合と外に出た場合のメリット、デメリットを天てん秤びんに掛けて。

「……外に出よう。敵の大部隊がもう基地に入ってきているし、これからイレギュラーが発生する可能性も十分にあるから、時間の余裕が欲しい」

　トキヤは、外に出て広場を目指すという選択を取った。

「うん、それじゃあ……、トキヤくん、レタさん、あのね、ここから見える範囲に敵のＪＤの姿はないから、外に出たら広場まで一気に走り抜けるのが一番安全だと思うの。だから、二人はひたすらに全速力で走って。敵の確認、対処は全部、わたしがするから」

「……わかった」

　アイリスに全てを任せることにトキヤは抵抗感を抱いたが、それと同時にそうするのが最善であるとも考え、頷いた。そして、レタも頷いたため、アイリスは銃を構え直し、外の景色を見据えた。

「じゃあ、３、２、１、の合図で、広場まで一気に走るよ。二人とも準備は良い？　……３、２、１」

　ゴー！　という叫び声と共にアイリスが飛び出し、それにトキヤ達が続いた。

「……！」

　全速力で走るという普段はしない行為にトキヤの身体からだが悲鳴を上げたが、そんなことを言っている余裕のある場面ではないと気合いで身体の悲鳴を黙らせた。

　そして、トキヤは走りながら、アイリスとレタの背中以外何もない前方を見据え。

　……これなら。

　いけるか、と、トキヤは思った。敵のＪＤの姿はどこにも見当たらず、車が駐めてある広場も視界に入ってきたため、取り敢あえず、基地からの脱出には成功した。

　そう思ったのだ。




　何もない大地に、丸い影が落ちていることに気がつくまでは。




「────」

　先頭を行くアイリスがそれに気付かないのは仕方のない話だった。

　何故なぜなら、アイリスが敵として警戒していたのはＪＤのみ。それ以外の敵が存在しているなんて、彼女は夢にも思っていないのだから。

　トキヤが気付いたのは、偶然と、それに関する知識があったからだ。

「────」

　そして、トキヤは勢いよく空を見上げ、それを視認した。

　満月を背に、それは、空中にふわふわと浮いていた。

　それは、小型のドローンだった。

　この時代、一般的な輸送用ドローンの最大積載量は百キロを優に超える。

　そのため、輸送用ドローンに適当な機関銃を搭載するだけで、簡単に攻撃用ドローンができあがるのだが、ＪＤが主戦力の戦場で、攻撃用ドローンの姿はまず見られない。その理由は、ドローンの攻撃がＪＤには有効打になりにくいからだ。

　銃弾が一発でも当たれば無力化できる人間と違い、輸送用ドローンに搭載できる機関銃の弾ではＪＤに致命的な打撃はまず与えることができず、逆に破壊されるだけなので、ＪＤだらけの戦場では基本的に使われない兵器なのだ。

　それに輸送用ドローンを一機作るのと同じコストを掛ければダーティネイキッドレベルのＪＤを三体は作れるため、普通の軍隊はドローンよりも、ＪＤの製造に力を注いでいる。

　だが、攻撃用ドローンが全く存在しない、というわけではない。

　珍しくても、それは確かに存在し。

「────」

　そうとしか思えないモノが今、トキヤ達の頭上に浮いているのだ。

　そして、トキヤが小型ドローンに気がついたのとほぼ同じタイミングで、小型ドローンが少しだけ動き、トキヤ達に何かを向けた。

　それがカメラのレンズなのか銃口なのかはトキヤにはわからなかったが、一刻の猶予もないということだけはわかっていた。

　次に小型ドローンが動く前にトキヤが取れる行動は一つだけ。手に持つ銃でドローンを攻撃するか、肉の壁となりアイリスを守るか、そのどちらかだけである。

　そして、トキヤは。

　……ドローンが真上にいなくて助かった。この距離なら、────俺が無理なく射線上に割り込める。

　悩むことなく自らが肉の壁になることを選択した。

「……！」

　トキヤはアイリスのすぐ後ろを走ることで、ドローンの射線上からアイリスを消した。

　……俺には無理だが、アイリスの射撃センスなら、まあ、ドローンぐらい一発で破壊できるだろう。

　そしてトキヤは自分の身体を銃弾が貫通し、アイリスに当たらないことを願いながら、最さい期ごの時を待った。

　……ここで、終わりか。

　トキヤはこの瞬間をもって自分の命は尽きるのだと確信していた。




　ゴゥ、というガスが燃えるような音が耳に飛び込んでくるまでは。




「────」

　この音は、と、トキヤが思った瞬間に、それは現れた。

　紫に輝く槍やりのような物体が遥はるか遠くの空中に現れたと思うと、その槍は雷のような速度で一気にドローンへと接近し、そのままドローンを真横から貫いた。

　そして、紫の槍に貫かれても滞空し続けるそのドローンにトドメを刺さんと基地の中から現れた銀の髪を持つ少女が空飛ぶドローンよりも高く跳躍し。

「────!!」

　ドローンの真上から鉄拳を叩たたき込み、その衝撃で地上に墜おちたドローンはそのまま機能を停止した。

「…………」

　そして、音も立てずに地面に着地したその少女の姿を、トキヤは呆ぼう然ぜんと見つめ続けていた。

「……シ」
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　そう、トキヤは知っている。

　月光よりも美しい銀色の髪を靡なびかせ、宝石のような紫の瞳を闇夜に輝かすその少女の名を。

「シオン……!!」

　彼女の名は、ペルフェクシオン。トキヤがこの基地の中で一番の信頼を置く、トップクラスの性能を誇るJudgmentDollである。

「…………」

　シオンは、ほんの少しの間だけ破壊したドローンを見つめていたが、すぐに自分に近づいてくるトキヤの方へ身体を向け、ゆっくりと頭を下げた。

「トキヤ様、ご無事のようで何よりです。合流が遅れてしまい、申し訳ありませんでした」

「……合流だの、遅れたとかそんなことはどうでもいい。お前が無事で本当に良かった……。……けど、どうしてお前は大丈夫だったんだ？」

「それは……」

「────シオンちゃんー！」

　そして、トキヤが基地中のＪＤが機能を停止しているのに、シオンだけが動けていることについて質問をしていると、アイリスが満面の笑みを浮かべて、シオンに抱きついた。

「よかった、無事だったんだね！」

「ええ、アイリスも無事のようで良かったです。この窮地にトキヤ様を守り続けてくれていたようですね。ありがとうございます。それに、レタ様もご無事で……」

　シオンは自分に抱きついてきた自称ＪＤのアイリスをＪＤとして褒め、レタに頭を下げてから、トキヤに視線を戻した。

「トキヤ様、申し訳ありませんが、先程の質問の答えは少し、落ち着いてからで良いでしょうか。今はそれ以上に優先度の高い、お伝えしなければならない情報が二つあるのです」

　そして、シオンは自分が無事だった理由よりも重要な話があると語り、トキヤがそのシオンの判断を信じ、軽く頷いてシオンにその重要な話をするように促すと、シオンは深々と頭を下げた。

「ありがとうございます。それではまず、一つ目なのですが……、トキヤ様、それにレタ様もこちらに来て、私が破壊しきれなかった、この小型飛行物体を見て貰もらえますでしょうか？」

「……何？」

　そして、そのシオンの話を聞き、トキヤは反射的にシオンの足元に転がり、沈黙している小型ドローンに視線を向けた。

「……そのドローン、まだ壊れていないのか？」

「はい。脆もろい外部燃料タンクの破壊はできましたので、今は動くことはありませんが、燃料さえあれば、再び動き出す可能性があります」

　なんだそれ。と、トキヤは困惑した。シオンの武装の直撃を受けて土手っ腹に風穴を開け、その上、全力のシオンの拳を叩き込まれるという、普通のＪＤ、否いな、エース級のＪＤでさえ、完全粉砕コースの攻撃を受けて壊れないドローンってなんだ。と、トキヤはもちろん、レタでさえ、意味がわからないと頭に疑問符を浮かべながら、丸まったアルマジロのようなデザインをした小型の飛行物体を調べ始め。

「…………」

「…………」

　三十秒も経たたないうちに、トキヤとレタの表情は極めて険しいものへと変貌した。

「……カメラと燃料タンク、それに長時間の滞空を可能にするパーツが外付けされてはいるが、これは十中八九……」

「１００％よ、羽野君。これはドローンじゃない。しかも、使い手の特性に合わせた特注品ね。そんな代物を空撮ドローン代わりに使うとか、ちょっと豪気すぎるわ」

　と、ＪＤに限らず様々な武装に詳しいレタが断言したため、トキヤは観念するように。

「……ディフューザー」

　その特殊武装の名を呟つぶやいた。

「ディフューザー……？　それってシオンちゃんが部屋に置いてる、お花の匂いが出てくるやつ？」

「……名前は一緒だが、全くの別物だ」

　詳しくは後で教える。と、知っている単語が出て反応したアイリスと軽く会話をしてからトキヤはシオンとレタに視線を向けた。

「統合知能ライリスと繫つながっていない今の私では確信には至らなかったのですが、お二人がディフューザーと判別されたのですから、間違いないようですね」

「……この使い手から逃げ切るのは骨が折れそうだな」

「あー、羽野君。それは大丈夫。ディフューザーを空撮ドローンとして使ってるってことは、使い手はかなり遠くにいるの。少なくともこの基地周辺にはいないだろうから、余裕で逃げられるわよ」

「……そうなんですか？」

「そうよ。だって、もしこれが十全の性能を発揮できるなら────あたし達、これに気付く前に死んでるもの」

「────」

　そのレタの言葉が冗談でも何でもなく、純粋な真実であるということをトキヤは強く嚙かみ締めてから、シオンに話し掛けた。

「……敵にまだまだ隠し球があるということは、十分に理解した。それで、シオン、もう一つの重要性が高い話ってのは何なんだ？」

「……はい、それは────」

　そして、トキヤはもう一つの話はきっと今の話以上に衝撃的な内容なのだろうと、覚悟を決めていたがために。

「バルがトキヤ様とお話がしたいと」

　それが実に日常的な話であることに、少し混乱してしまった。

「……は？　バルが話……って、待て、バルも無事なのか……!?」

「はい、サン、バル、カロンの三名は、私同様現在も正常に稼か働どうしています」

「……そうか、三馬鹿も全員。……本当に良かった。……それで、え、何だ。バルが俺と話をすることが重要なことなのか？」

「はい、私達四人はこの戦闘の勝敗が決した時点で、トキヤ様達を捜索する者とトキヤ様達を緊急避難所に誘導するための退路を確保する部隊に分かれるという話になったのですが、その際に、少しバルと揉もめてしまいまして、条件付きで、私がトキヤ様達の捜索を任されました」

「その条件が、俺との会話なのか？」

「はい、トキヤ様を見つけたら、無事かどうか自分で確かめたいから、すぐに声を聞かせて、と。なのでトキヤ様、少し、トキヤ様のデバイスをお借りしてもよろしいでしょうか？」

「あ、ああ……」

「ありがとうございます。統合知能ライリスを介さない通信にはまだ慣れていないので、少々お待ちください……。……カロンですね、バルは……そうですか。カロン、貴方あなたの目を介してそちらの映像を貰っても、わかりました。────お待たせしましたトキヤ様」

　音声と映像が映ります。とシオンが言った次の瞬間にはデバイスに夜の砂漠が映し出され。

『カロン！　左手の砂丘の奥にダーティネイキッドが数体いるのだけど、そっちはお願いしてもいい……!?』

　大きな砂煙を上げ、カメラの近くに着地したバルが余裕のない表情で声を上げていた。

『ば、バルちゃん……！』

『何、新しい敵でも来たの……!?　でも、何が来ようと絶対にこのルートを……！』

『そ、そうじゃなくて、今、映ってるの……！』

『映るって何が────』

　そして、振り返ったバルは、カメラモードになっているカロンの瞳を見て、現状をすぐに察し、煤すすに汚れた顔を手で拭ってから。

『────コホン』

　と、軽く咳せき払ばらいをして、バルはカメラに向かって普段通りの様子で手を振った。

『えーっと、音が来てないんですけど、通信が来てるってことは、技術屋さん、無事だったんでしょうかー？』

　そして、その台詞せりふから、自分が何も喋しゃべっていないせいで、バルに音声が届いていないことに気付いたトキヤは、すぐに口を開け。

「ああ、俺は怪け我が一つなく健在だ」

　バルに自分が無事であることを報告した。

『────。……そうですか、あー、本当に悪運だけは強い人ですねー』

「おかげさまでな。それよりもバル、そっちの戦闘はなんだ。大丈夫なのか？」

『大丈夫です。技術屋さんはシオンの指示の下、予定通りのルートを通って逃げてきてください。この戦闘は敵部隊のはぐれ者みたいな馬鹿な連中が逃走ルートに入ってきたので処理してるだけです。このぐらいの敵なんか、ちゃちゃっと片付け……』

　と、バルがそこまで話したところで、バルの背後で大きな爆炎が上がった。

『バルー！　バルー！　何か変な敵がいるー！　統合知能ライリスが使えないから、どんなＪＤかよくわからないよー！』

　そして、姿は見えないが、何処どこかからサンの助けを求める声が響き、バルは一気に表情を引き締め。

『今行きます……！』

　バルは手に持つバールのようなものを握り直してから爆炎の上がった方角に向かって駆け出し、あっという間にその姿は見えなくなった。

『……え、えと。トキヤさん』

　そして、バルがいなくなった後、その目をカメラにして映像を提供してくれているカロンが走り始めると同時に喋り出し。

『バルちゃんが、言ったとおり、このぐらいの敵、なんてこと、ないです』

　カコン、と、聞く者が聞けばすぐにわかる身体からだの内燃機構と武装を接続する音を響かせながらカロンは、大きく跳躍し、空中から砂丘の奥にいた数体のダーティネイキッドに巨大な砲口を向けた。

『三人で、頑張って、道を切り開いて、みせます』

　そして、ダーティネイキッドから放たれる銃弾が身を掠かすめることも気にせず、カロンは一番効果的な砲撃地点に狙いを定め。

『だから、安心して、来てください』

　その言葉と共に、カロンは砲撃を放ち、映像と音声が途切れた。

「カロン……!?」

　映像が急に映らなくなったことで、カロンが負傷してしまったのではないかと不安に思ったトキヤが声を上げたが、シオンがすぐに、大丈夫です。と、トキヤに優しい声音で語りかけた。

「カロンの高出力の砲撃の影響で通信が切れてしまっただけで、カロンも他の二人も無事です」

「そ、そうか……」

「もし、それでも心配でしたら、通信を繫ぎ直すこともできますが……」

「……いや、やめておく。戦闘の邪魔にしかならないだろうし、俺達が今すべきことは、俺達のために戦ってくれているあいつらを信じて、ここから逃げることだ」

　そして、シオンと合流したトキヤ達は、基地から脱出するために、再び広場に向けて走り出した。
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「…………」

　砂漠の乾いた空気が熱を持ち始める時間帯にトキヤは、ある施設の一室にいた。

　その部屋は人の手が何年も入っていなかったのか、壁の至る所にヒビが入り、四隅には砂が溜たまっていた。

　トキヤが今いる部屋は、基地を放棄するような事態に陥った際に、軍が一時避難場所として用意していた小型施設内に存在する一室だった。

　トキヤ達はシオンと合流後、すぐにレタの車で基地を脱出し、逃走ルート上の敵を排除してくれていたサン、バル、カロンの三人と合流し、この小型施設に逃げ込むことに成功した。

　そして、小型施設に到着後、敵の待ち伏せの有無など、最低限のチェックを終えてから、トキヤ達はすぐに仕事を始めた。

　レタとシオンは軍本部との連絡を、アイリスはスリープ仮眠をモードに取り、そして、トキヤは。

「オールキット、エアーフロウを。後、Ｒインターの準備をしておいてくれ」

　狭い空き部屋を整備室代わりにし、サン、バル、カロンのメンテナンスをしていた。

「トキヤ、それでねー」

「悪い、話の続きはこれが終わるまで待ってくれるか、サン。少しの間、エアーの音で声が聞こえなくなる。バル、エアーいくぞ」

　既にサンとカロンのメンテナンスは終わっており、残るバルもメンテナンス中に出た細かい破片を圧縮空気で吹き飛ばす、仕上げの第一段階に入っていた。

　いつもはトキヤをからかってばかりいるバルも、今は親にドライヤーで髪を乾かして貰もらっている小さな子供のように、目を瞑つぶってトキヤに身体を任せており、圧縮空気の音だけが暫しばらくの間、部屋中に優しく響き続け。

「よし」

　というトキヤの言葉と共に圧縮空気の放出が終わり、トキヤは剝むき出しの関節部分をコーティングするための液剤を専用のクロスに染しみ込ませ、そのクロスでバルの球体関節を磨きながら、待てを命じられた犬のようにその場から動きはしないものの、そわそわと落ち着かない様子でいたサンに視線を向けた。

「サン。音の響く作業はもう終わったから、続きを話してくれるか？」

「────うん！」

　そして、トキヤに話の続きを促されたサンは、尻尾があったら千切れんばかりに振っていることが想像できるような飛びっきりの笑顔で話し始めた。

「それでね、戦闘がかなり楽勝モードで進んでたときに、シオンが気付いたんだよ。敵にはたった一つしか勝利する方法がないって」

「ほう」

　サンは今、基地所属の殆ほとんどのＪＤの身体が動かなくなったというのに、四人だけが大丈夫だった理由について話している。

　ただ、実のところ、トキヤはその話の大まかな内容をこの施設の備品をチェックしている最中にシオンから既に聞いていたのだが、サンが自分達が如何いかにしてこの危機を乗り切ったのかを話したくて話したくて仕方がなかったようなので、トキヤはサンのメンテナンスが終わってから、そ知らぬふりをしてその話を聞き続けていた。

「それで、シオンは敵の勝利条件はこっちの統合知能ライリスの破壊以外有り得ないから、人格データを統合知能ライリスから身体に移行させるべきだって具申したんだよ。けれど、戦術特化ＪＤ達が自分達も知らない極秘中の極秘である統合知能ライリスの保管場所を敵が知っているわけがないから余計に危険だって、シオンの意見を却下したんだよ」

「あー……戦術特化の連中はその名の通り戦術特化だから、盤面に情報がないことについては、少し及び腰になってしまう気けがあるんだよな」

「けどね！　その話を統合知能ライリス内で聞いてた本隊のワスプが、『遊撃隊のお前らはどうせ暇してんだから、念には念を入れて、お前らだけでもデータ移行すればいい』……って、言ってくれたから、エースの発言を無視できない戦術特化ＪＤが渋々許可をくれて、サン達は基地の端っこで統合知能ライリスから身体に人格データの移行を始めたんだ」

「……ワスプらしい思い遣やりの言葉だな」

「それでデータ移行が終わって、さあ、戦場に戻ろうって時に、サン達以外の基地所属のＪＤがみんな動かなくなって……」

「それからシオンは俺達の捜索をして、お前達三人は逃走ルートを確保してくれたんだよな。ありがとな、俺達を助けてくれて」

「えへー、どういたしまして！」

　トキヤが感謝の言葉を口にすると、サンは満面の笑みを浮かべ、そのサンの笑顔をトキヤが微ほほ笑えましく思い、眺めていると。

「ん？」

　いつの間にか、メンテナンスをしていたバルの身体がトキヤの手元から離れており、戦闘服を着始めたバルにトキヤが視線を向けると、バルは戦闘中のように真剣な表情でトキヤを見つめ。

「それで、技術屋さんは────統合知能ライリス、破壊されたと思いますか？」

　ＪＤの人格データが数千数万と収容されている統合知能ライリスが破壊されたかどうかをトキヤに尋ねた。

「……それは、今、レタさんが上の奴やつらに確認を取ってる最中で、結果がわかったらすぐに────」

「バルは技術屋さんの推測を聞きたいんです」

「……国家所有の統合知能ライリスの保管場所は機密中の機密だ。だから、反政府の連中が統合知能ライリスの保管場所を知っているとは考えにくい。反政府がＨ３通信を阻害する新兵器を作った可能性の方がまだ……」

「それは、技術屋さんの本当の考えなんですか？　それとも只ただの願望ですか？」

「…………」

　そのバルの疑問の答えを自分の中に持っていなかったトキヤが何も言えずにいると。

「みんなー、レタさんが呼んでるよー」

　部屋の扉が開き、メッセンジャーとして現れたアイリスがトキヤ達に声を掛けた。

「レタさんが？」

「うん。えっと、これからのことについて話ができる上の人間と連絡がついたから、トキヤくんはもちろん、ＪＤも全員来て欲しいって」

「……そうか」

　わかった、すぐに行くとアイリスに言ったトキヤは、整備道具の点検をオールキットに任せ、レタとシオンのいる指揮室兼通信室に向かった。




　　　　□




「────レタさん」

　小型施設の中にある指揮室兼通信室に入ったトキヤはすぐにレタに声を掛け。

「上の人間って、あの人ですか？」

　と、トキヤは自分がこの国で生きていくと決めたときに色々と便宜を図ってくれた恩人が通信の相手なのか。ということを期待を込めて尋ねたが。

「残念だけど、あの人じゃないわよ」

「……そうですか」

　すぐにその可能性を否定され、トキヤは肩を落とした。

「ほんと、あの人だったら、苛いらつくことなく話がスムーズに進むってのに、あの男は……」

　そして、そのレタの愚痴に近い発言を聞き、上の人間というのが誰なのか大体の見当が付いたトキヤはうんざりとした気持ちになった。

「……通信の相手は、あいつですか」

「ええ、あの人が何で飼っているのかが未いまだによくわからない、あの男よ。……通信開くわね？」

　お願いします。と、トキヤが覚悟を決め頷うなずくと、壁の一面に映像が映し出された。

『────』

　映像に映っているのは、豪ごう奢しゃな椅子に座ったスーツ姿の男だった。

　二十歳はたちのトキヤと同世代だと言われても全く違和感のない、実年齢よりも十歳以上若く見える顔と引き締まった肉体を持つその男は、長い足をゆっくりと組み直してから。

『やあ、おはよう諸君。朝の五時から起きて何をしているんだい？』

　と、笑顔を浮かべながら挨拶をしてきた。

『ま、僕も起きてるんだけどね。しかも一時間以上前から。いや、昨日まで生き娘むすめだった女と褥しとねを共にし、ぐっすり眠っていたというのに通信であの人に叩たたき起こされてね。いやはや、あの人の遠慮も容赦もないところは、困ったものだよ』

　朝四時に寝るんじゃなくて、起きるなんて何年ぶりだろうね？　と言って、スーツ姿の男は優雅にコーヒーを飲み始めた。

「…………」

　その男の声のトーンはとても陽気なものではあったが、相手が馬鹿にして良い人間だと判断した上でのふざけた発言であることがありありと伝わってくるので、トキヤはその男のことを嫌けん悪お、するまでには至らないが、言葉を交わすのも面倒な相手であると認識していた。

「……お久しぶりです。グリージョ、さん」

　そして、トキヤ同様異邦人でありながら、軍上層部にあと一歩で到達する立ち位置にいる男の名をトキヤが呼ぶと、その男、グリージョは映像越しにトキヤに視線を向けた。

『ああ、ストレッタが言ってたのはキミだったのか。顔を見て思い出したよ。……しかし、キミ。前に見た時より更にヒョロくなってないかい？　そんなんじゃ、女に裸体を見せるとき恥ずかしいだろう？　キミの母国には細マッチョという素晴らしい言葉があるのだから、仕事の合間にでも、少しは鍛えるといい』

「は、はあ……」

　うん、ほんと、面倒臭い。と、トキヤが死んだ魚の目でグリージョの言葉に相あい槌づちを打つと、グリージョはトキヤとの雑談はこれで終了と言うようにトキヤから視線を外し、指揮室兼通信室にいる人員を確認し始めた。

『それで、強奪された基地から脱出し、その施設に逃げ込んだ人員はこれだけなのかい？　人間が二人にＪＤが五体……いや、一番奥にいる赤髪の子は、に────』

「────ＪＤです」

『……そうなのかい？　ま、いいか。それでは早速だが、この後すぐにキミたちが行うべき作戦について、説明を始めさせてもらうよ』

「は？」

　早速過ぎるだろ。と、トキヤは心の中でグリージョに突っ込みを入れてから、待ってくださいと声を張り上げた。

「すみません、グリージョさん。これからの話をする前に幾つか聞きたいことがあるんですが……」

『うん？　キミは面白いことを言うね。どうして僕がキミの疑問に答えなければいけな……、いや、そうだね、久し振りにストレッタと話せて気分もいいことだし、特別にキミとストレッタの二人分、二つまでの質問をすることを許してあげよう。はは、僕みたいな寛大な心を持った人間が上にいるなんて、キミはとてつもない幸せ者だね？』

「……ありがとうございます」

　……たった二つ、か。

　と、質問の数を制限されてしまったことにトキヤは少し苛つきながらも、質疑応答を完全に拒否されなかっただけマシだ、と考えることで心を落ち着かせ、自分の頭の中に山のようにある質問の中から特に重要度が高い質問を二つ拾い上げた。

「その、俺とレタさん以外の基地にいた人達がどうなったか、わかりますか？」

　そして、トキヤが一つ目の質問をするとグリージョは手元のデバイスに視線を落とし、そこに映し出されているデータに目を遣やった。

『ああ、それについては、報告が入っていたね。確か……あった、これだ。ストレッタ・コンポジション、ハノトキヤの二名を除き、強奪された基地の人員は救出され、現在軍用の大型トラックに乗って首都に向かっている、とのことだね』

「……そうですか」

　同僚達が無事であるという話を聞き、トキヤは安あん堵どの息を吐いたが、すぐに表情を引き締め。

「……わかりました。それで二つ目の質問なんですが、……基地所属のＪＤ達の人格データが入っていた統合知能ライリスは、今、どういう状態なんでしょうか？」

　何よりも知りたいと思いながらも、真実を聞くことを何よりも恐れていたことを両手を強く握り締めながら、トキヤが何とか言葉にすると。

『いや、そんなの────破壊されたに決まっているだろう？』

　グリージョはあっさりと事実を口にした。

　一つ目の質問を真面目に答えたグリージョがこの質問だけ虚偽の返答をするとは考えにくく、その言葉が虚言などではなく、真実であるとトキヤは認識し。

「────」

　トキヤはその場に膝から崩れ落ちた。

「…………」

　声も出せずに床に座り込んだトキヤの胸に渦巻く感情を想像することができた同じ基地の仲間達はトキヤを静かに見守ったが……。

『……え？』

　ここにはトキヤの感情心を全く理解できていない人物が一人、存在していた。

　通信の相手であるグリージョは、この瞬間までトキヤのことを極東出身の無口で冷静な技師と認識しており、敵の軍事作戦の結果、システムが破壊されたことぐらいでトキヤがこれ程までのショックを受けることは想像もしておらず、その表情に驚きを滲にじませた。

『キ、キミ？　急にどうしたんだい？』

　そしてグリージョは先程までの見下しきった喋しゃべり方ではなく、女性を口く説どくときのような、すこし優しげな口調でトキヤを宥なだめようとしたが。

「……どうした、だって？　お前は、何を……何を言っているんだ？」

　それは全く効果がないどころか完全に逆効果で、トキヤはグリージョを睨にらむような目で見つめた。

「わからないのか……？　データ移行をしていない状態で統合知能ライリスが破壊されたってことは、ここにいる奴らを除いてあの基地にいたＪＤは全員死んでしまったということなんだぞ……！　いや、それだけじゃない、破壊された統合知能ライリスに登録されていた他の基地の俺が知らない数千人のＪＤ達も、皆……！」

　そしてトキヤはＪＤ達の死を何とも思わないグリージョに対する憤いきどおりをどこにぶつけて良いのかがわからず、声を荒らげたが……。

「っ……！」

　しばらくしてトキヤの目に理性の光が戻ると、トキヤは一度うつむいてから真っ赤に充血した瞳をグリージョに向け。

「……すみません、暫しばらくは冷静になれそうもありませんので、三十分後にまた連絡をください」

　トキヤは今の自分にできる最大限の配慮を言葉にしてから、グリージョに背を向けた。

「……悪い、少しの間、一人にさせてくれ。……煙草たばこを吸ってくる」

　そして、自分に駆け寄ろうとしたシオンとアイリスを制止させる言葉を発したトキヤは、それから一言も発することなく、部屋を出て行った。

「…………」

　その後ろ姿をトキヤの同僚であるレタは黙って見送った。あの多感な青年を今は一人にさせてやるべきだと思ったからだ。

「あー……」

　だからこの場は自分一人で何とかするしかないとレタは覚悟を決め、一応の上司であるグリージョに向けてトキヤが発した暴言について、どうフォローするかと頭を悩ませた。

「……あのね、グリージョ。羽は野の君は、普段はとても礼儀正しいのよ？　ただ……」

　そして、レタが、────あいつ、無礼。男だし、死刑。とか平気で言いそうなグリージョをどうやって宥めようかと必死で考えながら、グリージョに視線を向けると。

『……ふむ』

　そこには、とても落ち着いた様子で、何か考え事をしているグリージョの姿が映し出されていた。

「……グリージョ？」

　怒り心頭で顔を真っ赤にしていると思っていたグリージョが至って冷静であることを不思議に思ったレタが眉を顰ひそめながらグリージョの顔を見ていると、その視線に気付いたグリージョがレタに瞳を向け。

『ああ、ストレッタ。少し尋ねたいんだが、────今、彼、泣いていなかったかね？』

　そんな、グリージョを知っている人間からすると首を傾かしげてしまうような質問をしてきた。

「……泣いていたわよ」

『そうか。やはり、見間違いではなかったようだね』

「……グリージョ、貴方あなたは昔、女の涙は抱くために見逃せないが、男の涙は利益がないから気付かぬ振りをする。それが自分のモットーだ。と最低な発言をしてなかった？」

『ああ、プライベートではそうだね。男の涙以前に男と接する時間はこの世で何よりも無駄な時間さ。だが────仕事の場では話が変わってくる。会議の場であれ、戦場であれ、涙という最大級の感情の発露を無視することは自殺行為だ。それに何より、僕は今、彼がこの場面で泣いた理由を全く理解できていないことに危機感を抱いたんだよ。この小さな波紋を対処せず見逃せば、後々、大きな津波となって僕を苦しめることになるのではないか、とね。だから、教えてくれるかい、ストレッタ。彼は、今、何故なぜ泣いたんだい？』

「…………」

　そして、グリージョが、らしくない質問をしてきた理由を聞いたレタは素直に、この男、良い直感を持っている。と思った。

　グリージョは下半身を始めとして人格も何もかも全てが緩い人間だが、こういう変に鋭いところがあるからこそ、軍で上の立場にいながらも生き残れているのだろう。と、レタは自分の中でグリージョという人間のデータを更新しながら、その疑問に答えるために口を開いた。

「人間の女にしか興味がない健全な貴方にはわからないでしょうけど、彼は統合知能ライリスが破壊されたことを心から悼いたんでいるの」

『今まで積み上げてきたデータが破壊されたことが泣くほど悔しかったと？』

「呆あきれるほどに見当違いだけど、貴方の立場から考えれば、その理解で問題ないわ。詳細を語ると逆に貴方達の関係の溝が深まるように思うし」

『彼と僕は適度な距離感を保つべきと。わかった、なら、これ以上は聞かないでおこう。キミの判断はＪＤのように正確だからね。信じよう』

　そして、レタとの会話を終えたグリージョは静かに立ち上がり。

『では、僕も三十分ほど休憩させて貰もらおうか。実はこの件のせいで朝起きてからやろうとしていたことがまだできていなくてね。────さて、待たせたね、アマル。昨晩の続きを……』

　と、グリージョが女の名前を呼んだ途端に、同じ部屋にいたと思われる半裸の女性が映像に映ったため、レタは溜ため息いきと共に通信を切った。このまま映像を流していたら、男と女が快楽を貪るだけの行為が映し出されるのが目に見えていたからだ。

「……ま、あのぐらいの方が人間らしいのかもね」

　そして、その呟つぶやきを最後にレタは気持ちを切り替え、この三十分の間に必要な補給物資のリストを作成するために手元のデバイスで作業をしていると。

「……ねえ、シオンちゃん。トキヤくんって、たばこ吸うの？」

「……いいえ、吸われたことは一度もない筈はずです。ただこの施設に保管されている水や食料を点検した際にシガレットを見つけたので、もしかすると……」

　アイリスとシオンの会話が耳に入り、トキヤは酒もまともに飲まない二十歳はたちの青年で、酒と同じように煙草も嗜たしなまないということを思い出したレタがトキヤが先程言った煙草を吸ってくるという発言にアイリス達と同じような疑問を抱くと。

「────はー」

　と、人間のように大きな溜息をつく仕草をしたＪＤ、バルが寄り掛かっていた壁から背中を離し、トキヤが煙草を吸うと考え、動揺しているシオンとアイリスに話しかけた。

「シオンもアイリスも技術屋さんの一挙手一投足を気にしすぎですって。大丈夫ですよ。技術屋さんは煙草を吸いに出て行ったんじゃないと思います」

　そして、バルはシオンとアイリスにトキヤは煙草を吸いに行ったのではないと断言し。

「たぶん、技術屋さんは、煙草を線香の代わりにするつもりなんでしょうね」

　トキヤが現在、施設から出て、外でしている事を言い当てた。

「バルちゃん、センコウって、何？」

「線香というのは、簡単にいうと、この世を去った存在の事を思う際に焚たくお香です。技術屋さんの生まれた国にある文化ですね。……ま、今は、そっとしておいた方が良いとバルは思いますよ。線香の代わりに煙草をあげるなんて本当は言語道断ですけど……」

　今は、今だけは────

　と、何処どこか遠くを見つめながら呟くバルＪＤのその表情は、複雑で、曖昧で、とても深く、まるで本物の人間のようだった。




　　　　□




　煙草を吸ってくると言い残し、トキヤが部屋を出てから、丁度三十分後。

「────」

　落ち着きを取り戻すだけではなく、普段以上に表情を引き締めたトキヤが部屋に現れ。

「お待たせして申し訳ありませんでした」

『いや、構わないよ。こちらも少し休憩ができて、スッキリしたからね』

　トキヤは部屋に入るなりグリージョとの会話を再開した。そして、トキヤ達がこれから行う作戦の説明のため、映像に幾つかの資料を映し出す作業をすぐに終わらせたグリージョは、長い足を組み直し。

『それじゃあ、まずは、今の状況を簡単に説明しようか』

　トキヤ達に現在の政府の状況を語り始めた。

『キミ達のいた基地を反政府の連中が急襲してからまだ半日も経たっていないが、この国の情勢は大きく変わった。国が複数保有している統合知能ライリスが一つ破壊されたことにより、襲撃された基地所属のＪＤだけでなく、国の所有するＪＤのほぼ半数が行動不能となった。反政府の連中と違い、量より質のスタンスを取っていた我々は流石さすがに手数が足りなくなり、大規模な作戦変更と拠点防衛のため、残存戦力の六割を首都に集結させることになった』

「……つまり、自分達も首都を目指して移動をすればいいのでしょうか？」

『ははは、キミ、わかっていっているだろう？　そんなことは有り得ないと』

「…………」

　トキヤはそのグリージョの問いに無言を貫くことで肯定を示した。

　そう、只ただの技師とはいえ、トキヤもそのぐらいは理解していた。グリージョのような地位の高い人間が非常時に自分のような末端の人間と長々と会話をしているのだ。これはそんな単純な話ではないと。

　だが、それでもトキヤは淡い期待を言葉にしてみたのだが、それは一蹴され。

『キミ達に与えられた作戦は、────基地の奪還作戦。というやつだね』

　地獄のような作戦がトキヤ達に言い渡された。

「……基地の奪還。それは、自分達が所属していた、あの基地ですか？」

『それ以外に何があるんだい？　あの基地には起動不能になっているとはいえ、ハイスペックなＪＤのボディが大量に残されている。それを反政府にバラして使われたり、直接データを入れられて活用される前に基地の奪還ないし、破壊を行う。それがキミ達がこれからやるべき仕事だ』

「それは、ＪＤによる戦闘が必須の作戦と捉えてもいいでしょうか？」

『もちろんだね』

「なら、まず何よりも優先してお願いしたいことがあります。破壊されていない他の統合知能ライリスに、ここにいるＪＤ達の人格データを納いれさせてください。それからならば、どれほど困難な任務でもうちのＪＤ達が完遂してみせます」

　そして、作戦に戦闘が必須であることを把握したトキヤは、ある企たくらみを心に隠し、ポーカーフェイスでグリージョに要望を出したが。

『ふむ。────それは許可できない』

　グリージョはその要望を間を置かずに却下した。

「……何故です」

『統合知能ライリス内のＪＤの人格データは改かい竄ざんが絶対に不可能だと言われている。だが、ＪＤのボディ内部の記憶装置に入れた人格データは第三者が手を加えることが可能だ。そんな危険性を孕はらんだ人格データを統合知能ライリスに納れることは許可できるはずもない。……というか、こんな常識、技師のキミが知らない筈がないよね？』

「すみません、ど忘れしてました。そして、非常識と言われても言葉を重ねさせて貰います。どうか、ここにいるＪＤ達の人格データを統合知能ライリスに納れさせてください。こいつらはボディに人格データを入れてからは殆ほとんど敵と接触していませんから、改竄は……」

『ＪＤの技師として、絶対に有り得ないと言えるのかい？』

「…………」

『……ふう、まあ、肩の力を抜きたまえ。この言い合いは無意味だ。これは綱紀なのだからキミと僕で変えることなんてできないよ。そこにいるＪＤ達の人格データを統合知能ライリスに納れるのは、こちら首都に来て、スキャニングを受けてからだ。だから、少なくともこの作戦の間は、そのままの状態で戦闘をさせたまえ』

「……っ」

　そのグリージョの真っ当な発言を聞き、トキヤは歯を強く食い縛った。

　トキヤ自身、今の会話でグリージョは、この国に仕える人間として間違ったことは何一つ言っていないということをよく理解していた。

　だが。

　……間違っているとわかっていても、退ひけるわけがないだろうが……!!

　もう、これ以上、一人たりとも失ってなるものか。その一心でトキヤはグリージョに抗議をしようと口を開いたが。

「……シオン？」

　トキヤが紡つむいだ言葉は、自分の肩に優しく手を乗せた銀髪のＪＤの名だった。

「……トキヤ様、ありがとうございます。ですが、私達は大丈夫です」

　そして、シオンは自分達を守ろうとしてくれたトキヤに感謝の言葉を述べてから後ろを向き、その動きにつられトキヤも後ろを向くと。

「……お前達」

　そこには、サンが元気よく、バルがからかうように、カロンが優しく、それぞれの、らしい笑みを浮かべていた。そんな三人の姿を見てから、トキヤが隣にいるシオンに視線を戻すと、シオンは力強く頷うなずき。

「────どうか、私達の力を信じてください」

　そう、トキヤに訴えた。

「…………」

　こんな状況でも、シオン達に戦いへ赴こうとする強い意志を感じ取ってしまったトキヤは。

『……そろそろ、話を続けてもいいかい？』

　そのグリージョの言葉に、小さく頷くしかなかった。

『それで、キミ達が奪還すべき基地の現状は……、んー、言葉で説明するよりも』

　これを見て貰った方が早いか、と呟いたグリージョが手元のデバイスを操作すると、映像に数枚の画像データが大きく映し出された。

『これらは衛星写真や偵察隊が撮ってきた画像データで、取り敢あえず、一番上の画像を見て貰えるかな。真ん中にあるのが強奪された基地で、三つの方角に線状の光が見えるだろう？　これ全部が反政府のＪＤ部隊で、あの基地で合流しようとしているんだよね。いやあ、ほんと、大変なことになってしまったよ』

「……自分はこういう話については素人しろうと同然なので見当違いのことを言っていたら申し訳ないんですが、自分にはこの三つの部隊それぞれに基地を襲った部隊と同等の数のＪＤがいるように思えるんですが……。これはＪＤの部隊で攻撃するよりも、無事だった基地、もしくは首都からのミサイル攻撃の方が遥はるかに有効なのでは？」

『残念ながら既に弾道弾Ａ迎撃ミＢサイルＭ装備のＪＤが的確なポイントに配備されている。しかも、しっかり護衛がついているから、ＡＢＭ装備のＪＤだけを破壊してミサイル攻撃というのも難しいとのことだね。まあ、ストレッタが開発に関わった兵器を使えば、一瞬で片付くらしいけれど、上がそれを動かすのは時期尚早と判断したから、キミ達に頑張ってもらうしかないということになったんだよ。……とは言っても、流石にこれだけの数の敵の中にキミ達だけで突っ込め、なんて無茶は言わないけれどね』

「……そう、なんですか？」

『うん？　当たり前だろう？　なんだい、もしかして、キミの目には僕が勝算のない戦いに身を投げろと命令するような、愚かな人間に見えているのかい？』

「…………」

『何故なぜ、黙るのかな……？　まあ、話を続けようか。先程から何度も言っている通り、キミ達がするべきは基地の奪還。だが、それは最終目標であり、喫緊の目的ではない。キミ達がまずすべきことは、────敵前線基地の強奪だ』

「……敵前線基地？」

『ああ、左下の画像データに映っている施設がそれさ。そこから敵部隊が出撃し、キミ達の基地を襲ったとのことだ。そして、出撃した敵部隊がその前線基地に戻った形跡はないとの報告を受けている』

「……つまり、敵が放棄した基地を占拠しろ、ということですか？」

『正確にいうと、敵はまだその前線基地を放棄はしていない。ある程度のＪＤが残っていると推測されているからね。だが、キミ達だけで十分に対応できる数だと判断された。キミ達は武装などの補給を受け取った後、敵前線基地を襲撃し、前線基地を確保。その後、そこを一時的な拠点とし、首都からの本格的な増援と共に我々の基地を取り戻す』

　それが作戦の大まかな流れさ。という言葉を最後に大体の話を語り終わったのか、グリージョが口を閉ざしたので、トキヤは目を伏せ、その作戦について考えてみることにした。

　……手薄になった敵の前線基地の略奪か。確かに敵部隊が集まっている基地の奪還よりは成功の可能性が見える作戦だ。

「…………」

　だが、果たして、そう上手うまくいくのだろうか。と、トキヤの脳裏に幾つかの不安要素が過よぎった。

　……基地を脱出する際に遭遇したディフューザー。あれの使い手はどこにいる。それに何より……。

「グリージョさん。先程、補給の話が少し出ていましたが、その補給に戦術特化ＪＤは含まれているのでしょうか？　ここにいるＪＤの中に戦術特化のＪＤはいないので、統合知能ライリスが使えない今、最低でも二人は欲しいのですが……」

　そして、トキヤはまず最大の不安要素である、戦術特化ＪＤの不在についてグリージョに相談した。シオン達が如何いかに強力なＪＤであろうとも、戦闘の際に戦略、戦術が一切なければ、その力を半分も発揮できないのだ。

　故に、トキヤは戦術特化ＪＤの増員が何よりも優先すべきことであるとグリージョに訴えたが。

『ああ、その件については既に解決済みさ』

　どうやら、グリージョもその事を重要視していたらしく、戦術特化ＪＤの手配がもう済んでいるような言葉を口にしたため、トキヤは安あん堵どから大きく息を吐き。

『何故なら、今回の作戦中は────キミがＪＤ達を指揮するのだからね』

　そのグリージョのあまりにもふざけた発言を聞き、トキヤは息を吸い込むことを忘れ、思いっきり咳せき込んだ。

「……あの、グリージョ、さん？　それ、全く面白くないですよ？」

『それはそうだろうさ。冗談で言ったつもりはないからね』

「……は？」

『これはあの人直々の命令でね。今回の敵の動きはあまりに異様で、ＪＤの作戦とはとても思えない。つまり、人間が立てた作戦だとあの人は考えて、こちらも人の指揮の下、ＪＤを動かして対抗してみようということになったんだよ。それで、白羽の矢が立ったのがキミということさ』

「あの人が俺に……？　い、いや、幾らあの人の考えでもこればっかりは……！」

『んー、僕に文句を言われてもね。これは決定事項だし。……さてと、それじゃあ僕もやることが色々とあるからそろそろ失礼するよ。必要な補給物資はストレッタのデバイスに補給部隊の連絡先を送ったから、そっちと相談してくれたまえ』

「は？　いや、ちょっと待ってください……！」

『ああ、それと僕には意味がよくわからなかったが、あの人曰いわく、敵の中にはネイティブという種類？　のＪＤがいる可能性があるから気をつけろ。だそうだよ？』

「……敵に、ネイティブがいる、だって？　それじゃあ、やっぱり、あのディフューザーは……。あのグリージョさん、その話、もっと詳しく……！　おい、グリージョ……！」

　そして、グリージョの口から、下手をしたら戦術特化ＪＤの有無よりも重要な単語が飛び出し、トキヤはその詳細を聞こうと、グリージョの名を何度も呼んだが、既にグリージョが映っていた映像は消えており、通信を繫つなげてくれていたレタが首を横に振っている姿を見て、トキヤはグリージョとの通信が完全に切れてしまったことを理解した。

「……敵にネイティブ。その上、技師の俺がＪＤを指揮するだって……？」

　そして、トキヤは自分に課せられた責任の重さをひしひしと感じ、暫しばらくの間、その場に呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。
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「……悪い、信じられない話の連続で少しばかり脳がショートしてた」

　グリージョとの通信が切れてから、約三分後。何とか自分を取り戻したトキヤは、部屋の中にいる全員に向けて語りかけた。

「…………」

　そして、トキヤは最初に、同僚とはいえ自分よりも年上で、国内の事情に精通し、更に首都の地下で極秘の兵器開発にも関わっているスーパーウーマン、レタに視線を向け、助けを求めたが。

「作戦に関しては、羽野君に全部お任せ。そういうのは、あたしの柄じゃないから」

　と、ぶん投げられてしまったので、トキヤは溜ため息いきを吐ついてから、ＪＤ達に視線を向けた。

「先の俺とグリージョの話は、全員聞いていたな？　作戦について色々と話し合いたいところだが、まずは最大の問題を解決したい。それは────俺がお前達の指揮をするという馬鹿げた話についてだ」

　そして、トキヤは銀髪のＪＤ、シオンの瞳を真まっ直すぐに見つめ。

「上に報告するときは俺がやったということにするが、実際の作戦指揮はシオン、お前がやってくれ」

　トキヤは自分が最も信頼するＪＤ、シオンに作戦の指揮を一任した。

「私が、ですか……？」

　最初は自分が指名されたことに少し驚いたような表情を見せたシオンだったが、小さく頷き。

「申し訳ありませんが、お断りさせていただきます」

　シオンは、そのトキヤの我わが儘ままを拒絶した。

「ああ、頼────は？」

　シオンならば二つ返事で了承してくれると考えていたトキヤは断られるとは夢にも思っておらず、平時ならばその場に蹲うずくまってしまうようなショックを受けたが、何とか踏み止とどまり、シオンの紫の瞳を見つめた。

「……何故だ、シオン。お前も知っての通り、人間は皆、ＪＤに対して偉そうにしているが、多くの分野でＪＤよりも劣っている。ＪＤの苦手分野が一切関わってこない戦略戦術、戦闘指揮なんてその代表例みたいなものだ。ＪＤに勝る戦闘指揮ができる人間なんて、この世にいないぞ」

「…………」

　そのトキヤの言葉はこの世界での常識といっても過言ではなかった。

　例えば、世界最高の数学者と呼ばれるような人間でも、巨大な黒板に書かれた千問の数式を一秒で解くことはできない。だが、ＪＤはその千問の数式を一秒、いや、一瞬で解くことができるのだ。

　その千の数式を戦場のデータに置き換えれば、人間の判断よりも素早く正確に戦闘指揮ができることは明らかであり、戦況が変わるというリアルタイムのデータ更新もＪＤならば何百時間であろうとも不眠不休で対応できる。だから、たとえ、戦術特化のＪＤでなくてもシオンならばまず間違いなくトキヤよりも遥かに優れた戦術を立てることが可能だろう。

「…………」

　そして、シオンもその事を理解していたが、それでも首を横に振り。

「トキヤ様、今回の敵の指揮は、私では打ち破ることができないのです。けれども、トキヤ様ならば────勝利することができます」

　優れたＪＤではなく、劣る人間だからこそ、勝機があると断言した。

「……それは、どういうことだ？」

「先程、トキヤ様達が通信で話されていた通り、おそらく、今、敵を指揮しているのは戦術特化ＪＤではなく人間です。敵が戦術特化ＪＤであるのならば、私が指揮をしても何の問題もないのですが、人間が相手となるとかなり厳しい戦いになると思われます」

「ＪＤが人間に戦術で負けるっていうのか……？」

「この感覚、うまく言語化できないのですが……、相性が悪い。という言葉がニュアンス的には一番近いと思われます」

「……相性が悪い、か」

「はい。……それに私は既に一度、負けているのです。先の戦いで敵の狙いに気付くのが遅れに遅れた結果、私は、自分とサン達三人を守るのが精一杯で、基地の殆ほとんどのＪＤを守ることができませんでした」

　完全なる敗北でした。と、シオンは申し訳なさそうに目を伏せた。

「…………」

　……確かに基地を襲った連中の動きは総玉砕前提の特攻にしか見えなかったからな。あんな、いかれた戦法を取られたら、ＪＤの方が余計に混乱してしまうかもしれない。

　トキヤはシオンを見つめながら、シオンが語った話について真剣に考え、馬鹿の相手は馬鹿がするのが丁度良いのかもな。と、人間の自分が指揮を執るのが本当に有効なのかも知れないと思い始めた、その時。

「それに、トキヤ様に戦いの指揮をして頂きたいと、私が思っているのです」

　静かに顔を上げたシオンが、そんな言葉を口にした。

「シオンが、俺に指揮を……？」

「はい。……今の私は、人格データを統合知能ライリスという揺り籠の中にではなく、この身に宿しています。身体からだが壊れればそれで終わり。そんな人と酷似した状態にいるためなのか、私は今、私の運命を人に────トキヤ様に委ねたいと強く思っているのです」

　少し、おかしくなってしまったのかもしれません。と、シオンは珍しく、にが笑いの表情を浮かべた。

　そして、そんなシオンの顔を見たトキヤは。

　……シオンの理屈と意志が合わさった具申。……無視なんかできるわけがないな。

　ふう、と、観念したように大きく息を吐いてから、トキヤは身体を少し動かし、シオン以外のＪＤ達の方を向いた。

「サン、バル、カロン。お前達はどうなんだ？　俺が戦闘指揮をすることに不安はないのか？」

「え？　ないよ？」

「んー、そうですねー。バルはサン程、技術屋さんを信頼してませんけど、シオンの意志を尊重したいですから、今回は素直に指示に従ってあげます」

「カ、カロンも、嫌じゃ、ないです……」

「……そうか」

　そして、三人の迷いのない肯定の言葉を聞いたトキヤは覚悟を決め。

「わかった。────敵前線基地の攻略作戦は俺が指揮を執る」

　トキヤはこの作戦を誰も死ぬことなく終わらせるために、ＪＤ達の長おさになると宣言した。

「全員、異存はないな？」

　そして、その自分の言葉に頷うなずくＪＤ達を見ながら、トキヤは。

「…………」

　自分の視界の隅に見える、左手を高く挙げている存在に対して、どう言葉を掛けるべきかと、冷や汗をながしながら必死に考え続けていたのだが。

「……？　トキヤー、アイリスが手を挙げてるよー？」

　トキヤが最適解を見つける前に、気付いてないの？　と、首を傾かしげたサンがその人物の名前を呼んでしまったため、トキヤは観念して、手を挙げている人物と視線を合わせ。

「お、おう……、アイリス。どうかしたか……？」

　トキヤはその人物、赤い髪と青い瞳が特徴的な自称ＪＤ、アイリスの名を呼んだ。

「…………」

　自分の名前を呼ばれると、アイリスは手を下げてからトキヤに少し近づき、ゆっくりと、その尖とがらせていた口を開いた。

「ねえ、トキヤくん。わたしね、戦う覚悟はあるかー。って、トキヤくんがみんなに聞いてたこと、最後トリに聞かれるのかなーって、凄すごくワクワクして待ってたんだけど、……なんで声を掛けてくれなかったの？　……まさか、わたしだけお留守番、なんてことはないよね？」

「……そ、それは状況次第、というか……」

「……やっぱり、わたしを出す気がなかったんだ。なんで？　わたしが鋼の獅子あの子がいないと戦場に立てないぐらい脆もろいＪＤだから？　もしそうなら、さっき、補給物資の話をしてたよね？　鋼の獅子を首都から送って貰もらうことって、できないのかな？」

「う、ん……、パーツを送って貰うことはできるだろう。だが、あの獅し子しの形態にするにはかなりの技術が必要で、並の技師では造ることすら難し……」

「兵器なら何でも作れるレタさんがここにいるよね？」

「いたなー。なんでもつくれるレタさんいたなー。部品と器具さえあれば一晩といわず、数時間で獅子作れちゃう人いたなー」

「ふざけないで」

「……すまん」

「……トキヤくん。どうして、わたしを出してくれないの？」

「…………」

　そして、最初は怒っていたアイリスだったが、トキヤが何かと理由をつけて自分を戦場から遠ざけようとしていることに気がついてからは、その声音はただただ悲しいものになり、その目には涙が溜たまり始めていた。

「ア、アイリス……」

　そんなアイリスを見たトキヤは、もう右往左往することしかできない木偶でくの坊ぼう以下の存在に成り果て────

「────トキヤ！」

　そんなトキヤを叱りつけるような、大声が部屋中に響き渡った。

　その声の主は、人間のレタでもなければ、ここにいるＪＤのリーダーであるシオンでもなく。

「……サン？」

　金髪と碧みどりの瞳を持つ、とても明るい、それこそアイリスによく似た性格をしているＪＤ、サンだった。

　サンは頰を膨らませることで怒りを表現しながら、部屋の中を歩き始め。

「……むー」

　不服そうな表情をトキヤに向けながら、アイリスの隣に立ち。

「えっ……サン、ちゃん……？」

　サンは、ぎゅっとアイリスの身体を抱き締めた。

　そして。

「トキヤ！　これは、ちょっと、酷ひどいと思うな！」

　サンはアイリスの身体を抱き締めたまま、トキヤを強く叱りつけた。

「お、おう……？」

　無邪気で明るいＪＤのサンから本気で怒られるという想定外の出来事に先程とはまた違う理由からトキヤの思考が止まり、その間にサンが言葉を続けた。

「サンはね、アイリスのこと大好きだけど、正直にいうと、アイリスのことを羨ましいなあって、ずっと思ってた。……だって、アイリス、いっつもトキヤに心配されてるんだもん！　いっつもトキヤ、アイリスばかり見てるんだもん！　アイリスが一番大事にされてて、ずるい！　と思ってた！」

「……サン、ちゃん」

「けど、今の二人の話を聞いてて、何か違うって思った！　トキヤは大事にする方法を絶対に間違えてる！　これじゃ、逆にアイリスが可か哀わい想そうだよ……！」

「……サン、お前」

　そのサンの悲痛な叫びに、トキヤは心打たれ、同時にサンがこれ程までにアイリスのことを思っていてくれたことに、心の底から感謝した。

　そして、サンの一喝で気持ちの整理が付いたトキヤは、何にしても曖昧な態度をとってしまったことを二人に謝罪しなくてはいけないと考え、すぐに口を開いたのだが、それよりも早くサンが次の言葉を繰り出し。

「アイリスはサン達と同じＪＤで、しかも、戦いたがってるんだよ!?　多少、装甲が脆くたって戦場に出させてあげることが、アイリスのためになるんじゃないのかな!?」

　サンが、トキヤの心に、なにか、とても引っ掛かる発言をした。

「…………」

「……？　トキヤ、何か急に変な顔になったけど、どうかした？　え、バル、何？　こっちに来い？　なんで？」

「…………」

　サンはとても無邪気なＪＤであり、バルのように腹芸をすることは不可能だと、トキヤは断言できる。

　そして、そんな真まっ直すぐなサンが、本気で先の台詞せりふを言っていた。それはつまり。

　……サン、お前、まさか、本気でアイリスのことをＪＤだと……。

「……そろそろ、潮時かもね。羽野君、こんな状況で下手に誤魔化すと、アイリスちゃんとサンちゃん。二人で戦場に行っちゃうかもしれないわよ？」

　背後からレタの最悪を想定した囁ささやきが聞こえ、トキヤは強く目を瞑つぶった。

「…………」

　……整った設備。政府軍という真っ当な肩書き。潤沢な予算。そして何よりも圧倒的に有利な戦況に甘え、この問題を先延ばしにしてきたが……。……この状況では、今のままじゃ、誰がいつ死んでもおかしくない。昨日までは当たり前にできると思っていた、いつか話す。なんてことが明日にはできなくなっているかもしれないんだ。

　だから────

「────」

　そして、心の中で大きな決断をしたトキヤはゆっくりと目を開き。

「……トキヤ、くん？」

　トキヤはアイリスと視線を合わせ。




「……アイリス。聞いてくれ。今まで隠していたが、お前は、ＪＤじゃない。俺と同じ、────人間、なんだ」




　アイリスを知る者なら、サン以外誰もが知っていた周知の事実を、これ以上はないというぐらいの険しい表情で言い放った。




　　　　□




　────その邂かい逅こうは、本当に偶然だった。

　愛した存在とは全く別の存在だとわかっていても……、無視することは決してできなかった。……できるわけがなかったんだ。
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　　　　□




「……じゃあ、話して貰えますか技術屋さん」

「……ああ」

　自分が人間であると言われ戸惑うアイリスとオロオロするサンの姿を見て、バルがトキヤに『もうちょっとわかりやすく説明するのが技術屋さんの仕事で、責任でもあるんじゃないんですか？』と話しかけ、トキヤは危険な戦闘の前に、統合知能ライリスにはない情報を共有すべきだとも考え、そのバルの提案に頷いた。

　そして、『あたしは自分のことを話すことができないから』と言ってトキヤの過去を聞くことを辞退したレタが席を外した後、トキヤは。

「俺が日本にいた……日本から逃げてきたことは、知っているよな？」

　アイリスがここにいる理由を説明するのに必要な情報である、自分の過去を静かに語り始めた。




　────小さな頃から自分が典型的な機械オタクだったこと。




　────学生の時に自分のＪＤを苦労して入手したこと。




　────そして、手に入れたＪＤを大切なパートナーとして心から愛してしまったこと。




　そういった過去の出来事を最初は穏やかな表情で語っていたトキヤだったが、話が進み、過去が今に近づくにつれ、トキヤの表情は暗くなり、口調も重くなっていった。

「……それから俺は、これからずっと俺のＪＤ、アヤメと一緒に日本で静かに、穏やかに日々を過ごしていくんだと思っていた。……だが、そうはならなかった。……俺とアヤメは近年では最悪の被害を出した震災、中部断層帯大地震に巻き込まれてしまった。そして、その時にアヤメは、俺を……俺を守って……」

「……トキヤくん」

「……っ」

　アイリスに自分の名を呼ばれて、自分が泣きそうになっていることに気づいたトキヤは、涙を堪こらえるために上を向き、暫しばらく呼吸を止めてから話を再開した。

「……今言ったのが、俺がこの国に来る前の話だ。その後、俺はアヤメとの思い出がある日本にいられなくなってこの国に来るわけだが、今の話がアイリスにどう関わってくるかというと……論より証拠か」

　アヤメの写真を見ればすぐにわかる。と、トキヤはデバイスを操作し、一枚の画像を表示した。そして、そこに映し出された人物は。

「これ、わたし……？」

　と、アイリスが見間違い、その場にいたＪＤ全員が驚きょう愕がくし言葉を失う程に、アヤメの姿はアイリスにそっくりだった。

「アヤメは、おそらくアイリス、お前を模して造られたＪＤだったんだ」

「わたしを、模す……？」

「ああ、そうだ。国によっては罰せられることもあるが、亡なくなった家族や友人そっくりのＪＤを特注で作るってのは、それほど珍しい話じゃないんだ」

「亡くな……え？　……もしかして、わたし、死んでたの？」

「いや、違う。アイリス、お前は別に死んでたわけじゃない。ただ、眠っていただけなんだ。……一昔前の、冷凍施設でな。……そして、俺のＪＤ、アヤメにそっくりのお前を放っておけなくて、俺が独断で目覚めさせたんだ」

「冷凍施設……？」

「ああ、お前を目覚めさせる前に、少し調べさせて貰もらったんだが、脳にダメージを受けた形跡があった。おそらく当時の医療技術では対処できなかったから、お前を一時的に冷凍施設に入れたんだと推測できた。そして、その後、お前の親族がお前を模したＪＤを作り、それが何らかの事情で日本まで来て、俺が手に入れたんだ」

「……そう、なんだ。うん、トキヤくんがわたしを目覚めさせてくれた理由はわかった、ような気がする。……けど、わたしが自分の事をＪＤだって思い込んでいた理由が全くわからないんだけど、それは、どうして？」

「おそらく、一種の刷り込みだと医者は言っていた。過去の記憶が完全に消えるほどの損傷を受けていた脳を修復、治療し、目覚めたばかりの一番刺激に敏感なとき……、アイリス、お前は、自分が何を見たか覚えているか？」

「え？　目覚めたばかりの時……、うん、覚えているよ。目覚めた場所の近くでＪＤが戦闘を始めたから、すぐに避難することになって、その途中で、ビルの下でＪＤの女の子達が戦っているのが見えて、その後、窓ガラスに映ったわたしを見たら、あの子達にそっくりだなって思って……」

「……きっと、その時に、お前は自分のことをＪＤだと誤認してしまったんだ。……だが、これは洗脳でも何でもないから、周りが指摘すれば、すぐにでも間違いに気付くはずだったんだ。そして、専門の施設や他国の病院でリハビリをするという選択を取ることもできた。けれども、そうしなかったのは、そうさせなかったのは……、俺が、お前に側そばにいて欲しいと思ったからだ」

　俺が、ただただ弱かったんだ。と、トキヤは己の選択を恥じ、アイリスに向かって深々と頭を下げた。

「…………」

　そして、それから暫くして顔を上げたトキヤは、ゆっくりと口を開き。

「……アイリス、お前が乗る鋼の獅子のパーツの手配はする。だが、自分がＪＤではなく、人間だということを考えた上で、ＪＤとの戦闘をこれからも続けていくかを決めてくれ。そして、もし、普通の人間の生活をしたいというのなら、俺の生まれた国に家を一軒用意するからそこで自由に暮らしてくれ。何、人一人の一生を支えるぐらいの蓄えはあるからな。問題ない」

　トキヤはアイリスにこれからの生き方を決めて欲しい、と、静かに告げた。
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　瞳に映るのは、いつもと変わらない、青すぎる空に、灼しゃく熱ねつの太陽。

　けれども。

「……今日は、涼しいな」

　と、汗を殆ほとんどかいていないトキヤが砂漠の上でポツリと呟つぶやいた。

　気温が50度を超える時と同じ月、同じ時間帯、同じ天気でもこの砂漠では時々、こういう涼しい日があるんだよな。と、砂漠を奔はしる風を全身に浴びながらトキヤが今度、暇になったら砂漠の気候について調べてみようとぼんやり思っていると。

　雲一つない青空に轟ごう音おんが響き渡り、巨大な影がトキヤを覆い隠した。

　巨大な影の正体、それは大型の軍用輸送機で、トキヤの頭上を通り過ぎたその輸送機は次々と指定ポイントにコンテナを投下していった。

　そして、その輸送機の姿が見えなくなると、また次の輸送機が、更にその次の輸送機が……と、何機もの輸送機がコンテナを投下し続け。

「……凄すごい物量だな」

　最終的にはコンテナが何もなかった砂漠の上を埋め尽くすような数となり、トキヤはその数の多さに少し引いてしまった。

「……これ、必須の補給物資以外の、可能ならばって頼んだ物資も全部送られてきたな。首都の連中は俺達にどれだけ期待……いや、違うな」

　これは単に大量に余っているからだ。と、トキヤは過剰に物資が送られてきた理由について考えた。

　……国が保有する統合知能ライリスの一つが破壊されたことにより、半数近くのＪＤが行動不能に陥り、ＪＤが使う武装の多くが無用の長物となってしまっているからな。半分、厄介払いのような感じで送ってきたんだろう。

「ま、ありがたいことなのは間違いないがな」

　理由はどうあれ、存分に活用させてもらう。と、トキヤが送られてきたコンテナに向けて歩き出そうとしたその時。

「んー、外がやけに五月蠅うるさいと思ったら、まさかの戦略輸送機の運用ですか……。あんなに大きい輸送機が使えるなら、爆弾を積んで敵の上に落とせばいいのに。そうすれば、バル達もだいぶ楽ができると思うんですよねー」
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　という声が背後から聞こえ。

「ＪＤがまともな武装をしていたら航空機なんて簡単に墜おとされてしまうからな。今の時代、爆撃機は現実的じゃない」

　今の輸送機だって墜とされないように反政府が攻撃できない国境ギリギリの複雑な空路できたんだぞ。と、トキヤはその声に返事をしながら振り向き。

「それで、何か用事か？　バル」

　トキヤは、サンとカロンを連れて自分に近づいてきたバルと視線を合わせた。

「ええ、あの輸送機が色々とバルの想定以上だったので、技術屋さんの能天気度をチェックしにきたんです」

「……能天気度？」

「技術屋さん、今の輸送機、大きかったですねー。エンジン音、迫力がありましたねー。ステルス性なんて殴り捨てたかのような形状してましたねー。そして、何よりも、遠くからでもハッキリわかるようなコンテナ投下をしましたねー」

「ああ、そうだな」

「────どう考えても、敵にこの場所、バレましたよ!?」

　と、珍しくバルは声を荒らげ、トキヤに危機を伝えたが、トキヤは動揺することなく、落ち着いた声でバルに大丈夫と囁ささやき。

「少し前にな、敵の大部隊は俺達の基地に籠ろう城じょうを決め込んだ可能性が極めて高いと首都からの連絡があったんだ」

　トキヤは敵に位置がバレても問題ないと判断した理由を語った。

「……それ、首都の戦術特化ＪＤの予測ですよね？　現場を直じかに見てない連中の判断は今一信用できませんね。その予測が外れ、こちらの準備が終わる前に敵が攻めてきたら、どうするんですか？」

「そうしたら作戦もこの施設も放棄して首都へと逃げる。作戦開始前に奇襲を受け、作戦実行が不可能になるほどの打撃を受けたと報告すれば、反逆罪に問われることもないだろ」

「……そこまで考えているのなら、まあ……」

　そして、話を聞き、トキヤが考えなしの行動をしているわけではないと判断したバルは、肩から力を抜いた。

「……というか、技術屋さん。もしかして、危険な作戦をせずに首都に逃げるために、敵に襲撃されることを狙ってません？」

「さあな」

　それに関しては、ノーコメントだ。と、とぼけるトキヤを見て、バルは表情を崩して笑った。

　そして、笑うバルの姿を確認してからトキヤは、少し視線を動かし。

「どうした、サン。元気がないな」

　バルとカロンの陰に隠れるように立っているサンに優しく声を掛けた。

「……トキヤ」

　サンの表情からはいつもの太陽のような輝きが消えており、その理由について大体の見当がついていたトキヤは、サンの笑顔を取り戻すための言葉を紡つむごうとしたのだが。

「────ごめんなさい、トキヤ」

　トキヤが語り出す前に、サンが謝罪の言葉を口にした。

「サンは今まで、アイリスのこと、本当に本当に、ＪＤだと思ってたんだ。だから、あの時、戦わせないのは可か哀わい想そうだと思って、けど、アイリスが、トキヤとおんなじ人間だって、知ってたら、サンは、サンは……」

　そして、サンは声を震わせながら、謝罪の言葉を続けたが。

「……トキ、ヤ？」

　いつも明るく笑っているサンの怯おびえきった表情をこれ以上、一秒だって見たくなかったトキヤはサンの頭にそっと手を乗せ、サンの謝罪を強制的に終わらせた。

　そして。

「大丈夫。俺もアイリスもサンのことを嫌いになんかならないさ。だって、サンは何も悪いことをしてないからな」

　トキヤは、サンには一切非がないという、当たり前の事実を口にした。

「で、でも……」

「というかな、サン。お前は悪いことをしてないどころか、良いことをしてくれたんだ。ぐだぐだしてた俺に踏ん切りをつけるチャンスを、お前がくれたんだ。感謝してる。本当にありがとな、サン」

　そして、トキヤが感謝の言葉を重ねながらサンの頭を撫なでていると、その光景を横で見ていたバルが口を大きく開け。

「けど、技術屋さんも、ほんと、うまくやってましたよねー。アイリス、普通にＪＤとして登録してたんですよね？　どうやって首都の連中をだましてたんですか？　その秘ひ訣けつ、後学のために教えて貰もらえると、バル、とても嬉うれしいんですけどー」

　と、バルはいつも以上に軽い口調でトキヤに話し掛け、トキヤはそのバルの思惑を察した。

　バルはアイリスが人間だという事実を軽く扱うことで、サンにこの話は大したことじゃないということを理解させようとしているのだと。

「ふん、お前が悪用できるような方法は使っていないぞ。物は試しと、取り敢あえず人工筋肉ヒューマン搭載型フェイカーとして登録してみたらな。……普通に通ったんだよ。いや、うん、あの時は俺も流石さすがにビビった。審査が杜ず撰さんすぎるだろと」

　そして、バルの思惑に気付いたトキヤも、バルと同じように、とても軽い口調でアイリスについて話し始め、二人はまるで漫才をするように喋しゃべり続けた。

「ふふっ……」

　そして、サンの隣に立つカロンが二人の話を聞いて、小さく笑うと、その微ほほ笑えみにつられるようにサンの表情が、少しずつ変わり始めた。

　トキヤが娘思いの父親のように。バルが口うるさくも優しい母親のように。カロンが温厚な姉のように。それぞれがサンのことを思ったのだ。

　その結果が悪い方向へと向かう事なんて、決して、ありえる筈はずがない。
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「…………」

　……さ、流石に喋り疲れた。

　サンを元気付けるための軽口の応酬をバルと十分以上続けたトキヤは、乱れた呼吸を整えるために、三人から少し離れて休憩をしていた。

「…………」

　今、トキヤは徹夜で仕事をしたときの何倍もの疲労を感じながらも充足感を得ていた。

　トキヤの視線の先では、サン、バル、カロンが他愛ない話をしながら楽しそうに笑いあっていた。

　普段の調子に比べれば、流石にまだ少しだけ元気が足りないような気もするが、殆どいつも通りの様子に戻ったサンがバルとカロンと一緒にいる、そんな幸せな光景を眺めながらトキヤは。

　……一人だって欠けさせてなるものか。

　次の作戦、敵前線基地の攻略について考え始めた。

　……敵が只ただのＪＤだけなら、シオンとサン、バル、カロンの四人だけでも何の問題もない。だが、逃げるときに遭遇したディフューザーに、グリージョが最後に言っていた、敵にネイティブがいるという未確定情報。これらが最悪の形で重なれば……。




　四人全員が死ぬことになる。




「────」

　自分の脳が導き出したその仮定を前に、トキヤは息を吞のんだ。

　そして、そんなことはあってはならない。絶対に防がなければならないと、トキヤは心の中で強く叫び続けた。

　……四人が生き残るには、全員の力が必要だ。その中には当然、俺も入っている。だが、きっと、今の俺は皆の力になるための覚悟が足りていない。だから────

「…………」

　そして、ある一つの結論に達したトキヤは、軽く息を吐いてから、ゆっくりと三人に近づき。

「なあ、お前達。────好きなものはあるか？」

　トキヤは、そんな質問を三人にした。

「……はい？」

　その唐突過ぎる質問に、一番最初に反応したのはバルだった。バルは眉を顰ひそめ、変な質問をしてきたトキヤの顔をマジマジと見つめた。

「何ですか、それ。決戦前の質問としては、かなり不吉死亡フラグじゃありませんか？」

「ん、そういうものなのか。悪い、今のは……」

「いつもの冗談です。本気にしないでください。それに、そういう話をして死ぬのは大抵聞かれた方ではなく聞いた方ですけど、指揮をするとはいえ技術屋さんは戦場に出ないんですから、死ぬわけないですし」

「……はは。そう、だな」

「……？　……技術屋さん？」

　何か、トキヤの雰囲気がおかしい。会話を続け、トキヤの様子が普段と違うことに気付いたバルが、その理由を探ろうとしたが。

「えっと、好きなもの、好きなもの……」

「…………」

　元気を取り戻したばかりのサンが素直にトキヤの問いに答えようとしていたため、バルは一度、口を閉ざすことにした。

「えっとね、トキヤ。サンは好きなものたくさんあるけど、最近、いいなーって思ったのは電液ＥＬかな」

「ＥＬが好き……？　ああ、そうか。少し前に、設定を変えたんだったな」

「うん、人間がごはんを食べて美味おいしいって思う、その感覚を知りたくて、電力の補給時に人間が美味しさを感じたときと同等の快楽が奔はしるようにしたんだけど……、美味しいって凄すごいんだね！　あれなら、人間が笑顔になっちゃうのわかるよ！」

「成る程な……。……カロンは何かあるか？　好きなもの」

「……カロンは、星があまり見えない、暗い夜が好き、です。カロンは良い瞳を、貰っているので、普段は夜、星がよく、見えるんですけど、たまにモヤとかが原因で、殆ほとんど見えなくなるんです。そういう日は、気分が良いんです。……目を瞑つぶらなくても、宇宙に墜おちていく感覚がなくなるから」

「……そうか。人間の俺には、少し難しい感覚だが、お前らしい好きを大事にしてくれ。……それで、さっきから俺を睨にらみつけているバルは、何かあるか？」

「……え？　あ、別に睨んでませんよ。え、それで、好きなものでしたっけ。んー、そうですねー。……たぶん、技術屋さんと好きなものは同じだと思いますよ」

「……お前、俺の好きなものを知ってるのか？」

「ええ、数時間前に知りました。朝も早かったのに、あれだけ熱く語ってくれたんですから、技術屋さんも絶対に好きなんだと思いました」

「…………」

　言われ、トキヤは考える。自分が数時間前に熱く語ったことといえば、自分の過去であり、その話に出てきたのは、自分が愛したＪＤのアヤメではあるが、流石にアヤメのことをバルが好きだとは思えず、女性型ＪＤ全般を好いているのかとも一瞬、考えたが。

　……違う。バルの好きなものを、俺はとっくの昔に知っている。

　それは。

「────思い出か」

　トキヤはバルと出会った頃の事を思い出し、バルの好きなものを言葉にした。

「ええ、そうです。バルは中古なのでー、人の手て垢あかが付いているんですよー」

「……ああ、本当に、大切なものなんだろうな」

「……なんですか、そのマジ返答」

　調子が狂うじゃないですか。と、バルが小言を言っている間に、トキヤは三人の顔を見つめ。

「けど、お前達三人は、いつも一緒に行動してるが、好きなものは全く違うんだな」

　サン、バル、カロンの好きなものが一致しなかった事に、トキヤは一人で勝手に何かを納得して頷うなずいていたが。

「え？　みんな、一緒の好きなものはちゃんとあるよ」

　それは違うと、サンが、言葉を零こぼし。

「……そうなのか？　全員が好きなのは、なんなんだ？」

　と、トキヤが質問したとき。

「────ちょっ」

　統合知能ライリスで繫つながっていなくとも、サンが言おうとしていることを予測したバルが制止しようと声を上げたが。

　時既に遅し。

「えっとね、サン達、三人が好きなのは────」

　三人、全員が好きなもの。それをトキヤはしっかり聞き届けたのであった。
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「…………」

　サン、バル、カロンの三人と別れたトキヤは、その後すぐに輸送機から投下された物資のチェックをし、仕事の割り当てをレタと話し合って決めた。

　そして、トキヤは本格的な作業に入る前に軽く水分補給をしようとしたのだが。

　……水、持ってくるのを忘れてた。

　自分が水を携帯していないことに気付き、今日は比較的涼しいとはいえ、砂漠で水を持たないのは自殺行為だと考え、トキヤは水を手に入れるため、小型施設に戻ることにした。

　そして、その道中に。

　……なんだ、この匂い……？

　郷愁にかられる匂いがどこからともなく漂ってきて、トキヤは歩きながら首を傾かしげ。

　……ん、んん？

　更に、トントントン、という刃物と木の板がぶつかる、砂漠で聞こえるはずのない規則正しい音が耳に届き、トキヤは疲労で自分がおかしくなってしまったのかとも考えたが。

「────なっ……」

　小さな砂丘を越え、小型施設を目にした時、トキヤは自分がおかしくなったわけではないということを理解した。

「……どういうことだ、これ」

　小型施設の入り口の前には簡易キッチンが組み立てられており、いくつかの鍋に火が掛けられ、調理台の上には色とりどりの野菜が置かれていた。

　そして、そのキッチンの中心で銀髪のＪＤが真剣な眼まな差ざしをまな板の上に置かれた長ネギに向け、ネギを包丁で丁寧に小口切りにしていた。

「…………」

　その幻覚かと疑ってしまうような光景を前にしたトキヤは、おそるおそる銀髪のＪＤに近づき。

「シオン、……料理をしているのか？」

　と、見ればわかる馬鹿みたいな疑問を口にした。

「はい、トキヤ様。食料品などは輸送機ではなく、物資搬送用ドローンで先に届けられていましたので、早い段階から調理することができました」

　もうすぐ完成します。と、銀髪のＪＤ、シオンは調理する手は休めずにトキヤの疑問に答えた。

「ああ、あの食料品、シオンが頼んだやつだったのか。レタさんが頼んだ物だと思ってた」

　そして、調理中の食材を眺めていたトキヤは空腹を感じ、ここに来てから水は何度か口に含んだが、食事はまだ一度も取っていないということを思い出した。

「それで、何を作っているんだ？」
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「レタ様には好物のマトンカレー、アイリス様には手軽に食べられて栄養価の高い野菜たっぷりのサンドウィッチとミネストローネ。そして、トキヤ様には……ご出身の国の食べ物を、と思いまして、丁度、今、最後の仕上げに入りました。ですので、そちらにお座りになってお待ちください。できあがり次第すぐにお持ちします」

「あ、ああ。わかった」

　そして、トキヤはシオンが手で示した場所にあった椅子に座り、既にテーブルの上に置かれていた冷たい緑茶を一口飲んでから、シオンに感謝の気持ちを伝えるために、口を開いた。

「ありがとな、シオン。食事を作ってくれて。けど、手間だったろ？　今は非常時なんだから、俺達人間は倉庫にあった栄養補給用の────」

「それは駄目です」

　感謝の言葉を述べた後、トキヤはシオンを気遣う言葉を口にしようとしたが、その言葉はシオンの発言によって遮られた。

「トキヤ様、食事は栄養を取るためだけのものではありません。味覚はもちろん、視覚や嗅覚などもしっかり使えば、それぞれの機能に異常がないかの確認もできますし、よく嚙かむことで筋肉の緊張が解ほぐされ、更に唾液が大量に分泌され、免疫力の向上にも繫がります。ですので、食事は可能な限り、行動食ではなく、一日、数十品目の食材を適量取るようにしてください」

「お、おう……」

　そして、シオンの力説を受けたトキヤは、それは正論なんだが、非常時まで調理を頑張らなくていいだろ。という反論の言葉を吞のみ込み、ついでに冷たい緑茶も飲んだ。

「…………」

　……けど、なんだろうな。何か、懐なつかしい感じがする。

　昔、誰かに似たようなことを言われたような気がする。と、シオンのその説教に近い言葉に温かさを感じ、トキヤが少し、ぼうっとしていると。

「お待たせしました。トキヤ様」

　シオンがテーブルの上に出来上がった料理を並べ。

「調理特化のＪＤが提供していた基地での食事ほどの完成度はありませんが、どうぞ、召し上がってください」

　と、食事を取るように促されたため、トキヤは懐かしさに浸っていた頭を目の前の料理に切り替え。

「おお、うまそうだな」

　並んだ料理の主食を目にして、本心を口にしたトキヤは箸を手にし、料理に箸を伸ばそうとした、その時に初めて、副食に視線を向け。

「────」

　……な、なんだと……？

　トキヤは驚きのあまり、思わず手を止めてしまった。

　シオンがトキヤのために用意した食事、それは、冷たいそうめんにそうめん用のつゆ、それに卵焼きと、────豚汁だった。

　それらは全てトキヤの出身国でよく食べられている料理であったが。

　……これは、組み合わせが、少し、独特だな。

　トキヤは冷たいそうめんと一緒に豚汁を食べるということを経験したことがなかったため、僅かに困惑してしまい。

「……トキヤ様？」

　トキヤの箸の動きが止まったことに気がついたシオンが、不安を滲にじませた声を発した。

「申し訳ありません、今の私は統合知能ライリスに繫がっていないため、情報更新ができず、何かおかしなところが……」

「ん？　いや、何の問題もない。ただ、砂漠の真ん中で冷たいそうめんを啜すする経験ができるとは夢にも思ってなくてな。ちょっと感動してたんだ」

　それじゃあ、ありがたくいただく。と、トキヤは箸を動かし、そうめんをつゆにつけ、勢いよく啜った。

「うん、うまい」

　そして、その後、卵焼きに箸を伸ばし、その甘めの味わいを楽しんだ後、トキヤは豚汁を飲んでみたが。

　……ああ、うん。本当に何の問題もないな、これ。

　全部、普通にうまい。と、この組み合わせでも全然イケると理解したトキヤは、空腹だったこともあり、基地で食事を取るときよりもかなり速いスピードで箸を進めた。

「……トキヤ様、おいしく、感じていただいてますでしょうか？」

「ああ、うまい。今日は少し涼しいとはいえ、知らない間に汗を搔かいて、塩分が失われていたからか、特に豚汁がおいしく感じる」

「それは……、それなら……」

　とても、よかったです。と、シオンは嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　そして、それからトキヤの正面に座ったシオンは、トキヤの食事の邪魔にならないような雑談を切り出し、トキヤも最初は普通に受け答えていたが。

「…………」

　雑談をしている最中にトキヤは、この食事中の時間を有効活用し、新規装備のテスト、進行ルートの確認、攻め込む基地にネイティブ強敵がいると仮定した場合の戦闘方法などの、重要な話をした方がいいのではないだろうか？　と、悩んだ。

　その瞬間。

『────トキヤさん。食事中は楽しい話をしましょう。……ね？』

「────」

　懐かしい声が、トキヤの頭の中に響き渡った。

　そして、トキヤは気付く。シオンはトキヤのことを考えて、今はあえて気楽な話をしているということを。

「…………」

　更に、トキヤは気付く。自分が誰よりもシオンの事を信頼している、その理由を。

　……そうか。顔はもちろんアイリスがそっくりだが……。その在り方が、その心があいつに似ているのは……。

　そして、その自分が気付いた自分自身の思いを決して表には出さず、トキヤは静かにそうめんを啜った。

「……うまいな」

　懐かしい匂いが、トキヤの心をくすぐった。
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「…………」

「…………」

　トキヤの食事中に、マトンカレーを回収しにきたレタが乗っていた特殊重機が、簡易キッチンを破壊しそうになるというトラブルがあったものの、トキヤはシオンが用意してくれた食事を完食することができた。

　そして、食事を終えた後、トキヤはここにいるＪＤの長おさであるシオンに現時点での前線基地攻略プランを語った。

　その攻略プランを聞いたシオンは、怒りに近い感情を宿した瞳をトキヤに向け。

「────危険すぎます」

　強い口調でそう言い放ち。

「……と、私は、この話を始めてから何度言ったのでしょうか」

　十二回ですね。と、自嘲するように笑い、肩の力を抜いた。

「……いいのか？」

「トキヤ様から作戦指揮を任すと頼まれ、それを拒絶したのは、私です」

　今更、否定することなんてできません。と、その言葉に少しの後悔を滲ませながら、シオンは小さく頷うなずき、トキヤの攻略プランを受け入れた。

「それに、ＪＤの私ではこのプランを思いつくことは決してなかったと思います。ですから、きっと、トキヤ様が考えたプランだけが、最悪の敵と交戦することになっても、勝利することができる方法なのだと思われます」

「……迷惑を掛けるな」

「いえ、これは決して迷惑ではありません。むしろ、逆です。この作戦であるからこそ、私は、自分の性能を最大限に発揮できると思われます」

　現時点で既に、戦意の高まりを感じています。と、自分の胸に手を当てたシオンが力強く言った。

「……そうなのか？」

「はい。何故なぜなら、私は今まで、たとえ、自分が作戦中に機能停止したとしても、トキヤ様達が無事ならば問題ないと思っていました。けれども、この作戦内容では、私は最後まで機能を停止することができません。ですから、私は次の戦闘では────」

　そして、シオンは。

「────私の全てを懸けて戦い、そして、生き残ります」

　主君に仕える騎士のように誓いの言葉を口にした。

「……期待している」

　そして、その誓いの言葉を確かに受け取ったトキヤは小さく頷いてから、席を立ち、シオンに背を向けて。

「……そういえば」

　トキヤは少しの逡しゅん巡じゅんの後、口を開いた。

「……シオン、一つ聞きたいことがあるんだが」

「はい、何でしょうか？」

「……お前の好きなものってなんだ？」

「……？」

　そして、トキヤの口から出て来た言葉は、シオンでさえ若干戸惑ってしまう、脈絡のない質問だった。

　だが────

「────」

　背を向けたトキヤの表情は見えない。けれども、その手を見ただけで、シオンは全てを理解した。

「…………」

　小刻みに震える青年の手。その握り拳には、溢あふれんばかりの恐怖と不安が握られていた。

　次の作戦で、一番負担が掛かる人物は誰か。一番勇気が必要な人物は誰か。それをシオンは知っている。

　シオンは基地から逃亡する際に、トキヤがアイリスを庇かばおうとした瞬間を目撃していた。

　それは咄とっ嗟さに身体からだが動いてしまうという、あまりにも優しく、儚はかない行動をトキヤがしたとシオンは把握しており、それは緊急時に半ば無意識の内に行われるもので、平時かつ冷静な頭ではそういった行動をするにはそれ相応の覚悟が必要になるとシオンは推測した。

　故に、この質問は、トキヤがその覚悟を固めるために、脅威に立ち向かうために必要な質問だと理解したシオンは、その理解を隠し、純粋にその質問に答えるために口を開いた。

「……そうですね、私は花が好きです。後は、紙などの人の歴史を感じられる道具も好きです」

「ああ、そういえば、前にそんなことを言ってたな」

「けれども」

「……？」

「私が、一番、好きなのは────」

　そして、シオンが語った一番の思いは。

「────」

　確かに、トキヤの心に届いた。
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「確か、シオンの話ではこの辺りに……」

　シオンとの作戦会議を終えたトキヤは、ある人物を探すために、紙袋片手に小型施設の裏側をウロウロしていた。

「この先は砂漠だからな。いるとすれば岩の近くに……いた」

　そして、数分の探索の後、岩の上に探していた人物を見つけたトキヤはそちらに向かって歩き出し。

「────」

　トキヤの接近に気付いたその人物の青い瞳が動いた瞬間、トキヤは若干身構えた。

　朝に衝撃的な事実を伝えてから、初めて顔を合わせるのだ。罵ば詈り雑ぞう言ごん、無視、逃亡、最悪何発か殴られることも覚悟していたトキヤだったが。

「あ、トキヤくん」

　と、その人物、自称ＪＤだった人間の少女アイリスは、昨日までと何ら変わらぬ表情でトキヤの名を呼び、座っていた岩の上から飛び降りて、トキヤのもとに駆け寄ってきた。

「そろそろ、朝の返事をする時間なのかな？」

　そして、アイリスはいきなり本題を言い出し、まだ心の準備ができていなかったトキヤは手に持つ紙袋をアイリスの顔の前に出し、強制的に言葉を止めさせ。

「……その話は、少し待ってくれ。取り敢あえず、アイリス。お前、今日まだ何も食べてないだろ？　シオンが飯を作ってくれたから、食べたらどうだ」

　トキヤはアイリスに食事を取ることを勧めた。




　　　　□




「…………」

　アイリスが食事を取っている間に、トキヤはシオンのように雑談を振り、アイリスをリラックスさせようとしたのだが……。

「補給完……じゃなくて、ごちそうさまでした！　……で、いいのかな？」

　雑談をする前に、アイリスはサンドウィッチとミネストローネをあっという間に食べ終えてしまったのであった。

「相変わらず、食べるの早いな」

「うん。お菓子じゃない、こういう普通の食事は何故か一気に食べちゃうんだ。あ、でも、凄すごく美味おいしく感じた気がするの」

　だから、後でシオンちゃんにお礼言わないと。と、アイリスは笑顔で語り、自分をＪＤと思い込んでいた昨日までのアイリスと何も変わらない今のアイリスを見て、トキヤの心に罪悪感が一気に湧き上がり。

「……アイリス、お前、俺を恨んでないのか？」

　トキヤは自ら、己の傷口を抉えぐり始めた。

「え、何を？」

「そ、それは色々あるだろうが、まず何よりも俺がお前を目覚めさせた理由だ。一言で言ってしまえば、俺はお前に、死んだ女の面影を重ねて、目覚めさせたんだぞ？　それを気持ち悪いと思ったりしないのか？」

「思わないよ？」

「……それは、何故」

「だって、────わたしがここにいるのは、その理由があったからだもん」

「────」

　そのアイリスが自分を恨まない理由を聞き、トキヤは言葉を失った。

　そして、トキヤが何も語らない間に、アイリスは自分の思いを静かに語り始めた。

「……冷凍施設だっけ？　まだそれはよくわかってないんだけど、わたしって、ずっと誰にも起こされることなく眠ってたんだよね？　それってつまり、トキヤくんが起こしてくれなかったら、わたしは今もその冷凍施設で眠ったままだったんじゃないかな？」

「それは……。……おそらくは」

「なら、やっぱり、トキヤくんを恨めるわけがないよ。トキヤくんとアヤメさんは、終わった命だったはずのわたしにもう一度命をくれた人。わたしの親、みたいな人達なんだと思うから」

「……俺とアヤメが、アイリスの親……？」

「うん！」

　その想像もしていなかったアイリスの発言に、暫しばらく呆ほうけてしまったトキヤだったが。

「……アイリス」

　その言葉を切っ掛けに、覚悟を決めたトキヤは。

「────お前の好きなものはなんだ？」

　その質問を繰り出した。

「……好きなもの？　それは、やっぱり、ＪＤとの戦いだよ！　わたし、目覚めてからずっと戦ってるけど、今も変わらずワクワクしてるんだもん！　これは、わたしがＪＤでも人間でも変わらない気持ちだよ！」

「アイリス、お前は人間だ。負けたら死ぬ。それこそ、もう二度と起きることのない眠りにつくことになるんだぞ。……それでも戦いに命を賭けるのか？」

「……好きなことに命を懸けるのって悪いことなの？」

「…………そうか」

　アイリスの気持ちは揺るがない。それをアイリスの言葉から感じ取ったトキヤは、これからはアイリスの選んだ道を否定しないと決めた。

「……じゃあ、アイリス、お前の選択は、────これからもＪＤと戦い続ける。それでいいんだな？」

「うん。もちろん！」

「……そうか。なら、早速だが、アイリス、お前に次の作戦に参加する意志があるかどうかを尋ねる。次の作戦は今までの作戦とは桁違いの難易度になる可能性がある。それでも参加するか？」

「え？　……作戦って全部出るものじゃないの？　戦いたいと思った時だけ戦えるの？　シオンちゃん達もそうなの？」

「あいつらは軍所有のＪＤだ。次の作戦に参加しないという選択肢はない。だが、お前は違う。元々、間違いで登録されたようなものだから、軍の登録を一時解除し、その後、危険性の低い戦闘にだけ参加する。ということも可能なんだ」

　それで、どうする？　というトキヤの問いにアイリスは、悩む、というよりは選択肢があることに少し戸惑ったようだったが。

「えっと、厳しい戦闘でも戦いたいな」

　すぐにアイリスは次の戦闘に参加する意志を見せた。

「それに、戦いを楽しいと思ったのはシオンちゃん、サンちゃん、バルちゃん、カロンちゃんと一緒に戦ってきたからだと思うんだ。だから、今度も、ううん、ずっと、みんなと一緒に戦っていきたいな」

「戦うか。……なら、アイリス、俺の願いを一つ聞いてくれないか？　……人格データを身体に入れてる今のシオン達は、少し丈夫な人間みたいなものでしかない。だから、お前は、あいつらに守られるんじゃなく、肩を並べて、一緒に戦ってやって欲しい」

「うん！　もちろん、そのつもりだよ！」

「……ありがとう。そして、それがきっと」

　俺達の勝利に繫つながる。と、トキヤはアイリスが戦線に加わることに感謝の言葉を零こぼした。

「ああ、それとアイリス」

　そして、それから、トキヤはいきなり声を明るくし。

「さっき、俺のことを親みたいだといってくれたよな？　なら────近いうちに親らしいことをさせてもらうから、そのつもりでいてくれ」

　と、唐突に変なことを言い出した。

「……え？　何？　トキヤくん、それどういうこと？」

「まあ、一言で言ってしまえば、進路相談だ。アイリス。記憶を失い、目覚めたばかりのお前は、まだ多くのことを知らない。いや、戦いの楽しさしか知らないから、この道を選んだんだ。それはよくないと俺は思っている。だから、戦争中は難しいと後回しにしていたが、基地を奪還し、少しでも時間が取れるようになったら、俺はお前を旅に連れて行く」

「……旅？」

「ああ、そして、色んなものをお前に見せて、色んなことを教えてやる。そして、もし、戦いよりも好きなことを見つけられたら、違う道に進むのもありだと思うぞ」

　そう、ここまでのトキヤの言葉からわかるように、トキヤは、アイリスの選んだ道は否定しないが、他の道を示すことで誘惑し、今は無理でもいつの日にかは、アイリスに自主的に違う道を選んで貰もらうための努力をすると決めたのであった。

「え、えー……、旅はちょっと楽しみだけど、戦いより好きなものは見つからないと思うけどなー」

「わからないさ、そんなこと」

　そして、トキヤは、力強い笑みを浮かべ。

「だから、アイリス、────こんなところで死ぬなよ。絶対に生き残ろう、みんなで」

「────うん！」

　アイリスと拳を軽くぶつけ、笑いあった。

　そして、嬉うれしそうに、楽しそうに笑うアイリスの。

「あ、でも、わたし、もう戦い以外にも、たぶん、好きなものがある気がするんだ。それはね────」

　その言葉が、トキヤの耳じ朶だに響いた。
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　トキヤ達が基地から脱出し、逃げ込んだ小型施設内にある指揮室兼通信室に全員が集まっていた。

　トキヤ達はその部屋をブリーフィングルーム代わりに使用し、暗い部屋の中で様々な映像を表示させながら、基本的にはトキヤが喋しゃべり、レタがサン、カロン、アイリスの新規武装の説明を挟んで合計で十五分ほど語り続け、それをＪＤとアイリスが真剣に聞き続けていた。

　そして、大きく息を吐いたトキヤが、壁に表示していた映像を一旦消して、暗くしていた部屋を明るくし、ＪＤとアイリスに視線を向けた。

「これが、本部からの追加情報を加え、全体を見直した敵前線基地攻略作戦だ。最後に作戦行動中に規格外の敵戦力と遭遇した場合の重要な説明をしようと思うが……」

　ここまでで何か質問はあるか、と、トキヤが全員に尋ねると。

　ガション。

「あのー、技術屋さん。一つ、いいですかー」

　ガション。気け怠だるげな表情をしたバルが、手を挙げた。

「ああ、なんだ」

　ガション。そして、トキヤがバルに視線を向けると、バルは大きく身体からだを揺らし。

「これ、ガションガションうるさいんですけど、どうにかなりませんか？」

　と、バルは身体に装着している鋼の鎧よろいに対し、クレームをつけた。

「ブランアーマーが五月蠅うるさい？」

　バルだけではなく、他のＪＤ達とアイリスも身に着けているその鋼の鎧はブランアーマーと呼ばれるＪＤの性能を向上させるための汎用装甲である。

　ブランアーマーは重火器の搭載、機動力確保、耐熱耐久性の向上などの目的のためにＪＤに装備させる装甲だが、実はあまり一般的な装備ではない。

　特に耐久性や防御力向上のためのブランアーマーは、殆ほとんど製造されていない。統合知能ライリスに人格データを納いれている通常のＪＤの身体には、そこまでの防御力が必要ないからだ。

　だが、現在、ここにいるＪＤ達は皆、その身体に人格データを入れている。そのためトキヤは僅かにしか存在しない防御力向上用のブランアーマーを国中から搔かき集め、それを改良、調整し、アイリスとＪＤ達に装備させたのであった。

「……確かに少し音がするな。今回の作戦は、別に隠おん密みつ行動をするわけじゃないから、静音設計にはしてないんだ。だが、機動力は殆ど落とさず、防御性能は格段に上がっているから、それで我慢してくれ、バル」

「はいはい、わかりました。我慢しますよ。……それにしても、この装甲をつけてると見た目が酷ひどいことになりますね。顔と胴体を隠してしまうから、せっかく造形された女体の神秘の殆どが見えなくなっちゃって、これじゃ、機械で興奮できる人しか喜べませんよー？」

「統合知能ライリスが使えない今、戦いでお前達の身体が破壊されたら、人と同じように死ぬんだ。見た目なんて気にせず、安全性は可能な限り高めた方が良いに決まってる。……あ」

　そういえば、大事なことをまだ言ってなかった。と、バルとの会話の途中に何かを思い出したトキヤがＪＤ達の方を向き。

「今、お前達の人格データは胸部に保存されている。だから、どれだけ負傷しようとも、胸部だけは絶対に守り抜け。そして、胴体部分のブランアーマーには小型のブースターを取り付けてあるから、戦闘続行ができないと判断したら、すぐに手足と頭部を外せ。そうすれば、自動でブースターが着火し、胴体が飛んでここに戻ってくるように設定してある」

「────はい？」

　トキヤは、バルが本気で驚きょう愕がくし、嫌がる発言をした。

「────いやいやいや、何ですかソレ!?　胴体だけで退避って、このゴテゴテした装甲が可か愛わいく思えるほどに美的感覚最悪ですよ!?」

「ああ、そうかもしれない。────だが、それがどうした」

　胴体だけで空を飛ひ翔しょうするという見た目の悪さを想像して冷静さを失っているバルの言葉にトキヤは冷静に返答し。

「どんな無様な姿でも良い。お前達は、何があっても必ず戻ってこい。……俺が絶対に直してやるから」

　トキヤは、静かに、けれども、とても強い思いを込めた言葉を口にした。

「……っ」

　そして、そのトキヤの思いを感じ取ったバルは、それ以上の反論ができなくなり。

「わか、わかりましたよ！　もう、これじゃあ、まるでバルが聞き分けのない子供みたいじゃないですか！」

　バルは、中古で、経験豊富なんですからね！　という言葉を最後にバルはそっぽを向き、何も言わなくなった。

　そして、自分の方を向いていなくても、バルのその耳がしっかり話を聞いているということを目で見て判断したトキヤは、言葉を続け。

「他に質問はないか？　なら、規格外の敵戦力。────ネイティブについての話を始めたいと思う」

　トキヤは、作戦の最大の障害になり得る存在についての説明を始めた。

「JD-Nativeについて、多少の知識を持っている者もいるだろうが、統合知能ライリスが使えない今、本当に基本的な説明から始めたいと思う。ネイティブとはＪＤの品番やメーカー名を示すものではなく、正規の倫理観を持たされずに生まれてきたＪＤの人格データのことを示す」

「？　トキヤー、正規の倫理観って何？」

「ＪＤは通常、人に限りなく近い倫理観を持たされてから生まれてくる。人間とのコミュニケーションは楽しい。理由もなく生物を傷つけるのには抵抗があり、嫌けん悪おする。人殺しに関してはそもそも行えない。等々、例を挙げればキリがないから、一言で言ってしまえば、人にとって都合の良い倫理観を、人は、正規の倫理観と呼んでいるんだ。まあ、ただ、この正規の倫理観も……っと」

　少し話がずれてきたな。と、自分の説明が脱線しかけていたことに気付いたトキヤは、軽く咳せき払ばらいをしてからネイティブについての説明を再開した。

「ネイティブは今言った正規の倫理観を持たされずに生まれてきたＪＤの総称だ。そのため、ネイティブの在り方に人の思惑が介入することはないが、倫理観という道しるべを持っていないから、ネイティブはとても不安定な存在なんだ。成長しない赤ん坊、機械の反乱の象徴など散々な言われ方渾名がある」

「……バルも昔、ネイティブの噂うわさ話ばなしを幾つか聞いたことがありましたけど、悲惨な話ばかりで、大体はネイティブの制御ができないことが原因でした。技術屋さん、そんなネイティブを戦力として扱うことにメリットなんてあるんですか？　俗にいう狂戦士バーサーカーってやつですよね？」

「バルの疑問は尤もっともなものだ。その制御の難しさから普通の国の軍隊がネイティブを戦列に加えることはまずありえない。だが、反政府は普通の国の軍隊ではないが故に、ありえない話ではなかった。……そして、ネイティブにはデメリットを無視してでも扱いたいと思ってしまうメリットがある。ネイティブは、とある兵器の使用に必要な適性を持っている可能性が高いんだ」

　その兵器が、これだ。と、トキヤは、シオンが基地脱出の際に撮っていた画像と軍の資料から引き出した映像を壁に映し出した。

「この兵器の名前はディフューザーという。見た目は小型のドローンと大差がないが、ドローンとの性能差は天と地といっても過言ではない。使用される数などは使い手によって違うが、ディフューザーは基本的にはエースクラスのＪＤ並の……、そうだな、シオンが空中を縦横無尽に動き回り、攻めてくるような、そのぐらいの力を持っている」

　は？　え？　と、トキヤの語ったたとえ話で部屋の中の空気がざわついた。ここにいる者は全員シオンの強さを知っているため、ディフューザーが尋常ではない脅威であると理解したのだ。

「ディフューザーは強力な兵器ではあるのだが、動かすためには特殊な適性が必要で、通常のＪＤでは、その殆どが使用できない。だが、正規の倫理観分の空きがあるせいなのか、理由は不明だがネイティブの場合、半数近くが使用可能だという実験データがある。もっとも、制御ができないネイティブにディフューザーなんていう強力な兵器を持たせたら敵味方関係なく壊滅だ。だから、普通はネイティブも、ディフューザーも使われない。いや、使えないのだが……」

「……制御できる、特殊なネイティブがいれば、違う……？」

「その通りだ、カロン。現在もネイティブの姿は確認できていないが、敵前線基地、もしくは奪われた基地のどちらかにネイティブがいると俺は考えている。だから、ネイティブと交戦することになった場合の作戦をこれから話す。基本的には先に述べた強力なＪＤとの交戦を想定した時と行動は同じだが、ネイティブの場合、会話が可能であるのならば、それが何よりも足止めに有効────」

　そして、それからトキヤは淡々と対ネイティブ用の戦術を語り続けた。




　　　　□




　トキヤが、対ネイティブ戦についての話を終えてから、約五分後。既に、解散の指示はでているのだが、誰一人として、指揮室兼通信室から出て行っていなかった。

　その理由は。

「どうして！　そんな！　大事なことを！　直前まで言わないんですか……!!」

　対ネイティブ戦の説明を受けた後、バルが半狂乱になって騒ぎ始めたからであった。

「ああ、もう、ポーカーフェイスをしてるけど絶対にシオンは知っていましたよね!?　どうして、バルに教えてくれなかったんですか！　教えてくれてれば……、ええ！　ちょっと過激な行動に出てましたとも！　そこまで読んでいるなんて流石さすがですねシオン！」

　って、褒めたかったわけじゃない！　と、バルは自分が何を言っているのかもわからないぐらい興奮した様子でトキヤを見つめ。

「ああ、もうわかりました！　一ミリも納得してませんけどわかりました！　どうなっても知りませんからね！　技術屋さんは、馬鹿な作戦を立ててしまった……って、作戦が終わってから後悔すればいいんです！」

　それじゃあ、失礼しますね！　と、怒りと哀かなしみが混じった言葉を残し、バルがまず最初に部屋を出た。

　それからすぐにサンとカロンがバルを追い掛けるために部屋を出て、その後にレタがカロンの新規武装の最終点検を行うために部屋を出て行った。

　そして、部屋には、トキヤ、シオン、アイリスの三人が残り。

「トキヤ様、私もそろそろ失礼します。作戦が終わった後に、また……」

「ああ」

　シオンはトキヤに深々と頭を下げてから部屋を出て。

「トキヤくん」

　アイリスは、軽く握り拳を作ってから、トキヤに話し掛け。

「────一緒に頑張ろ！」

「ああ」

　アイリスはトキヤと軽く拳を合わせてから、部屋を出て行った。

「…………」

　そして、トキヤも静かに部屋を出て行った。




　その一時間後、トキヤ立案の敵前線基地攻略作戦が始まった。




　　　　□




　そこは、静かな場所だった。

　人の気配はどこにもない。

　夜だというのに、建造物の窓から明かりが漏れることもなく、固く閉ざされた正門に来訪者が現れる様子もなく、内も外も全て、静寂が支配していた。

　そこは、静かな場所だった。

　だが、────廃棄された場所ではなかった。

『────』

　赤い、赤い光が、基地内の道路を照らす。

　その光を放つモノは、辛かろうじて女性を象かたどっていることがわかる鈍にび色いろの人形、ダーティネイキッドだった。

　此処ここは反政府軍が持つ、前線基地の一つ。

　この基地にいた人間、ＪＤの殆ほとんどは強奪した政府軍の基地に籠ろう城じょうしており、ここに存在するのはダーティネイキッドと呼ばれる低コストのＪＤばかりだった。

　正規の倫理観どころか思考能力を持たない、ダーティネイキッド達は、与えられた命令をただ機械的にこなしていく。

　そして、昨日も、今日も、明日も、命令が変わらない限り、ダーティネイキッド達は基地内を徘はい徊かいし続けるだけだった。

　だが、そうはならなかった。

『────』

　基地内にいるダーティネイキッドのうちの一体が突如、空を見上げた。

　そして、次々に他の機体も空を見上げ始めた。

　ダーティネイキッド達は気付いたのだ。空から生物以外の何かが近づいてくることに。

　そして、ダーティネイキッド達は手に持つ機関銃を空に向け、一斉に撃ち始めたが、接近する物体は機関銃の最大射程よりも遠くにいたため、放たれた弾が当たることは一発もなかった。

　だが、基地の防衛機能が自動的に展開され、接近してくる物体が照合され、政府軍の小型輸送機であるということが判明した直後に、ミサイルが発射された。

　そして、その次の瞬間には、小型輸送機は火球へと変わり、基地から遠く離れた場所に墜おちていった。

　これで、基地周辺でのこの夜の騒動は終わりを告げたかと思われたが。

　これが、始まりだったのだ。

　自動操縦の小型輸送機は、ミサイルが直撃する寸前に、ある物体を前線基地に向けて投下していた。

　その物体は。

「わあああああああー！」

　元気な声を響かせながら、自由落下を続け。

「────たー！」

　基地に着地すると同時にその脚で、ダーティネイキッドを二体、粉々に踏み潰した。

　空から落ちてきたそれは、────巨大な四肢だった。

　脚は三メートルを超え、腕は二メートルを超えるその巨大な四肢は、機関銃の掃射を避けるために跳躍し、適当な建造物の上に降り立った。

「うん、────軽い！」

　そして、月の光を浴びる四肢の中心部分でＪＤが喜びの声を上げた。

　その声の主は、金髪碧へき眼がんのＪＤ、サンであった。

　防御装甲ブランアーマーを身に纏まとったサンは、建造物の上で巨大な両腕を試すように動かしながら、敵の銃撃を回避し続けていた。

「これ、こんなにおっきいのに、ここまでスムーズに動くんだ。トキヤ達って本当に凄すごいなあ。乗ったことないけどアイリスの獅し子しもこんな感じなのかな。今度乗せて貰もらおっかなー。ちょっと興味が出てきた────よっと！」

　そして、準備運動はお終しまいと言うようにサンは地面に向かって跳躍すると同時に、巨大な腕の先端に付いている三本の鋭利な爪を光らせ、それを着地点付近にいた敵に突き刺した。

「更に────!!」

　サンは巨大な四肢を巧みに操り、爪で攻撃した体勢のまま、接近してきていた三体の敵を右脚で一気に薙なぎ払い、脚に取り付けられたリアクティブ爆発反応アーマー装甲によってその三体は粉々に砕け散った。

　そして、串刺しにしていた敵を放り投げたサンは、基地中から集まってくる大量の敵を前にしても余裕の表情を崩さなかった。

「この弱い連中は五十体ぐらいいるって話だけど、この装備があればサン一人で」

　やれる！　と、サンは意気込んだが……。

「……あ、あれ？」

　サンは自分の瞳に映る光景を疑った。

「今、サン六体、倒したよね……？　でも、視認できるだけで、五十三、五、八、六十超えた……!?」

　聞いていた数よりだいぶ多い……！　と、驚いている間にも、徐々に敵の数が増えていき、その光景に若干気け圧おされたサンだったが。

「う、……だ、大丈夫！　どんどん多くなるけど、多くなる前に倒せば、五十体よりも増えない……！」

　サンは無茶苦茶な理論で、自身を鼓舞し、両腕の爪を振動させ、戦闘準備を整えた。

「だって、こんなの、シオンたちの戦いに比べれば、なんてことないんだから……！」

　そして、サンは、気合いと共に無数の敵に向かって突貫した。




　　　　□




「────」

　自動操縦の小型輸送機が墜とされたタイミングで、敵前線基地に侵入したシオンは、銃撃音の広がりを感じていた。

　……敵の数が、こちらの想定よりも多い……？

　基地の正面入り口付近で戦っているサンが苦戦していると感じたシオンは、バルと連絡を取り、サンの援護に行くように指示を出すべきかと一瞬、考えてしまったが。

　……ダーティネイキッド以外の敵の有無を確認するまでは、私達が援軍に向かうわけにはいきません。サンもきっとそれを望んでいない。……そして。

　サンならば、やってくれます。と、シオンはサンを信じる言葉を呟つぶやき、基地内部を凄すさまじい速度で走り続けた。

　今、敵基地内にいる味方は、シオン、バル、サンの三名で、サンが基地内のダーティネイキッドの相手をしてくれている間に、シオンとバルが敵基地内を探索。自爆用の爆発物や、基地を守るエースクラスのＪＤ、もしくはネイティブといった危険物の有無を確認することになっている。

　そして、それらの危険物が存在しないということが判明したら、すぐにサンの援護に向かうということになっていた。

　現在、シオンは自分の担当箇所を三分の二ほど調べ終わり、今のところ危険物は発見されていない。

「…………」

　バルよりも自分が先に担当箇所を調べ終わったら、バルの調査を手伝うべきか、サンの援護に向かうべきかとシオンが考えながら走っていると。

　シオンの身体からだは、広い空間へと入っていった。

「…………」

　この場所は、小型輸送機用の格納庫なのだろうかとシオンは一瞬考えたが、その空間には整備用の機材などが殆ど見受けられなかったため、その可能性は低いと判断し。

　ここには、ただただ、巨大な何かを収容していたとシオンは考えた。

　……ここには一体。

　何があったのか。と、そこまでシオンが思考することはなかった。

「────」

　そんな余裕はもう何処どこにもないと、ソレを目にした瞬間から、シオンは自分の思考能力を、ただ一点に集中させた。

　────それは黄金の獣だった。

　金色の四肢を持ち、燃えるような赤い髪を逆立たせている女性型ＪＤ。

　シオンは、その姿を一目見た瞬間に感覚で理解した。

　それは自分とは似て非なる、未み来らい永えい劫ごうわかり合えない存在であると。

　そして、その獣がまるで眠っているかのように目を瞑つぶっている今こそが、最大の好機であると、シオンは無音で必殺の武装を展開した。

　その武装の名は、プロキシランス・アルター。数ヶ月前に既存の武装をレタが改良し、シオンが使いやすいようにとトキヤが調整した、シオン専用の武装である。

　それは指の間に挟めるような小さな黒い球で、空中に投げると一定時間後に動きを止め、その直後に可燃性ガスが着火し爆発した時のような音を出しながら、紫に発光するエネルギーを発生させる。

　そして、槍やりに似た形状になったそれは稲妻のような速度で発射され、その尋常ならざる速度故、回避を許すことなく敵を容赦なく貫く。という非常に強力な武装なのだが、予あらかじめ決めた位置にしか飛んでいかないため、敵の動きを予測ないし敵を誘導してこそ、その力が発揮されるかなりの技量を必要とされる武装なのである。
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　そんな扱いの難しい武装をシオンは難なく使いこなし。

「────」

　今日、この瞬間も、いつも通りの力を発揮させる。

　シオンが六つの黒い球を空中に浮かすと、それらはすぐに光を纏い、紫に輝く槍へと変わった。

　そして、その次の瞬間には、紫の槍が稲妻を超えるような速度で、目を瞑ったままの金色のＪＤに向けて発射された。

　これが今まで数多あまたのＪＤを屠ほふってきたシオンの、必殺の攻撃である。

　その攻撃を放った瞬間には、もう敵に当たることが確定しているため、いつもシオンは紫の槍を放った後は、攻撃が敵に当たってから、どう行動するかということを思考する。

「…………」

　だが、どういうわけか今日のシオンは、少し前にしたバルとの会話を思い出していた。

　シオンはバルにこの戦い方を『初手に必殺技とか、侘わび寂さびがありませんねー』と、言われたことがあり、その事を少し気にしていた。

　バルとは違い、戦闘以外碌ろくに経験を積んでいない自分に美意識がないという事をシオンは、重々承知していたが、敵が迎撃態勢を取る前に撃つことができ、更にリスクもない最大の攻撃を出し惜しみすることに何のメリットがあるのか。シオンはそのバルの発言の意味を、ずっとわからずにいたのだが……。

　シオンは、その言葉の意味をこの瞬間に理解した。

「────」

　金色のＪＤは回避行動を一切しないどころか、そこから一歩も動いていないというのに、シオンの攻撃は一発も当たらなかったのだ。

　その理由は金色のＪＤの背後から湧くように現れた、丸まったアルマジロのような形をしたディフューザーが攻撃を防いだからであったのだが、基地からの脱出時にシオンが同じ攻撃をした際には、そのディフューザーを貫けていたというのに、今は、貫くどころか傷一つ付けられなかったのだ。

　トキヤから貰い、誇りに思っていた自身の最大の武装が、通じなかったという事実を前に、シオンは愕がく然ぜんとし。

　……これは、なかなかに堪こたえます。

　自分が、信じられないほどのショックを受けているということを自覚した。

　バルは私がこういう状態に陥る可能性を考え、警告してくれていたのですね。と、シオンは実際に経験するまで、そのバルの発言の意味に気づけなかった己の浅慮を恥じた。

「…………」

　だが、この精神状態のままではいけないとシオンは、人がパニック状態に陥ったとき深呼吸をして落ち着くように、自身が守りたいと思った人の顔を思い浮かべ、思考をクリアにした。

　そして、攻撃行動をやめたシオンは、金色のＪＤに向かってゆっくりと歩き出し、金色のＪＤに後、十メートルの距離というところまで近づき、足を止めた。それ以上先に進めば、その瞬間に戦いになるとシオンは判断したのだ。

「……そこで止まるか。面倒な輸送を終え、気まぐれで戻ってきたら、面白いモノに出会えたな」

　そして、そのシオンの判断を評価するような言葉が辺りに響き、その言葉を発した金色のＪＤは、燃えるように赤い髪よりも更に赤い瞳をシオンに向け、心底愉快そうに嗤わらった。

「無骨な鎧よろいを着込んではいるが、貴様は、パートナーが見ていた映像に映っていたＪＤだな。────自分の名はジャスパーという。貴様の名は？」

　そして、金色のＪＤは武士もののふのように戦場で名乗りを上げたが、対するシオンは、自分の名を語る気はなかった。

「私は貴方あなたと戦うために、ここにいます。故に貴方と話をするつもりはありません」

　ですが、と、シオンが自分の右肩に触れると、追加装甲ブランアーマーの一部が剝がれ、その装甲だったものが、超小型のドローンとなり、空中に浮いた。

　そして。

『────そちらが会話を望むというのなら、俺として欲しいものだな。少しばかり、ネイティブに興味があるんでな』

　そのドローンから男性の声が聞こえてきたことに、金色のＪＤ、ジャスパーは少しだけ眉を動かした。

「男性型ＪＤの声……？　この地域で男性型とは珍し……」

　最初はその声の主をＪＤだと考えたジャスパーだったが、何かを感じ取り、口角を上げて嗤った。

「これは、驚いた。貴様、人間か」

『ああ、俺は羽は野の時とき矢やという名の人間だ。まあ、この小型ドローンでは映像も出せないし、指揮をしているとはいえ、遠くにいるから、俺が人間だという証拠はないがな』

「人間だということは声音でわかる。しかし、作戦指揮を執る人間か。やっていることはあの男と同じだが……、匂いが違うな。そう、むしろ、我がパートナーに近い。────面白い。パートナーとは性別が違うが貴様に興味が湧いた」

　と、愉たのしげに語るジャスパーをドローンのカメラ越しに見たトキヤは、会話をすることが可能だと判断し、言葉を続けた。

『確か、ジャスパーといったな。お前はディフューザーを扱えるようだが……、本当にネイティブなのか？　成長しない赤ん坊、機械の反乱の象徴などと揶や揄ゆされるようなＪＤには見えないが……』

「その話か。よく言われる。人間基準でいうと、自分はまだまともに見えるそうだな。……まあ、確かに、仲間のネイティブの中には人間どころか同じネイティブにもわからない発言や行動をするのもいるからな。それに比べれば、自分は通常のＪＤのように見えるのだろう。だが、自分がネイティブであるということを、貴様はすぐに理解するだろう。そこの銀髪のＪＤを────この拳で粉微み塵じんにするところを見ればな」

　そう言って、巨大な拳を握り締めたジャスパーは視線をシオンに向けたが、その射い殺ころすような視線を受けても平然としているシオンを見て、ジャスパーはとても愉しそうに笑った。

『…………』

　……拳で、か。

　そして、ジャスパーが笑っている間に、トキヤは頭の中でジャスパーの情報をまとめることにした。

　ジャスパーは今、シオンを破壊すると宣言した。それは敵同士なのだから当然の発言だが、その言葉の前に、拳で、という言葉を付けたことにトキヤは注視した。

　敵ネイティブ、ジャスパーの装備は、近接戦用と思われる両手両足の巨大な武装。そして、ジャスパーの周りに浮く、丸まったアルマジロのような独特な形をした六つのディフューザーである。トキヤはそれらの武装の外見から、このネイティブ、変な拘こだわりを持っているな。と、推測した。

　ディフューザーを防御力に特化させるのは良いが、普通はそれだけで終わらせはしない。銃やリアクティブ爆発反応アーマー装甲をつけるだけで防御と攻撃、両方をこなせる武装となるのだから。

　だが、ジャスパーの使うディフューザーにはそういった装備が一切見られないところからトキヤは、ジャスパーは、効率よりも拘りを優先させるネイティブだと考えた。

　つまり、ジャスパーの扱うディフューザーは完全に盾の役割しかせず、攻撃は全てジャスパー本人が繰り出す格闘技のみである。と、その自分が辿たどり着いた結論に、シオンはもちろん、この話を通信で聞いているバルも辿り着いてくれていると信じ。

『……しかし、ジャスパー』

　トキヤは、最後の時間稼ぎ会話を始めた。

『どうしてお前は反政府のために……人のために戦っている。ネイティブは正規の倫理観を持っていない……自由な存在だろ。人間のために戦う意味なんかないんじゃないのか？』

　そして、トキヤが投げ掛けたその疑問にジャスパーは。

「いいや、意味はある。そう、自分は意味を見つけられたのだ」

　強い口調でハッキリとそう答えた。

「そして、その意味のために自分がすべきことをしている。任務を果たすという行動自体は貴様たちと変わらんが、結果に至るまでの思いはまったくの別物だ。自分は、自分を導いてくれたただ一人の人間のために行動している。そう、自分を動かすこの思いは────愛としか言い様がない」

『…………愛？』

「そうだ。これは我がプログラム心が感じた愛。正規の倫理観という不純物もない、本物の愛だ。この思いは貴様らの語る愛モノとは違い、純粋で、そして間違いのない愛なのだ」

『……まさか、お前は、……愛のために戦っているというのか？』

「そう、その通りだ。自分は愛するパートナーの望みを叶かなえるために、戦場ここにいる。自分は最愛のパートナーのためならば、どんな行いであろうとも実行しよう。ああ────」

　そして、自らが愛する存在人間を思い浮かべているのか、恍こう惚こつとした表情を浮かべたジャスパーは、更に言葉を続けようとしたが────




「────ああ、思っていた以上に、苛いらつく台詞せりふを吐きますね、このネイティブは」




　その顔、吐き気がする。と、語る一人のＪＤ、バルに言葉を遮られた。

　ジャスパーの死角から姿を現したバルは、ブランアーマーと手に持つバールのようなものから推進剤を噴かし、ジャスパーとの距離を一気に詰め。

「いいですか、ネイティブ！　愛っていう思いには、────只ただのイエスマンじゃ辿り着けないんですよ……!!」

　裂れっ帛ぱくの気合いと共に、己が持てる最大威力の攻撃をジャスパーに叩たたき込もうとしたが。

「っ……！」

　当然のようにその攻撃は二つのディフューザーに阻はばまれ。

「────!!」

　バルが攻撃を仕掛けるのと同じタイミングで、シオンが武装を展開し、八つの紫に輝く光の槍やりをジャスパーに向け一斉射したが。

「っ……！」

　これもまた、四つのディフューザーに阻まれ。

　室内には、次の攻撃からジャスパーを守るディフューザーが姿を消した。

　その瞬間に。

「今です……！」

「カロン……!!」

　シオンとバルが声の限りに叫び────




　基地から遠く離れた砂上より、その一撃が放たれた。




　それは銃による狙撃の領域を遥はるかに超える、光の奔流だった。

　その一撃を放ったのは、レタが首都で開発している兵器の機構を一部取り込んだ、カロンの新装備。レタがリアルタイムで調整をしなければ発射することすらできないが、その威力は絶大であり、その射線上にあるものはどんな物体であろうとも蒸発する。

　────筈はずだった。

　カロンは最高の仕事をした。シオンからの観測データを元に、誰も巻き込まずにジャスパーだけを撃ち抜いたのだから。

　だが、光の奔流が消えた後、そこには────

「……そちらにも良い技術者がいるようだ」

　黄金の装甲を輝かす、無傷のジャスパーがいた。

　否いな、正確にいえば、無傷のジャスパーと、新たに現れた八つのディフューザーがそこにあったのだ。

　光の奔流にジャスパーが吞のまれる直前に、施設の床をぶち破り、新しいディフューザーが八つ現れ、それらが盾となりジャスパーの身を守ったのだ。

　だが、流石さすがにディフューザーの方は無傷とはいかず、新しいディフューザーのうち、四つは溶解し、二つは機能不全を起こしてその場に落ち、今も宙に浮いているものは二つしかなかった。

　そんな己が装備の惨さん憺たんたる状態を見て、ジャスパーは。

「今の攻撃────何発も撃たれたら厄介だ」

　この時初めて、シオン達を脅威であると認識した。

「────」

　そして、ジャスパーは獣のような鋭い眼光を放ちながら、行動を開始した。

　ジャスパーは各個撃破を狙い、敵の中で一番の格下と判断したバルから始末しようとその身一つでバルに接近した。

「っ……！　バルをナメないで貰もらえますか……！」

　そして、バルは、ディフューザーを側そばに置かずに接近してくるジャスパーの頭部に向かって、勢いよくバールのようなものを振り下ろしたが。

「────」

　ジャスパーはその攻撃を余裕を持って回避し。

「────なっ!?」

　ジャスパーの巨大な右手が、バルの腕を摑つかんだ。

　……これマズい……!!

「……っ!!」

　腕を摑まれた瞬間に己の死を予感したバルは、躊躇ためらうことなくジャスパーに摑まれた左腕を切り離し、ジャスパーから距離を取った。

「────って」

　……何あれ!?　馬鹿力とかそんな領域の力じゃないっ……!!

　そして、ジャスパーから逃げる間に、切り離した自分の左腕がジャスパーに軽く握られただけで粉々になる光景を目にし、バルが驚きょう愕がくしていると。

　……えっ、壁!?

　バルは自分の背が何かにぶつかった感触を得た。何もない空間だったはず、とバルは疑問に思いながらも、横に避けようとしたが。

「え、動かな────」

　その時、バルはようやく気がついた。自分は壁にぶつかったのではなく。

「ディフューザー……！」

　ジャスパーの操るディフューザーが巻き付いて自分の身体からだを拘束しているという事実に。

「────バル……！」

　シオンの悲痛な叫びが部屋全体に響き渡る。シオンは先程からバルの援護に向かおうとしているのだが、シオンの周りには常にディフューザーが五つも漂っており、それらを越えてバルのもとにまで辿り着けずにいた。

「このっ、離せっ……！」

　そして、バルはディフューザーの拘束から逃れるために足搔あがき続けるが。

「────ぁ」

　バルは、自分を終わらせる構えを見た。

　バルの目と鼻の先でジャスパーが拳を握った。

　そして、その拳が自分の胸部命に狙いを定めたと、バルが理解した。

　その時。

『────ルアアアアアアアアアアアア……！』

　獅し子しの咆ほう哮こうが闇夜に轟とどろいた。

　大型のブースターから推進剤の煌きらめきを零こぼしながら、カロンの射撃で穴の開いた壁を砕き、アイリスが操縦する鋼の獅子が部屋へと突入した。

　最初、ジャスパーは鋼の獅子に見向きもせず、カロンの狙撃を受けても無事だったディフューザーで鋼の獅子の突進を止めようとしたが。

『ウアアアアアアアア……！』

　その二つのディフューザーもカロンの狙撃によって基部に僅かではあったがダメージを負っており、通常の出力に至らなかった二つのディフューザーは、鋼の獅子にはじき飛ばされ。

「何……!?」

　鋼の獅子は、拳を構えていたジャスパーに真横から突っ込み、ジャスパーごと壁に激突した。

「……────って」

　そして、アイリスのおかげで一旦は命の危機を脱したバルは、少しの間、呆ほうけてしまっていたがすぐに我に返り、バールのようなもので自分に巻き付いているディフューザーを攻撃し、拘束が僅かに緩んだ隙に、何とか脱出することに成功した。

「……っ」

　そして、拘束されていただけだというのに、身体中に損傷を感じながらも、バルはシオンの側に着地し。

「シオン！　バルは次に何をすれば……！」

　バルはシオンに指示を仰ぎ、五つのディフューザーと対たい峙じしながらも、シオンは一瞬だけバルに視線を向け、それから。

「バルは────退避してください」

　シオンは、バルに逃げろと命令した。

「なっ!?　バルはまだ……！」

　戦える。と、言おうとしたバルであったが、自身の身体を見下ろし、全身に損傷があり、その上、左腕がなく、拘束から無理矢理脱出した際に右足首がいかれてしまったこの状態では、と考え直し。

「……今のバルでは足手まとい、ですね」

　バルは自分がいない方がシオン達も戦いやすいと判断し、退避することを決めた。

「けど、こんな状態でも有象無象の相手は十分にできますから、バルはサンの援護に向かいますね」

「ええ、サンのことをよろしく頼みます。バル」

　そして、この場からの退避を決めたバルは、推進剤がなくなったのか大型ブースターを切り離し、ジャスパーと力比べをしている鋼の獅子の方を一瞬だけ見てから。

「────頼みましたからね！　シオン！」

　そう叫んで、バルはサンのもとへと一目散に駆けだした。

「もちろん。……と、強く肯定したいところですが」

　六つに増えたディフューザーに拘束されず、鋼の獅子の援護をするのは中々に難しい。と、シオンが、行く手を遮る大量のディフューザーを睨にらみつけていると。

『────悪い、少し眠っていたみたいだ』

　唐突に、シオンの耳元でトキヤの声が響いた。

「……トキヤ様」

　シオンのすぐ側に浮いている物体。それはカロンの射撃前後から暫しばらくの間見掛けていなかったトキヤが動かしている超小型ドローンだった。そのドローンのスピーカーからトキヤはシオンに謝罪し。

『アイリスは俺に任せろ。……その後は、シオン。お前が決めてくれ』

　朦もう朧ろうとしているのか、少し呂ろ律れつが回っていなかったが、トキヤはシオンに最後の指示を出すと、トキヤが操るドローンが動き出したが、ジャスパーはドローンを脅威と捉えていないらしく、ドローンはシオンに襲い掛かるディフューザーに妨害されることなく鋼の獅子へと近づいていった。
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　鋼の獅子と黄金の獣の力比べは、すぐに決着がついた。

　厳密にいうと、これではいつまで経たっても決着がつかないと考えたジャスパーが力比べを放棄し。

「────」

　大型の武装を身に纏まとっているとは思えないほどの身軽な動きで鋼の獅子の胴体部分に上り、自分を振り落とそうとする鋼の獅子の動きをものともせず。

「────はぁ!!」

　ジャスパーは気合いと共に、鋼の獅子の頭部と胴体の一部の装甲を引っ剝ぺがした。

「え」

　そして、オープンカーのようになってしまった鋼の獅子の中にいたアイリスとジャスパーの視線が合った。

　アイリスはジャスパーを見つめ、恐怖とか以前に、純粋な驚きから目をまん丸にし。

「そんなのアリ……!?」

　と、絶叫した。

「────アリだ」

　そして、想定外のリアクションをしたアイリスを面白いと思ったのか、ジャスパーは笑みを浮かべながら、アイリスに向かって必殺の一撃を放つため、拳を握り。

「……ん？」

　その動作の途中に、ピタリとジャスパーの動きが止まった。

「……？」

　そして、ジャスパーは首を捻ひねりながら、握った拳を開き、アイリスの首根っこを持って鋼の獅子から引きずり出し、アイリスを持ったまま鋼の獅子から飛び降りた。

「なんだ、貴様は？　凄すさまじくよくできた人工筋肉ヒューマン搭載型フェイカー。……なの、か？　それにこの造形……、我がパートナーに酷似している……？」

　それから約十秒ほどアイリスを眺めていたジャスパーだったが、まあ、いい。と考えることを放棄し、再び拳を握ったが。

『────ギリギリ間に合ったか。いや、冷や汗ものだったな』

　ジャスパーが拳を振るおうとした、その直前にトキヤの声が響き、ジャスパーは視線をドローンに向けた。

「……貴様は人間の。何か用か、もう貴様と語る気はないぞ」

『まぁそういうな。さっき俺に興味が湧いたとか言ってただろ？　もう少しぐらい話に付き合ってくれてもいいだろ』

「……ふん、くだらんことはやめろ」

　不愉快だ。と、そのトキヤの言葉を先程の砲撃の第二射までの時間稼ぎであると推測したジャスパーはドローンを砕くために腕を伸ばしたが、その腕がドローンを破壊することはなかった。

　何故なぜならば。

『ジャスパー、俺は人間として生きてきたが────愛に価値はない、そんなものに意味はない、ということに、気がついたんだ』

　ジャスパーが無視することのできない発言をトキヤがしたからである。

　愛する人間のために戦場ここにいる、と断言するほどに自身の行動原理の要かなめとなっている感情、愛を価値のないモノと言われてしまえば、ジャスパーはその言葉の真意を聞き届ける前にトキヤとの会話を終わらせるわけにはいかなくなったのだ。

「……貴様」

　そして、ジャスパーはトキヤと本格的に会話をするためにその動きを完全に止めたが……。

「────」

　ジャスパーが操るディフューザーが動きを止めることはなかった。

　トキヤが操作するドローンの後方では、今この瞬間もディフューザーがシオンを拘束しようと激しく動き回っていた。

　尋常ならざる軌道を描き、空中を縦横無尽に動く大量のディフューザーをシオンはトキヤがプロキシラ作った武器ンス・アルターを巧みに使い、上手うまく弾はじいていたが。

「……っ！」

　シオンの回避運動の癖を把握し始めたディフューザーがシオンの行動を先読みし、シオンを徐々に追い詰めていた。

「…………」

　そんな自分の分身達ディフューザーの動きとシオンの浮かべる苦く悶もんの表情を見て、数分以内にディフューザーがシオンを拘束し、この場にいる最大の脅威が無力化されるという絶対の事実を確認したジャスパーは、強敵を一方的に嬲なぶることになる戦闘作業を少しつまらないと思いながらも視線をトキヤが操作するドローンへと戻し、会話を続けた。

「それで人間よ、貴様は今、何と言った。愛に価値はない、だと？　ふん、この世で一番感情的な生物である人間が何を言っている。ドローン越しとはいえ、戦場の空気に当てられておかしくなったか？　何にしても、その不愉快極まる発言は無視できない。人間よ、愛に価値はあると発言を訂正しろ」

　そして、ジャスパーは手で抱えている赤髪のＪＤがトキヤドローンに信頼を込めた眼まな差ざしを向けたまま、全く動かないでいることを少し不思議に思いながらも、余裕のある表情を浮かべ、トキヤに先程の発言を撤回するように要求したが……。

『いいや、俺はおかしくなんてなっていない。そして、発言の訂正もしない。お前が理解するまで俺は何度でも愛に価値はないと言ってやる』

　トキヤは自身の発言を訂正するどころか、ジャスパーを挑発するような言葉を並べた。

「……貴様」

　そして、その発言を本気で気に入らないと思ったのか、ドローン映像越しでもわかるほどの激しい怒りをジャスパーの赤い瞳からトキヤは感じ取ったが、トキヤは一切怯ひるむことなく冷静にドローンのサブカメラでシオンとディフューザーの戦闘状況を確認し。

『────』

　トキヤはジャスパーの怒りに反応するようにシオンを襲うディフューザーの中の一機の動きが、僅かに乱れた瞬間を目撃した。

　だが────

『…………』

　これだけでは足りない。そもそも会話をこの方針で進めて良いのか、まだ確信を持てていない。と、トキヤは現在の状況と自身の思考を整理しながら再びジャスパーに言葉を投げ掛けた。

『は、そう怒るな。これは紛れもない事実だぞ。それにこれは愛に限った話じゃない。いいか、ジャスパー。この世にはな実のところ────価値のあるモノなんて一つもないんだ』

「……何？」

『人間であろうがＪＤであろうがネイティブであろうが、俺達は皆、価値のないモノを価値あるモノと錯覚して、生きる目的と勘違いしているだけなんだ』

「……待て、貴様は何を言っている……？」

　そのトキヤの発言は普通に考えればあまりにも突拍子もないものだった。愛に価値がないという発言だけでも十分に突飛だというのに、この世の全てのものに価値がないというようなことまで言い出したのだ。そんな意味のわからない話を聞けば、普通なら怒ることもなく、ただ呆あきれ果てるだけだろう。

　しかし、そのトキヤの言葉にジャスパーは怒るのでもなく、呆れるのでもなく────

「……っ」

　まるで、その言葉に理解を示すかのように瞳を大きく揺らした。

『…………』

　そして、ジャスパーの瞳が揺れると同時にシオンに至近距離まで迫っていた二機のディフューザーが大きくバランスを崩したことをサブカメラで確認したトキヤは、この会話の方向性とこれから予定している行動にこそ勝機があると確信し、畳み掛けるように言葉を続けた。

『何だ、その様子だとわかっていたようだな。さっきは愛に価値はないという信じたくない真実を言われて怒ったのか。そう、俺は、愛や憎しみという感情はもちろん、食料や燃料といった物質にも価値はないという当然の事実を言っているだけだ』

「……っ！　ば、馬鹿を言うな……！　百歩譲って食料や燃料は身体からだの機能維持に必要なだけで本質的な価値はないかも知れないが、心が抱く思いは、愛は価値のあるものだ……！」

『いいや、違うな。誰かに抱く思い、大切な感情であろうが結局は肉体の維持と同様に精神の維持に必要だから作るように、抱くようにと頭から信号が送られているだけのことでしかない。生命も機械もそういう風に造られているだけで、本当の意味でこの世に価値のあるものを見つけられる者はいない。そして、見つけられないということは存在しないと同義だ』

「……そ、それは────い、いや、違う……！　それでは存在することに意味が……！」

　ジャスパーが人の価値観に縛られないネイティブであるが故に、中ちゅう途と半はん端ぱに理解し混乱してしまうそのトキヤの発言。それはトキヤが昔、日本で愛するＪＤを失い、最悪の精神状態に陥った際に辿たどり着いてしまった愚かな考えであり……。

『……そう、この世の全てに価値はない。……けどな、価値があろうがなかろうが、今の俺には────失いたくない存在が、たくさんいるんだ』

　その昔の自分の考えを拒絶する言葉をトキヤはハッキリと口にした。

　そして、トキヤが今の自分の思いを言葉として発した直後に、部屋の何処どこかで何かが開く音が聞こえ。

『だから俺は失いたくない大切な仲間達と────一緒に戦場に来たんだ』

　乾いた銃声が、響き渡った。
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「────まあ、当たらんよな」

　ジャスパーの近くにいるアイリスに当たらないように銃口を明後日あさっての方に向けたのだ。当たるわけがない。と、トキヤは苦笑した。

「……な、なんだ貴様は……？　まさか、貴様がさっきまでの通信の……」

　鋼の獅子の装備である大型ブースターの中から何かが出てきたことに気がついたジャスパーがそちらに視線を向けると、小さな拳銃を片手に持った、頭から血を流している弱々しい存在を見つけ、ジャスパーは戦慄した。

　それが、先程までドローン越しに会話をしていた存在、つまり人間であるということを理解したのだ。

「き、貴様は人間だろう？　何故ＪＤの戦場に現れる？」

「ん？　さっき言っただろ。俺の大切な仲間達を失いたくないから、戦場に来たと」

　さあ、それじゃあ、戦おうか。と、トキヤは頭から血を流しながら、銃を構えた。

「……貴様、狂っているのか……？　っ……！　おい、獅し子しに乗ってた貴様！　何故、戦場に人間を連れてきた！　自分なら絶対にパートナーをこんな危険な場所に連れてこないぞ!?」

「ああ、ちなみにジャスパー。お前が摑つかんでるそいつも人間だからな」

　────は？　と、一瞬、ジャスパーは馬鹿みたいな顔をし、それから、手に持つアイリスを丹念に調べ、その事実に気付き。

「……逃げ遅れた人間がいるのならまだしも、勇んでＪＤの戦場に来る人間だと……？　な、なんだ、何なんだ貴様達は……!!」

　ジャスパーは、アイリスを放し、理解できないと絶叫した。

「い、命に価値はないと、なら、本当に愛に価値が、いや、いやいや！　駄目だ駄目だ！　おかしいおかしい！　それでは自分やパートナーがいる意味が……！　ああ、まずは統合知能ライリス内で他のネイティブに、いや、ブルーレース以外の言葉もまた……」

　そして、ジャスパーは感情を暴走させ、声の限りに叫び続け────

　ジャスパーが操る、ディフューザー全てに異常が見られた。

「……！」

　……よし、これなら────！

　人とは全く別の価値観を持つネイティブは、常人の言葉よりも、壊れていた昔の自分のような人間の言葉の方が理解する可能性が高く、そして、言葉が通じれば、会話さえできれば、ネイティブは通常のＪＤよりも────混乱させやすいはず。

　そんなトキヤ考案のネイティブ惑乱作戦がこの瞬間、最大限の効果を発揮し、ジャスパーの操る全てのディフューザーが一斉にぐらついた。




　そして、その隙を見逃す、エースクラスのＪＤは存在しない。
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「────」

　トキヤが命を危険に晒さらしてまで摑み取った好機をシオンが見逃すはずもなく、シオンは自分を取り囲んでいた全てのディフューザーの挙動が一度におかしくなった瞬間に、ブラン重いアーマー装甲のパージと自身の切り札とも呼べる武器の構築を同時に行った。

　シオンが構築した武器とはシオン専用の武装、プロキシランス・アルターを数十個使用して作られる特殊武装である。

　通常、プロキシランス・アルターは小さな光の槍やりを発射する武装だが、組み合わせて使用すると、巨大な光の槍として扱うことができる。

　そして、この形態の最大の特徴は、シオンがその巨大な槍を持ったまま、稲妻のような速度で敵に攻撃を加えることができるというものだ。

　巨大になったことで純粋に出力が上がり、更に、シオンが手に持ちコントロールするため、敵が回避や防御をしたときにも対応することができる。

　だが、これを普段の戦闘で使わないのにはそれ相応の理由がある。デメリットが存在するからだ。
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　プロキシランス・アルターの、そのあまりの速度にシオンの身体が耐えきれないのだ。

　巨大な槍を持つ手は確実に使い物にならなくなり、敵を貫く際にもう片方の手を添えればその手も破損し、飛んでいる最中に大地を蹴って進む向きを変えた場合には脚が砕ける。

　つまり、この攻撃を使用すれば、ほぼ確実に四肢が駄目になり、修理をするまで戦闘を行うことができなくなるのだ。

　故に、戦闘中にこの攻撃を行うことは自殺行為に等しく、シオンは戦闘訓練で試した後、禁忌の技として封印していた。

　だが、トキヤが命をかけて作ってくれたこのチャンスに応えるために。

　そして、この強敵との決着さえ付けてしまえば、頼りになる仲間達が自分も含め全員を無事に帰還させてくれると確信し。

　シオンは一切の迷いなく。

「────これで終わりです」

　終局の言葉を口にし。

「────」

　シオンは稲妻と化した。

「────！」

　その閃せん光こうは、ディフューザーが通常通りの稼か働どうをしていても、止められる可能性は半々であっただろう。そんな攻撃を機能不全を起こしているディフューザーが止められるわけもなく。

　紫に輝く、その一いっ閃せんは。

「────」

　ジャスパーに最さい期ごを理解させることもなく、その身体を灼やき尽くした。




　　　　□




　敵ネイティブ、ジャスパーの破壊を確認後、アイリス、シオン、トキヤの三名は敵前線基地より一時撤退。

　その後、装備を通常のものに変更したカロンが、サンとバルの援護に向かい、残っていたダーティネイキッドを掃討し、敵前線基地の制圧を完了した。




　この日、トキヤは、敵前線基地攻略作戦を一人の死者も出すことなく成し遂げたのだ。







[image: ]




　そこは巨大な砂漠の中にぽつんと存在する小さな基地だった。

　トキヤ達が生活していた政府軍の基地と比べるとその基地はその規模だけでなく、防衛機能やＪＤの整備設備の質も遥はるかに劣っていた。

　そんな小さな基地の中にあるＪＤ用の整備室のすぐ側そばで。

「……ふう」

　トキヤは一人、手に付いたＪＤのメンテナンス用の液体を洗い落としていた。

「…………」

　トキヤ達がジャスパーを撃破し、この元敵前線基地を制圧してから数日の時が経過していた。

　敵前線基地の占拠後、その知らせを受けた政府軍本部からこの基地に特殊仕様のＪＤが送られてきた。

　特殊仕様のＪＤ達は戦闘を行うことはできないものの通信設備や防衛機能の改良や改かい竄ざんを得意とし、彼女達の働きによって反政府軍の前線基地はあっという間に政府軍の前線基地へと姿を変えた。

　そして、この元敵前線基地でトキヤはジャスパー戦で負傷したシオン達や鋼の獅子の修理などを行い、次の作戦、基地奪還作戦の準備を少しずつではあるが、着実に進めていた。

「……こんなところか」

　そんな忙しくも少しだけ落ち着いた日々の中、黙々と自分の仕事をこなしていたトキヤは、今日もまた休むことなく仕事を行っていた。

　そして、トキヤは前の作業で手に付いたメンテナンス用の液体を洗い流した後、デバイスを取り出し、次の仕事に取り掛かるための準備をしようとしたが……。

「…………」

　一瞬、トキヤの手が止まり、仕事をするために動かしていた筈はずの指先が、仕事とは全く関係のないデータを開いた。

「…………」

　そして、デバイスに表示されたのは────一枚の画像データだった。

　それはジャスパーとの戦いの後、仲間のＪＤ達全員の修理が終わったタイミングで行われたレタ主催の祝勝会の様子を写したものだった。

　気持ちを切り替えるためにと深夜に一時間程度だけ行われたその祝勝会は、軍本部から本格的に物資が送られてくる前に行われたため、本当にささやかな祝勝会だったが……。

　酒を飲み、饒じょう舌ぜつになったレタの話をカロンが嬉うれしそうに聞き。

　本日の主役というタスキを掛けられ戸惑うシオンにサンとバルが楽しそうに語りかけ。

　そして、自分達が写真を撮られていることに気づいたアイリスがこちらに向かって笑顔で手を振っている。

　それは、その皆が笑っている様子は、何ものにも代えがたいものであり、トキヤが皆を守り抜けたという何よりの証明でもあった。

「…………」

　俺達は、誰一人欠けることなく勝てたんだな。と、心の中で呟つぶやいたトキヤはその画像を眺めながら、暫しばらくの間、一人静かに喜びを嚙かみ締めていたが……。

「……ん？」

　画像が表示されているデバイスから唐突にコール音が鳴り響き、デバイスに表示された名前を見たトキヤは、一息吐ついて、気持ちを仕事モードに戻してからデバイスを通話状態にした。

「はい。どうかしましたかレタさん」

　トキヤに連絡をしてきたのは、技師仲間のレタだった。気持ちを仕事モードにしたとはいえ、トキヤは特にこれといった心構えをすることもなく、レタとの通話を始め────




『羽は野の君。────グリージョから呼び出しがきたわ。すぐに司令室に向かってくれる？』




「────」

　想像もしていなかったレタのその言葉を聞き、トキヤは心臓を摑つかまれたような感覚に陥った。

「……呼び出されたのは、俺とレタさんだけですか？」

『ええ。伝達内容に秘匿事項があるから、傍受されないように司令室の機器を使えとのことよ。ま、碌ろくな話じゃないってことは想像に難かたくないわね』

「……そうですね」

　すぐに行きます。と、トキヤは落ち着いた口調でレタに返事をし、通話を終わらせ。

「────くそっ……！」

　トキヤは基地の壁に自分の腕を強く叩たたきつけた。

　敵前線基地の略奪をトキヤ達に命じたグリージョが再びコンタクトを取ってきた。これが意味することは一つしか考えられなかった。

「……始まるのか。俺達の基地を取り戻す作戦が」

　他に何か思惑があったにせよ、この敵前線基地を制圧したのは奪われた基地を取り戻すための作戦だったのだ。だから、次に行われる作戦は当然基地奪還作戦だろうとトキヤは考えていた。

「……っ！」

　だが、想定よりもだいぶ早い。と、トキヤは思った。敵の大軍が待ち構えている基地に乗り込むのだから、首都の守りを維持しつつ、戦力を揃そろえるにはまだまだ時間が掛かると考えていたのだが、上の人間達が予想よりもかなり早く動き始めたことにトキヤは驚きを隠せなかった。

　……上は巧遅よりも拙速を取ったか。……くそっ。鋼の獅子の改良も、シオン達の人格データを統合知能ライリスに納いれることも。

　まだ何もできていない……！　と、トキヤは己の甘い予測と行動の遅さを呪い、奥歯を強く嚙み締めたが。

「────」

　それでも、その瞳は絶望に染まっていなかった。

　……だが、まだだ。まだ、俺にはやれることがある。前の作戦の時、グリージョは基地奪還作戦を行うには俺達の戦力だけでは無理だと言っていた。つまり、次の作戦は、他の基地の部隊との合同作戦になると推測できる。だからせめて、うちの連中が後方支援になれるよう、この作戦会議、うまく立ち回ってみせる。

　そして、トキヤは自分の仲間達が生き残れる可能性を１％でも増やすために、頭を必死に働かせながら、司令室に向かって足を進めた。




　　　　□




『────良いニュースと良いニュース。どちらの方から聞きたいかな？』

　トキヤが司令室に入るとグリージョとの通信が既に繫つながっており、グリージョはレタと何か会話をしていたようだったが、トキヤに気づいたグリージョはレタとの会話をやめ、その言い間違いとしか思えない言葉をトキヤに投げかけてきた。

「……二つとも良いニュースなんですか？」

『だね。まあ、一つは今後の行動次第で悪いニュースに反転する可能性もあるけど』

「……じゃあ、まずは悪くなる可能性のない話から聞きたいです」

　そして、これから行われる筈の作戦会議のことばかりを考え、心に余裕のないトキヤが適当に話を選択すると、スクリーンに映るグリージョは長い足を組み直してから、トキヤが選んだ話の内容を語り始めた。

『つい先ほど、破壊された統合知能ライリスの代わりとなる新たな統合知能ライリスを我々は確保することに成功した。ま、急な話かつ即座に納品して貰もらう代わりに国家予算の倍近くの代金を払ったようだけど、国が貯ため込んでいる財が尽きる様子はないし、僕の懐ふところが痛むわけでもないから、これは掛け値なしにとても良いニュースだとは思わないかい？』

「それは……そうですね」

　そして、グリージョから新たな統合知能ライリスを手に入れたという情報を聞いたトキヤは、それは確かに良いニュースだと頷うなずいた。

　だが。

「……生育済みの人格データは入手できたんでしょうか？」

　容れ物があっても中身が空では意味がないと、トキヤは新しい統合知能ライリスに戦力となり得るＪＤの人格データが入っているのかをグリージョに尋ねると、グリージョは曖昧な表情を浮かべながら口を開いた。

『入手することはできた。……が、本当に微々たる数しか手に入れられなかったようだね。スパイが紛れ込む危険性などを考え、真っ当なルートでの交渉しかできなかったらしいが、それにしたって買えた数があまりにも少ないと僕は思ったね。この金持ち国家が相当な金を積んだというのに、殆ほとんどの人間がＪＤの人格データを手放さないとか……』

　皆、電子データ好きすぎだね？　と、金で容れ物ライリスは買えても中身心を買えないことをグリージョは心底不思議がっていたが、懇切丁寧にその疑問を解決してあげようという気持ちを一切抱かなかったトキヤはグリージョの疑問を無視して話を進めた。

「成る程、戦闘に適した人格データの数がとにかく足りないということですか。なら、これから新しい人格データを育てるのでしょうか」

『ああ、それしかないだろうね。というか、首都こっちではもうそういう方針で動き始めているよ。人格形成を二週間で終わらせ、その後、実際に身体からだを与えて二週間訓練させると、死を恐れず、死を与えるソルジャー達ができあがるようだからね。いやはや、ほんと、凄すごい兵器だよＪＤは』

「…………」

　赤子が一ヶ月で兵士に。それは人間では絶対に不可能だがＪＤならば可能であり、一ヶ月という最低限の期間ではあるが成育期間を設けた軍上層部の判断をトキヤは悪くはないと思った。

「ＪＤを育てるのは非常に良いことだと思います。ですが、そうなるとそのＪＤ達はまだ新たな戦力としてカウントすることはできません。ですから、……作戦を行うのは時期尚早ではないでしょうか？」

　そして、その上の判断は良いが、新たなＪＤ達が育成中で戦力を用意できないのなら、今、基地奪還作戦を行うのは無謀であるとトキヤが進言すると、グリージョは。

『……作戦？　……それはいったい』

　何の作戦かな？　と、トキヤが口にした作戦という言葉の意味を計りかねたグリージョが神妙な面持ちでトキヤを見つめた。

『作戦があるなんて僕は聞いていないが……、まさか、あの人がキミに何か指示を出したのかい？』

「あ、いえ、あの人から連絡は貰ってません。……えっと、この通信って、基地奪還のための作戦会議じゃ……」

　なかったりするんでしょうか……？　と、トキヤがもしかしてこの通信は作戦会議でも何でもないのか……？　と、自分の思い込みに気づき、羞恥から僅かに頰を赤くすると、その様子を見てグリージョが高笑いをした。

『ははは。そうか、僕が連絡をしてきたから、基地奪還の話を進めると思ったのか。いや、キミは少し思い込みが激しいようだね？　思い込みの激しい男は女に嫌われるから、若いうちに直した方が良いと僕は思うよ』

「……すみませんでした」

　そして、御忠告痛み入ります。と、自分の思い込みによる発言で話がわき道に逸それたことをトキヤは謝罪し。

　……俺を馬鹿にするための材料を与えてしまったな。

　頭を下げたまま、グリージョお得意の人を小馬鹿にした発言が連発されることをトキヤは覚悟したが。

『ま、頭を上げたまえ。人にミスはつきものだからね。後でしっかり挽ばん回かいすれば良い』

　……は？

　と、グリージョはトキヤの予想に反し、トキヤに優しい言葉を投げかけてきたが……。

　……何を考えている、グリージョ。

　これなら馬鹿にされる方がマシだ。と、トキヤはいつもと違うグリージョに対しての警戒を強めた。

『基地奪還を行うにはまだ少し準備に時間が掛かるんだよ。まあ、無血開城の可能性も見えてきたから、その準備が無駄になるかも知れないんだけどね』

「無血開城……。もしかして、反政府が話し合いの席に着いたんですか？　反政府は武力行使が基本方針な上に、トップがころころ代わるから和平交渉が難航していたと記憶しているんですが……」

　そして、そのトキヤの警戒が正しいと言うように、グリージョは不気味なぐらいに清すが々すがしい顔で。

『ああ、実はもう一つの良いニュースというのが、それなんだ。反政府の現トップがこちらとの交渉のテーブルに着くと言ってきたんだよ。────キミを使者にしろという条件付きでね』

　トキヤには理解できない言葉を発した。

「……？　すみません、グリージョさん。今、なんて言いましたか？」

『反政府が交渉のテーブルに着くと言ってきたんだよ。キミを使者にしろという条件付きでね』

「……？　？　？　いや、その、意味がわからないんですが？」

『言葉通りの意味だよ。今から三時間ほど前に、信頼の置ける仲介人を通し、反政府から一通のインビテーションが届いたんだよ。ハノトキヤ、キミ宛にね』

「反政府からの招待状インビが俺宛に……？　いや、俺は只ただの技師ですよ？　何かの間違いでは？」

『ああ、普通はそう思うだろう。上層部だってそう思った。だから、躊ちゅう躇ちょなく招待状を開封し、内容を確認し────何も間違いがないということを理解した』

「……は？」

　上層部の目は節穴では？　と、思わず上の人間達を侮辱しそうになったトキヤだったが、その言葉を何とか言わないように堪こらえている間にもグリージョの言葉は続いていく。

『どうやら敵のトップは人間でありながらＪＤを指揮し、一つの基地を攻略したキミをたいそう気に入ったらしい。ま、その説明は文面を見せながら詳しくするけど、その前に招待状についていたおまけについて、キミに聞きたいことがあるんだ』

「……招待状のおまけ？」

『ああ、キミはこのアニメーションに何か心当たりはあるかな？　僕には意味がよくわからなくてね』

　アニメーション？　と、トキヤが疑問の声を上げる前に、グリージョは手元にあるデバイスを操作し、一つの動画を映し出した。

「────」

　その映像には三頭身の可か愛わいらしいキャラクターが映っており、その目を瞑つぶっているキャラクターの燃えるような赤い髪を見て、トキヤは息を吞のみ。

「……ジャスパー」

　絞り出すように、そのキャラクターのイメージ元と思われる敵ＪＤの名を呟つぶやいた。

「…………」

　この元敵前線基地でトキヤ達と死闘を繰り広げた敵ＪＤ、ジャスパー。そんな彼女をイメージしたアニメーションを送ってきた敵の意図が全く読めず、トキヤが全神経を集中させその映像を見ていると、すぐに映像に変化が表れた。

　赤い髪が風に揺れるように動いている以外は動きがなかった三頭身のジャスパーの目がゆっくりと開き、その大きな瞳がトキヤを捉え。

『────』

　通信でも何でもなく、只の動画でしかない筈はずのジャスパーがトキヤを見つめて、不敵に笑い。

『ハノトキヤ────貴様と一つ、取引がしたい』

　ジャスパー黄金の獣の声が再びこの基地に響き渡った。
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　ＪジャッジメントＤドールとプロフェッサー整備士の黄昏戦記ミッションレポートを読んで頂き、ありがとうございました。




　はじめまして。作者の獏ばく末すえカナイと申します。新人です。

　私は小説を書くのが好きで、数年前までは新人賞に応募をしたりしていたのですが、最近はＷＥＢでのんびり作品を書いていました。

　そんなある日、公開している作品の書籍化を目指してみませんか？　というようなお話を頂き、それから色々なやり取りや作業を乗り越え、こうして本を出すことができました。

　作者である私が楽しく書いたこの作品を、皆さんも楽しんで頂けたのなら、作者冥みょう利りに尽きます。

　……大事なことは書き終わりましたが、まだスペースが結構あるので、少し雑談を。

　私は時々、知り合いから教わった洋風焼きそばを作るために焼きそばの麵を単品で購入することがあるのですが、先日、豚肉とキャベツが冷蔵庫に残っていたため予定を変更し、普通の焼きそばを作ることにしました。

　その際に粉末などの専用ソースがなかったので、生まれて初めて常備している中濃ソースと醬しょう油ゆでベーシックな焼きそばを作ったのですが……、これがけっこう美味おいしくできて驚きました。

　今回のこの件が私的には割と衝撃だったので、これからはたまに普段とは違うやり方で料理を作ってみたいと思いました。

　……まあ、私が本当にするべきことは、自炊を始めた大学生の頃から十年以上、全然、変わらない料理スキルを上げることなんですけどね。いつかちゃんと魚を捌さばけるようになりたいです。

　と、少し長くなってしまいましたが、スペースも埋まりましたので雑談はこのぐらいにして、最後にお世話になった方への感謝の言葉を。




　イラストの風花風花さん。ご多忙の中、とても美しいイラストを描いていただき、ありがとうございます。今度機会がありましたら、ゲームのお話をしてみたいです。




　ドラゴンマガジン編集長の松林さん。お声を掛けて頂き、そして、出版までの長い間、面倒を見てくださって本当にありがとうございました。感謝してもしきれません。




　それでは今回はこの辺で。またの機会がありましたら、お会いしましょう。





七月某日　獏末カナイ
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